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序 章  
第 1 節  本 研 究 の 構 成  
本 論 文 は ，3 部 7 章 及 び 序 章 ，終 章 よ っ て 構 成 さ れ る 。序 章 で ，
「 現 代 の 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 か ら 考 え る 社 会 参 加 支 援 」 と
し て 本 研 究 の 背 景 や 取 り 組 む 理 由 を 述 べ ， 次 に 「 研 究 目 的 と
方 法 」 を 記 述 し て い る 。 第 Ⅰ 部 で は ，「 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参
加 」 に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の 意 識 調 査 と し て 3 つ の 実 態 調 査
（ 第 １ 章 ～ 第 3 章 ） を 記 述 し ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 「 社 会 参
加 支 援 の 意 欲 」 を 高 め る 取 組 み の 必 要 性 を 抽 出 し た 。 そ の 実
態 調 査 の 結 果 に 基 づ き ， 仮 説 モ デ ル を 示 し た 。 そ の 仮 説 モ デ
ル に 従 い ， 第 Ⅱ 部 院 内 研 修 を 通 し て 看 護 倫 理 観 を 高 め 社 会 参
加 支 援 の 意 欲 向 上 を 目 指 し た 院 内 研 修 会 （ 第 4 章 ），社 会 参 加
支 援 の た め 認 知 行 動 療 法 ス キ ル 獲 得 に 向 け た 院 内 研 修 会（ 第 5
章 ） に つ い て 記 述 し た 。 ま た ， も う 一 つ の 取 組 み と し て ， 第
Ⅲ 部 に リ ー ダ ー 育 成 を 通 し て 「 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」 へ
の 取 組 み に つ い て 記 述 し て い る 。 そ の 中 で ， 社 会 参 加 支 援 を
踏 ま え た「 精 神 科 の リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 プ ロ グ ラ ム 」作 成（ 第
6 章 ）し た 。そ の 育 成 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し ，そ の 効 果 を 分 析 し
た （ 第 7 章 ）。  
終 章 で ， 本 研 究 の 結 論 と し て ， 本 研 究 の 取 組 み で あ る 精 神
科 看 護 師 へ の 看 護 倫 理 研 修 会 ， 認 知 行 動 療 法 研 修 会 ， 精 神 科
の リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 に つ い て の 成 果 と 課 題 を 述 べ ，仮 説 モ
デ ル の 妥 当 性 を 記 述 し た 。  
 
第 2 節  現 代 の 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 か ら 考 え る 社 会 参 加  
支 援  
精 神 保 健 医 療 福 祉 に 関 す る 現 状 は ， 厚 生 労 働 省 が 3 年 毎 に
実 施 し て い る 調 査 に よ る と ， 精 神 疾 患 で 治 療 を 受 け る 患 者 数
は ， 年 々 増 加 し ， 1 9 9 6 年 に 2 1 8 万 ， 2 0 1 1 年 に は ， 3 2 0 万 人 で
あ る こ と が 公 表 さ れ て い る 。 内 訳 と し て ， 多 い も の は ， う つ
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病 ， 統 合 失 調 症 ， 不 安 障 害 等 で あ り ， 増 加 し て い る も の は ，
う つ 病 や 認 知 症 で あ っ た（ 厚 生 労 働 省  精 神 疾 患 に 関 す る デ ー
タ ， 2 0 1 3） 。 現 在 ， 精 神 障 害 者 に 対 し て 「 入 院 医 療 中 心 か ら
地 域 生 活 支 援 中 心 へ 」 と 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 が 行 わ れ て い
る 。 大 き な 改 革 と し て ， 2 0 0 4 年 ， 厚 生 労 働 省 (厚 生 労 働 省  精
神 保 健 福 祉 対 策 本 部 , 2 0 0 4）は ，精 神 保 健 医 療 福 祉 の 改 革 ビ ジ
ョ ン に お い て ，「 入 院 医 療 中 心 か ら 地 域 生 活 支 援 中 心 へ 」の 方
策 を 示 し ，「 国 民 の 意 識 改 革 」「 精 神 医 療 体 系 の 再 編 」「 地 域 生
活 支 援 体 制 の 再 編 」「 精 神 保 健 医 療 福 祉 施 策 の 基 盤 強 化 」を 掲
げ た 。 そ の 結 果 ， 平 均 在 院 日 数 が 短 縮 し ， 福 祉 サ ー ビ ス の 整
備 や う つ 病 の 理 解 が 進 ん だ 。 し か し ， 2 0 1 0 年 ， 長 期 入 院 患 者
が 多 い 状 況 は 続 き 課 題 が あ る と 厚 生 労 働 省 は み て （ 厚 生 労 働
省  精 神 障 害 者 の 方 の 地 域 生 活 へ の 移 行 支 援 に 関 す る 取 組 み ，
2 0 1 0）， さ ら に 施 策 を 続 け て い る 。  
診 療 報 酬 改 定 に お い て も ， 2 0 1 0 年 度 は ， 精 神 科 地 域 移 行 実
施 加 算 の 引 き 上 げ ， 重 症 者 へ の 訪 問 看 護 の 充 実 等 ， 精 神 障 害
者 の 地 域 移 行 促 進 や 地 域 生 活 支 援 の 観 点 か ら 改 定 が 行 わ れ た 。
更 に ， 2 0 1 2 年 度 に お い て も ， 精 神 療 養 病 棟 の 退 院 支 援 の 評 価
や 訪 問 看 護 の 報 酬 体 系 の 見 直 し ，精 神 科 デ イ ケ ア の 見 直 し 等 ，
精 神 障 害 者 の 地 域 生 活 移 行 が さ ら に 促 進 す る よ う 図 ら れ た 。
2 0 1 4 年 度 に も 診 療 報 酬 の 改 定 が 行 わ れ（ 厚 生 労 働 省  診 療 報 酬
改 定 に つ い て ， 2 0 1 4）， 現 在 ， 入 院 期 間 が 長 く な れ ば 保 険 点 数
が 下 が る 仕 組 み と な っ て い る （ 厚 生 労 働 省  政 策 に つ い て ，
2 0 1 5） 。  
法 律 も ， 精 神 障 害 者 の 地 域 に お け る 自 立 し た 生 活 支 援 を 目
的 と し て ，2 0 0 6 年 ，三 障 害（ 身 体 障 害・ 知 的 障 害・精 神 障 害 ）
を 対 象 に 障 害 者 自 立 支 援 法 が 施 行 さ れ た 。2 0 1 3 年 ，改 正 さ れ ，
難 病 を 含 め た 障 害 者 総 合 支 援 法 （ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会
生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 ） と な っ た （ 厚 生 労 働 省
福 祉 ・ 障 害 者 福 祉 ， 2 0 1 5） 。  
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 2 0 1 3 年 ， 厚 生 労 働 省 の 「 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 の 提 供 を
確 保 す る た め の 指 針 等 に 関 す る 検 討 会 」 よ り 中 間 報 告 が 出 さ
れ た（ 厚 生 労 働 省  障 害 保 健 福 祉 部 が 実 施 す る 検 討 会 等 ，2 0 1 3）。
こ こ で も ， 精 神 障 害 者 に 対 し 「 入 院 医 療 中 心 か ら 地 域 生 活 支
援 中 心 へ 」 と い う 方 策 が 示 さ れ る と と も に ， 精 神 障 害 者 に 対
す る 質 の 高 い 医 療 の 提 供 や 退 院 促 進 及 び 地 域 で の 生 活 の 支 援
の た め の 人 材 の 育 成 と 質 の 向 上 を 推 進 す る こ と が 明 示 さ れ た 。
こ の 中 に ， も ち ろ ん ， 看 護 師 も 含 ま れ ， 質 の 高 い 支 援 が で き
る 看 護 師 育 成 が 求 め ら れ て い る 。「 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 の
提 供 を 確 保 す る た め の 指 針 等 に 関 す る 検 討 会 」 が 改 称 さ れ た
「 長 期 入 院 精 神 障 害 者 の 地 域 移 行 に 向 け た 具 体 的 方 策 に 係 る
検 討 会 」 で も ， 2 0 1 5 年 ， 以 下 の こ と が 示 さ れ た 。 1 年 以 上 の
長 期 入 院 精 神 障 害 者 は 約 2 0 万 人 で 入 院 中 の 精 神 障 害 者 全 体 の
約 3 分 の 2 を 占 め る 。 そ の 内 ， 約 5 万 人 が 退 院 し て い る が ，
新 た に 毎 年 約 5 万 人 の 精 神 障 害 者 が 長 期 入 院 に 移 行 し て い る 。
そ の 中 で ， 増 加 傾 向 に あ る の は ， 6 5 歳 以 上 の 患 者 で あ る 。 こ
の よ う な 現 状 を 踏 ま え ， 厚 生 労 働 省 は ， 精 神 障 害 者 の 地 域 移
行 促 進 を 図 る 施 策 に ， 病 院 ス タ ッ フ へ の 社 会 復 帰 に 関 す る 研
修 会 開 催 促 進 を 示 し て い る（ 厚 生 労 働 省  障 害 保 健 福 祉 部 が 実
施 す る 検 討 会 等 ， 2 0 1 5） 。  
日 本 の 精 神 科 病 床 は ， 2 0 1 3 年 2 5 3 , 4 8 9 病 床 で ， そ の 内 ， 設
置 別 で は 国 が 9 2 4 床 ， 公 的 医 療 機 関 1 1 , 0 9 4 床 で 9 0 %以 上 が 私
立 （ 民 間 ） の 精 神 科 病 院 と な る 。 退 院 促 進 が 進 む 中 ， 私 立 精
神 科 病 院 に お い て ， 退 院 し た 患 者 が い な く な っ た 分 の 収 益 を
ど の よ う に 行 っ て い く か と い う 経 営 的 問 題 が あ る 。 入 院 に よ
る 収 益 か ら ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 応 じ た 地 域 包 括 ケ ア の
サ ー ビ ス や 居 住 系 施 設 へ の 転 換 に よ る 収 益 等 へ の 変 換 は ， 私
立 精 神 科 病 院 に お い て 容 易 で は な い 。     
以 上 の こ と を 踏 ま え る と ，今 ，「 入 院 医 療 中 心 か ら 地 域 生 活
支 援 中 心 へ 」 と 変 わ り ゆ く 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し て
4 
い け る 精 神 科 看 護 師 の 存 在 が 必 要 と な る 。 精 神 科 看 護 師 の 支
援 が 社 会 復 帰 に つ な が る こ と を 明 ら か に し た 先 行 研 究 結 果
（ 松 枝 ， 2 0 0 3）（ 濱 田 ， 2 0 0 8 )（ 齊 藤 ， 2 0 0 8）（ 大 沼 ， 2 0 0 8） 等
か ら 考 え て も ， 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 に 精 神 科 看 護 師 の 存 在
が 重 要 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。  
本 研 究 で は ，特 に 9 0 %以 上 を 占 め ，地 域 生 活 支 援 中 心 へ の 変
換 が 容 易 で は な い 私 立 精 神 科 病 院 を 研 究 対 象 と し ， そ の 病 院
に 勤 務 す る 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に取 組 み ，
その効 果 を明 らかにした。 研 究 対 象 病 院 は ， 地 域 生 活 支 援 中 心 と
な り つ つ あ る 精 神 保 健 医 療 福 祉 に 即 し 病 院 変 革 を 遂 げ よ う と
し て い る と こ ろ で あ る 。そ の 病 院 に 勤 務 す る 精 神 科 看 護 師 は ，
現 在 の 精 神 保 健 医 療 福 祉 に 即 し 変 わ り た い 希 望 を 持 っ て い る
こ と が 推 測 さ れ た 。 本 研 究 対 象 の 私 立 精 神 科 病 院 は ， 教 員 で
あ る 研 究 者 が ， 学 生 の 実 習 施 設 と し て 関 わ っ て き た 。 ま た ，
研 究 者 が そ の 病 院 の 看 護 師 教 育 の 講 師 と し て も 関 わ り ， 信 頼
関 係 の 築 け て い る 病 院 で あ る 。 今 回 そ の 信 頼 関 係 構 築 の プ ロ
セ ス は ，含 め な い 。本 研 究 に お い て ，用 語 の 定 義 と し て ，「 社
会 参 加 」 を 「 精 神 障 害 者 自 身 が 自 分 の 能 力 を 活 か し 社 会 で 自
分 ら し い 生 活 を 主 体 的 に 送 る こ と 」 と 定 義 し た 。 ま た ，「 社 会
参 加 支 援 」 を 「 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 に 向 け た 退 院 支 援 や 社
会 生 活 の 支 援 を 含 む も の 」 と 定 義 し た 。  
 
第 3 節  研 究 目 的 と 方 法  
本 研 究 の 目 的 は ， 「 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向
上 に 取 組 み ， そ の 効 果 を 明 ら か に す る 」 こ と で る 。  
本 研 究 で は ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し 社 会 参 加 支 援
が で き る た め に ， 私 立 精 神 科 病 院 に お い て ， 実 態 調 査 を も と
に 精 神 科 看 護 師 に 向 け た 集 団 へ の ア プ ロ ー チ と 精 神 科 看 護 師
の リ ー ダ ー 育 成 の 2 つ の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 取 組 み ，
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そ の 効 果 を 分 析 す る 。 方 法 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
1 )実 態 調 査  
精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 に 関 す る 実 態 調 査
を 行 う 。そ こ か ら ，精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向
上 の 取 組 み を 検 討 し た 。  
2 )「 精 神 科 看 護 師 の 意 欲 向 上 」 に 向 け た 計 画  
実 態 調 査 を 基 に ， 以 下 の 計 画 を 立 案 し 実 施 し た 。  
( 1 )  精 神 科 看 護 師 に 向 け た ア プ ロ ー チ  
社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 向 け ，研 究 対 象 病 院 の 精
神 科 看 護 師 全 体 に 向 け た 研 修 会 を 開 催 し ，そ の 効 果 に
つ い て ア ン ケ ー ト 及 び 半 構 造 的 面 接 を 行 い 分 析 す る 。 
 
( 2 )  精 神 科 看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成  
① 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 を 持 ち ，社 会 参 加 支 援 を リ ー ダ
ー と し て 促 進 で き る 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 プ
ロ グ ラ ム （ 以 下 ， 育 成 プ ロ グ ラ ム ） を 作 成 す る 。  
  ② 育 成 プ ロ グ ラ ム に 従 い ， 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 を 育
成 す る 。  
③ 育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師
に 半 構 造 的 面 接 を 行 い ， そ の デ ー タ を 分 析 す る 。  
④ 育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師
以 外 の 病 院 ス タ ッ フ（ 以 下 ，病 院 ス タ ッ フ ）に 対 し ，
半 構 造 的 面 接 を 行 い ，精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 育 成 に








第 Ⅰ 部  「 精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 」 に 対 す る 精 神 科 看 護 師
の 意 識 調 査   
第 1 章  実 態 調 査 ①  精 神 科 看 護 師 が 持 つ 「 精 神 障 害 者 の 社
会 参 加 」 の 意 識  
第 1 節  問 題 と 目 的  
精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し た 重 要 な 看 護 の 一 つ が ， 精
神 障 害 者 の 社 会 参 加 へ の 支 援 で あ る 。 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革
に 適 応 し 意 欲 的 に 看 護 を 実 践 す る た め に は ， 精 神 科 看 護 師 が
社 会 参 加 促 進 の 意 識 を 強 く 持 っ て お く こ と が 必 要 で あ る 。 そ
の た め ， 本 研 究 で は ， そ の 社 会 参 加 を 促 進 す る 看 護 意 欲 向 上
へ の 取 組 み を 行 う こ と と し て い る が ， そ の 基 礎 材 料 が 必 要 で
あ っ た 。 実 態 調 査 ① で は ， 精 神 障 害 者 が 受 け 身 で 退 院 し 地 域
生 活 を 送 る の で は な く ， 精 神 障 害 者 自 身 が 自 分 の 能 力 を 活 か
し 自 分 ら し い 生 活 を 主 体 的 に 送 る と い う リ カ バ リ ー に 着 目 し
た 。 そ の リ カ バ リ ー へ の 支 援 こ そ が ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革
に 適 応 し た 看 護 だ と 言 え た 。 実 態 調 査 ① で は ， A n t h o n y , W . A .
（ 1 9 9 3） が い う 定 義 を 用 い ， リ カ バ リ ー を 「 精 神 疾 患 か ら の
破 局 的 影 響 を 乗 越 え ， 人 生 の 新 し い 意 味 と 目 的 を 創 り 出 す プ
ロ セ ス 」 と し た 。 日 本 で も ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 が 進 ん だ
こ と も あ り ， リ カ バ リ ー の 考 え が 普 及 し て き て い る （ 田 中 ，
2 0 1 0）。「 リ カ バ リ ー 」 の 先 行 研 究 を 概 観 す る と ， 欧 米 で は
C o r r i g a n（ 2 0 0 4） や R e s n i c k ら （ 2 0 0 4） 等 ， 多 く の 研 究 が 行
わ れ て い る 。 文 化 的 違 い 等 か ら ， リ カ バ リ ー に つ い て ， 欧 米
と 日 本 で は ， 認 識 が 異 な る こ と が 予 測 さ れ る 。 実 態 調 査 ① の
調 査 段 階 で ， 日 本 で ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ リ カ バ リ ー に 対 す
る 意 識 の 実 態 は 明 ら か に さ れ て い る 研 究 は と て も 少 な か っ た 。
本 研 究 で は ， リ カ バ リ ー の 概 念 を 社 会 参 加 に 含 め 表 現 し ， そ
の 支 援 を 社 会 参 加 支 援 と 表 す 。 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー を
含 め た 社 会 参 加 に 関 す る 意 識 の 実 態 が 不 明 確 で は ， 効 果 的 な
取 組 み が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 そ の た め ， 精 神 科 看
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護 師 が 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー に 対 し て ど の よ う な 意 識 が あ
る の か 実 態 を 調 査 し た （ 中 島 ， 2 0 1 1）。 実 態 調 査 ① の 研 究 目 的
は ，「私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 が 持 つ リ カ バ リ ー の 意
識 」を 質 的 研 究 に よ り 明 ら か に す る こ と で あ る 。そ の 結 果 を ，
精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 向 け た 取 組 み の 基
礎 材 料 と す る 。  
 
第 2 節  方 法  
1． 研 究 対 象  
「 精 神 科 勤 務 経 験 3～ 1 0年 の 精 神 科 看 護 師 」 を 対 象 と し た 。
今 後 ， 病 院 に お い て ， 看 護 を 担 っ て い く 精 神 科 看 護 師 を 研 究
対 象 と 考 え ，精 神 科 勤 務 経 験 3～ 1 0年 と し た 。 面 接 調 査 に 協 力
で き る 研 究 対 象 者 を 看 護 部 長 と 話 合 い ，「 面 接 調 査 日 」 と 「 勤
務 」を 調 整 し ，精 神 科 勤 務 経 験 3～ 9年 (平 均 5 . 4年 )の 精 神 科 看
護 師 5名 を 選 定 し た 。 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 に 同 意 を 得 て ，
半 構 造 的 面 接 を 実 施 し た 。 面 接 は ， 5 0分 ～ 6 8分 ， 平 均 6 1 . 4分
の 時 間 行 っ た 。年 齢 が 3 1歳 ～ 4 2歳 で 平 均 3 4 . 8歳 ，男 性 2名 女 性













表 1． 対 象 者 の 概 要  
対 象
者  
性 別  
年 齢
（ 歳 ）  
精 神 科  
勤 務 年
数 （ 年 ） 
A  男 性  3 0 代  6  
B  男 性  3 0 代  5  
Ｃ  女 性  3 0 代  9  
Ｄ  女 性  3 0 代  4  
E  女 性  4 0 代  3  
平 均  ―  3 4 . 8  5 . 4  
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2． デ ー タ 収 集 方 法 及 び 期 間  
研 究 の 同 意 が 得 ら れ た 対 象 者 に ， 2 0 1 1 年 8 月 1 日 ～ 8 月 3 1
日 の 期 間 ，個 室 を 使 用 し 半 構 造 的 面 接 を 行 っ た 。面 接 内 容 は ，
B o r k i n ら （ 2 0 0 0 ） の リ カ バ リ ー 意 識 を 評 価 す る R A Q 尺 度
（ R e c o v e r y  A t t i t u d e  Q u e s t i o n n a i r e）を 基 に ，以 下 の 内 容
を イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド に 従 い 聞 い た (表 2 )。  
1） リ カ バ リ ー が 可 能 で あ る と い う 信 念  
( 1 )リ カ バ リ ー た め の 信 念  
精 神 疾 患 に 罹 患 し て も ， 人 生 を 回 復 で き る と 信 じ る
こ と が 必 要 だ と い う 認 識 。  
( 2 )リ カ バ リ ー は 精 神 疾 患 の 症 状 が あ っ て も で き る と い
う 認 識 。  
( 3 )精 神 疾 患 か ら リ カ バ リ ー す る こ と は ， そ れ を 問 題 と し
な い な ら ば 可 能 で あ る と い う 認 識 。  
( 4 )深 刻 な 精 神 疾 患 を 持 つ 人 々 で あ っ て も ， リ カ バ リ ー の
た め に 努 力 す る こ と が で き る と い う 認 識 。  
2） リ カ バ リ ー の 様 々 な 困 難  
( 1 )リ カ バ リ ー 段 階 に あ る 人 々 は ， 時 々 つ ま ず く と い う  
認 識 。  
( 2 )精 神 疾 患 へ の 偏 見 は ， リ カ バ リ ー を 遅 ら せ る と い う  
認 識 。  










表 2． イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド  
B o r k i n ら の R A Q  イ ン タ ビ ュ ー 内 容  
1 ) リ カ バ リ
ー が 可 能
で あ る と
い う 信 念  
 
( 1 )リ カ バ リ ー の 信 念  
精 神 疾 患 に 罹 患 し て
も ， 人 生 を 回 復 す る た
め に は ， 回 復 で き る と
信 じ る こ と が 必 要 だ
と い う 認 識 。  
① 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 の 看
護 で は ， 回 復 す る と 信 念 を
持 っ て 関 わ る こ と が 重 要 だ
と 考 え ま す か 。  
② 精 神 障 害 者 の 中 に は ， 病 院
に い た 方 が い い 人 生 が 送 れ
る と 考 え る こ と が あ り ま す
か 。  
ど う い う 時 に 病 院 に い た 方
が い い 人 生 が 送 れ る と 考 え
ま す か 。  
ど う い う 人 が 病 院 に い た 方
が い い 人 生 が 送 れ る と 考 え
ま す か 。  
( 2 )  リ カ バ リ ー は 精 神
疾 患 の 症 状 が あ っ て
も で き る と い う 認 識 。  
① 精 神 症 状 が あ っ て も ， 社 会
の 中 で 生 き が い を 持 っ て 生
活 で き る と 思 い ま す か 。   
( 3 )  精 神 疾 患 か ら リ カ
バ リ ー す る こ と は ， そ
れ を 問 題 と し な い な
ら ば 可 能 で あ る と い
う 認 識 。   
① 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 た め
に は ， 当 事 者 が 精 神 障 が い
を 受 け 入 れ る こ と が 必 要 だ
と 思 い ま す か 。   
② 病 気 の 受 容 を ど う 考 え ま す
か 。  
( 4 )  深 刻 な 精 神 疾 患 を
持 つ 人 々 で あ っ て も ，
リ カ バ リ ー の た め に
努 力 す る こ と が で き
る と い う 認 識 。  
① 深 刻 な 精 神 疾 患 が あ る 人 の
社 会 復 帰 を ど う 考 え ま す
か 。  
2 ) リ カ バ リ
ー の 様 々
な 困 難  
 
( 1 )  リ カ バ リ ー 段 階 に
あ る 人 々 は ， 時 々 つ ま
ず く と い う 認 識 。  
① 精 神 障 害 者 が 社 会 生 活 を 送
る 際 ， 時 々 症 状 が 悪 化 し て
入 院 す る こ と に つ い て ， ど
う 考 え ま す か 。  
( 2 )  精 神 疾 患 へ の 偏 見
は ， リ カ バ リ ー を 遅 ら
せ る と い う 認 識 。  
① 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 の
際 ， 偏 見 が 妨 げ と な る と 考
え ま す か 。  
( 3 )  人 に よ っ て リ カ バ
リ ー プ ロ セ ス は 異 な
る と い う 認 識 。  
① 社 会 復 帰 の プ ロ セ ス は 人 に
よ っ て 違 っ て い る こ と に つ
い て ， ど う 考 え ま す か 。  
 
3． 分 析 方 法  
面 接 は ， 対 象 者 の 承 諾 を 得 て 録 音 し た 。 逐 語 録 を 作 成 し ，
質 的 研 究 法 の 一 つ で あ る 修 正 版 グ ラ ン デ ッ ト ・ セ オ リ ー ・ ア
プ ロ ー チ（ M o d i f i e d  G r o u n d e d  T h e o r y  A p p r o a c h，以 下 M - G T A）
を 使 用 し 分 析 し た 。  
 
4． 倫 理 的 配 慮  
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研 究 対 象 病 院 の 病 院 長 と 看 護 部 長 に ， 文 書 及 び 口 頭 で 研 究
に つ い て 説 明 し 研 究 の 承 諾 を 得 た 。 研 究 対 象 者 に 研 究 の 趣 旨
と 倫 理 的 配 慮 を 同 意 書 に 文 章 で 記 載 し ， 口 頭 で 説 明 し た 。 同
意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確 認 後 ， 面 接 を 行 っ た 。 研
究 対 象 者 個 人 の 尊 厳 と 人 権 の 尊 重 ， 個 人 情 報 の 保 護 等 ， 倫 理
的 観 点 か ら ， 以 下 の こ と に 対 し ， 十 分 な 配 慮 を し な が ら 研 究
を 遂 行 し た 。  
1 )研 究 の 協 力 ， 同 意 は 自 由 意 志 で あ る こ と 。  
2 )守 秘 義 務 を 厳 守 し 個 人 情 報 保 護 を 徹 底 す る こ と 。  
3 )得 ら れ た 情 報 は ， 個 人 が 特 定 さ れ る こ と は な い こ と 。  
4 )論 文 の 公 表 を 含 む 研 究 の 目 的 以 外 に は ，使 用 し な い こ と 。 
5 )得 ら れ た 情 報 は ， 研 究 者 が 研 究 終 了 後 に 破 棄 す る こ と 。  
本 研 究 は ，  福 岡 女 学 院 看 護 大 学 の 倫 理 審 査 委 員 会 に お い
て 承 認 を 得 て 実 施 し た （ 承 認 番 号 № 1 1 - 8）。  
 
第 3 節  結 果  
デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ， 1 1個 の 概 念 ， 5個 の カ テ ゴ リ ー が 抽
出 さ れ た 。 本 文 中 の ＜  ＞ は カ テ ゴ リ ー ， ≪  ≫ は コ ア カ テ
ゴ リ ー ，【  】 は 概 念 名 ，「  」 は 対 象 者 の 発 言 内 容 を 示 す 。  
概 念 ， カ テ ゴ リ ー ， カ テ ゴ リ ー 間 の 関 連 図 を 図 1に 示 す 。 第
１ 回 の 概 念 化 を 行 い 、さ ら に 第 2回 の 概 念 化 を 行 い 構 造 図 を 作
成 し た 。  
― 第 １ 回  構 造 図 ―  
中 核 と 考 え ら れ る コ ア カ テ ゴ リ ー ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫
を 抽 出 し ， 図 1の 中 で ， 影 響 を 受 け る 方 向 を → ， 相 反 す る も の
を ⇔ ，と も に 影 響 し あ る も の を ― で 表 し た 。図 1に 示 し た 概 念
及 び カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 は ， 以 下 の よ う に 形 成 さ れ て い た 。
リ カ バ リ ー に 対 し て ， 精 神 科 看 護 師 は ， 常 に リ カ バ リ ー の 希
望 を 認 識 し な が ら ， 精 神 障 害 者 に つ い て 考 え て い た 。 コ ア カ
テ ゴ リ ー と し て ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ が 抽 出 さ れ た 。 ≪ リ
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カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は ， 精 神 障 害 者 を 【 人 と し て 社 会 生 活 を
さ せ た い 】 と い う 概 念 と 退 院 す る 時 期 を 考 え リ カ バ リ ー 支 援
す る と い う 概 念 【 退 院 の 時 期 】 か ら 構 成 さ れ て い た 。 ≪ リ カ
バ リ ー へ の 希 望 ≫ に 対 し て ， 相 反 す る ＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め
＞ と い う カ テ ゴ リ ー が 抽 出 さ れ た 。 看 護 師 は ， リ カ バ リ ー へ
の 希 望 を 持 ち な が ら も ，【 長 期 入 院 か ら リ カ バ リ ー す る 困 難
さ 】，【 偏 見 に よ る 妨 げ 】，【 貧 困 な 社 会 資 源 】 が 要 因 と な り ，
リ カ バ リ ー を 諦 め て い た 。【 苦 労 さ せ た く な い 】，【 社 会 か ら の
保 護 】 か ら 構 成 さ れ る ＜ 精 神 障 害 者 の 保 護 ＞ と い う カ テ ゴ リ
ー が 抽 出 さ れ ， そ の 保 護 的 側 面 が 強 く な る と ， 入 院 の ま ま で
い い と い う ＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ へ つ な が っ て い た 。 精 神
科 看 護 師 の 認 識 に ， 必 ず ＜ 精 神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞ の
存 在 が あ り ，【 家 族 の 責 任 】 や 【 家 族 の 協 力 】 が あ る と ＜ リ カ
バ リ ー へ の 希 望 ＞ へ つ な が り ， そ れ が な い と ＜ リ カ バ リ ー へ
の 諦 め ＞ へ つ な が っ て い た 。ま た ，【 不 明 確 な リ カ バ リ ー の イ
メ ー ジ 】 は ，【 社 会 復 帰 に 向 け た 消 極 的 行 動 】 に 至 り ， ＜ リ カ
バ リ ー へ の 諦 め ＞ へ つ な が っ て い た 。【社 会 復 帰 に 向 け た 消 極
的 行 動 】 に 至 る 精 神 科 看 護 師 の 【 不 明 確 な リ カ バ リ ー の イ メ








次 に カ テ ゴ リ ー と 概 念 名 に つ い て ， 主 な ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン
を 示 し な が ら 説 明 す る 。  
1 .≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫  
≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は ，【 人 と し て 社 会 生 活 を さ せ た い 】
と い う 認 識 と 精 神 障 害 者 の 退 院 す る 時 期 を 考 え て い る と い う
【 退 院 の 時 期 】 か ら 構 成 さ れ て い た 。  
1 )【 人 と し て 社 会 生 活 を さ せ た い 】  
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「 人 だ か ら ， 入 院 し て い る の は お か し い ， 社 会 へ 出 す こ と
が い い と 思 う 」「社 会 で 暮 ら す の が し あ わ せ が あ る と 思 う 」と ，
精 神 障 害 者 を 一 人 の 人 と し て 捉 え 社 会 復 帰 に 対 し て 考 え て い
る こ と を 語 っ た 。「 退 院 し て ， す ぐ ， 入 院 し て き て も い い と 思
い ま す ， 社 会 で 人 と し て 暮 す こ と が い い か な と 思 い ま す よ 」
「 一 時 期 で も ， 退 院 生 活 を し て 社 会 生 活 し て ほ し い と 思 い ま
す ， そ う い う 援 助 が し た い で す ね 」 と 一 時 期 で あ っ て も 社 会
生 活 が 患 者 に と っ て の 幸 福 で あ る こ と を 語 っ た 。ま た ，「 ど の
患 者 に も ， 社 会 に 出 し て 生 活 し て ほ し い 思 い は あ る け ど ， 現
実 ， 難 し い 時 も あ る 」「 入 院 し た 時 点 で ， 退 院 に 向 け た 看 護 を
す る し ， 長 期 入 院 で も 退 院 で き る な ら ， 退 院 さ せ た い と 思 い
は い つ も あ り ま す 」 と ， 常 に 退 院 さ せ た い 気 持 ち ， リ カ バ リ
ー へ の 希 望 が あ る こ と を 語 っ た 。  
 
2 )【 退 院 の 時 期 】  
退 院 の 時 期 を 考 え ，退 院 さ せ た い と い う 認 識 が あ っ た 。「 患
者 の い い 時 期 が く れ ば 退 院 で き る と 思 う ， 短 期 間 で も 社 会 で
暮 ら す の が い い と 思 う か ら ， 時 期 を 考 え な い と い け な い か な
と 思 い ま す ね 」「患 者 に よ っ て 違 う か ら ，何 と も 言 え な い け ど ，
今 か な と よ く 考 え て （ 社 会 に ） 出 せ た ら い い と は 思 い ま す 」
「（ 退 院 は ）患 者 の 時 期 を 良 く 考 え な い と い け な い と 思 い ま す ，
患 者 の 状 態 や 患 者 の 周 囲 の こ と ， 家 族 の こ と と か 考 え て ， 慎
重 に や ら な い と い け な い と 思 い ま す 」 と 語 っ た 。  
 
2 .＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞  
＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ は ，【 長 期 入 院 か ら リ カ バ リ ー す る
困 難 さ 】【 偏 見 に よ る 妨 げ 】【 貧 困 な 社 会 資 源 】 か ら 構 成 さ れ
て い た 。  
1 )【 長 期 入 院 か ら リ カ バ リ ー す る 困 難 さ 】  
長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 が リ カ バ リ ー す る 困 難 さ を 語 り「 (長
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期 入 院 患 者 の 場 合 )退 院 後 の 生 活 に 慣 れ に く い し ，（ リ カ バ リ
ー は ） 難 し い ， 社 会 で 暮 ら す よ り ， 入 院 し て い た 方 が し あ わ
せ じ ゃ な い の か な ， ご 飯 も 出 る し ，（ 入 院 ） 生 活 に 慣 れ て い る
し ，何 も 変 わ ら な く て も い い か と 思 い ま す よ 」「 入 院 が 長 く な
る と ，（ リ カ バ リ ー は ） 難 し い ， 患 者 に よ る と 思 い ま す け ど 」
と 語 っ た 。「 今 更 ， 外 に 出 し て 何 も な い し ， 患 者 が 嬉 し い か ど
う か も わ か ら な い ,（ 社 会 ） に 出 す の は 難 し い 」 と 語 り ， 長 期
入 院 患 の リ カ バ リ ー に 諦 め の 認 識 が あ っ た 。  
 
2 )【 偏 見 に よ る 妨 げ 】  
 精 神 障 害 者 の 偏 見 に 対 し ，「 偏 見 が あ っ て ，い や な 事 を 言 わ
れ る と か ， そ ん な こ と を 考 え た ら ， 入 院 し て い た 方 が い い か
な と 思 う ね 」「 偏 見 が 多 す ぎ て ，（ 社 会 に ） 出 し た い け ど ， 出
せ な い 」 と 語 っ た 。「 自 分 自 身 に も 偏 見 が あ る と 思 う し ， 看 護
師 だ か ら ，病 院 で 患 者 と 接 す る の は ど う も な い け ど ，（ 仕 事 以
外 に ） 普 通 に 自 分 の 生 活 の 中 で そ ば に 精 神 障 害 者 が い る の は
抵 抗 が な い と は 言 え な い し ， そ う い う 気 持 ち が あ る ， そ う 考
え る と ，偏 見 は ，社 会 復 帰 の 妨 げ に な っ て い る と 思 い ま す よ 」
と 自 己 の 偏 見 も 含 め ， 社 会 の 偏 見 が 患 者 の リ カ バ リ ー を 妨 げ
て い る と 語 っ た 。  
 
3 )【 貧 困 な 社 会 資 源 】  
社 会 資 源 の 貧 困 さ に つ い て ，「 看 護 師 が 諦 め な い こ と も 必 要
だ け ど ， 退 院 し て も ， 使 え る 福 祉 が 少 な い し ， 大 変 だ と 思 う 」
「 患 者 を 退 院 さ せ た 後 が 大 変 な の に ， そ の 後 ， ま わ り に 福 祉
の 施 設 と か な い し ， 大 変 で し ょ う 」 と 語 っ た 。  
 
3 .＜ 精 神 障 害 者 の 保 護 ＞  
精 神 障 害 者 に 対 し 【 社 会 か ら の 保 護 】 と 【 苦 労 を さ せ た く
な い 】 と い う 認 識 が あ っ た 。  
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1 )【 苦 労 を さ せ た く な い 】  
「 (社 会 復 帰 す る と )苦 労 す る と 思 う ， そ れ よ り ， 入 院 が い
い か な 」「 一 人 暮 ら し じ ゃ ， 無 理 な 患 者 が 多 い し ， 無 理 さ せ な
い 方 が い い 」 と 語 っ た 。  
 
2 )【 社 会 か ら の 保 護 】  
「（ 社 会 の ）受 け 入 れ が な い の に ，辛 い 思 い を す る ぐ ら い な ら
出 し た く な い 」 と 語 り ， 社 会 か ら 保 護 し よ う と す る 認 識 を 持
っ て い た 。  
 
4 .＜ 精 神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞  
家 族 の 存 在 の 重 要 性 を 語 り ， 看 護 師 の 認 識 の 中 に 【 家 族 の
責 任 】【 家 族 の 協 力 】 が あ っ た 。  
1 )【 家 族 の 責 任 】  
「 家 族 が い れ ば ，責 任 も っ て 見 て く れ る と 安 心 だ し ，（ リ カ
バ リ ー す る こ と に 対 し て ） 大 丈 夫 で し ょ う 」 と 家 族 が 責 任 を
持 っ て サ ポ ー ト し て く れ る こ と で ， リ カ バ リ ー へ つ な が る と
語 っ た 。「家 族 が い て も ，（ 責 任 も っ て ）見 て く れ な い な ら ，（ リ
カ バ リ ー は ） 厳 し い 」 と 語 り ， 家 族 が 責 任 も っ て サ ポ ー ト し
な い こ と が リ カ バ リ ー に 至 ら な い 認 識 が あ っ た 。「（ 家 族 の 思
い と し て 退 院 さ せ た く な い 場 合 ） 何 か あ っ た ら 病 院 が 責 任 を
持 っ て く れ る の か と い う 家 族 も い る し ね ， 家 族 の 圧 力 が あ る
と 思 う ，（ 精 神 障 害 者 か ら ）家 族 も 被 害 を 受 け て い る こ と も あ
る し ， 暴 力 と か ， 家 族 も 苦 労 し て い る し ， 家 族 の 中 で ， 患 者
は 悪 い 時 の ま ま の イ メ ー ジ だ と 思 う ， 家 族 が い い と 言 わ な い
と（ 退 院 は ）だ め だ か ら 」と 語 っ た 。家 族 の 協 力 が 得 ら れ ず ，
退 院 さ せ た く な い 家 族 で あ れ ば ， 家 族 の 存 在 が リ カ バ リ ー の
マ イ ナ ス 方 向 に 作 用 す る と 語 っ た 。 精 神 障 害 者 の 単 身 生 活 に
つ い て は ，「 患 者 に よ っ て は い い で し ょ う け ど ，難 し い 人 も 多
い で す ね ， 生 活 能 力 が 低 い 人 が 多 い し 」 と 語 っ た 。  
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2 )【 家 族 の 協 力 】  
家 族 の 協 力 の 必 要 性 を 話 し ，「（ リ カ バ リ ー に は ） 家 族 の 協
力 が 必 要 ， な い と な か な か 難 し い 」「（ リ カ バ リ ー に は ） 家 族
が 重 要 で し ょ う 」「患 者 が 退 院 し た い と 言 っ て も 家 族 が ダ メ と
言 っ た ら 難 し い ， 協 力 が 必 要 で し ょ う 」 と 語 っ た 。  
 
5 .＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞  
＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ が 【 不 明 確 な リ カ バ リ ー の イ メ
ー ジ 】 と な り ，【 社 会 復 帰 に 向 け た 消 極 的 行 動 】 に つ な が っ て
い た 。  
1 )【 不 明 確 な リ カ バ リ ー イ メ ー ジ 】  
「（ リ カ バ リ ー の ）は っ き り し た イ メ ー ジ が わ か な い 」「（ リ
カ バ リ ー プ ロ セ ス は ） は っ き り ， 分 か ら な い と こ ろ が あ り ま
す ， 見 た り ， 体 験 し た り す る と イ メ ー ジ で き る ん で し ょ う け
ど ， 研 修 会 と か 参 加 す る と い い の で し ょ う ね 」「 今 ま で が ， 収
容 と い う イ メ ー ジ だ っ た か ら ，（ リ カ バ リ ー に ）ス タ ッ フ が 慣
れ な い ， 退 院 す る 患 者 の イ メ ー ジ が で き な い 時 が あ る 」 と 語
っ た 。「 私 は ， リ カ バ リ ー に つ い て ， 勉 強 す る 機 会 が あ っ た か
ら ， あ る 程 度 分 か る け ど ，（ 勉 強 す る 機 会 が な い と ） イ メ ー ジ
つ か な い と 思 い ま す 」 と 語 り ， 学 習 す る と リ カ バ リ ー イ メ ー
ジ が で き る こ と に つ い て 話 し た 。  
 
2 )【 社 会 復 帰 に 向 け た 消 極 的 行 動 】  
「（ リ カ バ リ ー プ ロ セ ス の ）イ メ ー ジ が は っ き り し な い か ら
と い う の も あ る と 思 う ん で す ， さ っ と 社 会 復 帰 と い う 行 動 に
は な ら な い で す ね 」「退 院 後 の 生 活 を 考 え る と 難 し い と 思 う し ，
勧 め ら れ な い 」 と 語 り ， 社 会 復 帰 に 消 極 的 な 行 動 で あ る こ と
を 語 っ た 。  
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― 第 ２ 回  構 造 図 ―  
第 1回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ，以 下 の よ う な 構 造 図 を 作 成
し た 。  
 
 
第 4 節  考 察  
本 研 究 対 象 者 が 勤 務 す る 私 立 精 神 科 病 院 は ， 入 院 中 心 か ら
地 域 生 活 促 進 に 向 け た 支 援 へ 変 革 と 遂 げ よ う と す る 日 本 の 典
型 的 私 立 病 院 で あ る 。 今 回 の 研 究 結 果 は ， 対 象 者 数 が 少 な い
も の の ， 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 特 徴 を 表 す も の
に 近 い と 考 え ら れ た 。 第 1回 及 び 第 2回 の 構 造 図 は ， 精 神 科 看
護 師 が 持 つ 「 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー 」 に 対 す る 認 識 を 表 し
て い る と 言 え た 。 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 認 識 の 構 造 と し て ， 中
心 に は ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ を 常 に 持 っ て い る も の の ， ＜
リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ 状 態 で ， ＜ 精 神 障 害 者 の 保 護 ＞ ＜ 精
神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞ が マ イ ナ ス に 作 用 す る こ と で ，
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＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ に な る パ タ ー ン が 明 ら か に な っ た 。  
入 院 中 の 精 神 障 害 者 の 状 況 が 許 す な ら ， 退 院 し 社 会 生 活 を
送 っ て ほ し い と い う ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ が コ ア カ テ ゴ リ
ー と な っ て い た こ と は ， リ カ バ リ ー 促 進 の 力 と な る も の で あ
る 。 そ の 認 識 は ， 精 神 障 害 者 を 一 人 の 人 と し て 捉 え ，【 人 と し
て 社 会 生 活 を さ せ た い 】 と い う と 認 識 と 社 会 参 加 で き る 時 期
を 見 極 め る と い う 【 退 院 の 時 期 】 か ら 構 成 さ れ て い た 。【 人 と
し て 社 会 生 活 を さ せ た い 】 と い う と 認 識 は ， 松 枝 ( 2 0 0 3 )の 社
会 参 加 の 援 助 が 成 功 し た 要 素 で あ る 「 一 人 の 人 と し て 意 識 す
る 」 と 一 致 し て い た 。【 退 院 の 時 期 】 に つ い て の 認 識 は ， 精 神
科 ス タ ッ フ を 対 象 に し た 岡 浦 ら ( 2 0 0 8 )の 研 究 結 果 と 一 致 す る
認 識 で あ っ た 。 ま た ，【 退 院 の 時 期 】 を 意 識 し て い た こ と は ，
松 枝 （ 2 0 0 3） の 社 会 参 加 の 援 助 が 成 功 し た 要 素 で あ る 「 退 院
へ の 働 き か け に 意 欲 を 持 ち 続 け る 」 こ と に つ な が る と 考 え ら
れ た 。 ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は ， 構 成 さ れ て い る 概 念 か ら
見 て も ， リ カ バ リ ー 促 進 に つ な が る 認 識 で あ る と 言 え た 。  
コ ア カ テ ゴ リ ー の ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ 対 し ， 相 反 す る
＜ リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ と い う カ テ ゴ リ ー が 抽 出 さ れ た 。 ＜
リ カ バ リ ー へ の 諦 め ＞ は ， 石 橋 ら （ 2 0 0 2） の 研 究 結 果 で ，「 看
護 師 の 諦 め や 意 欲 低 下 ， 無 気 力 」 が 社 会 参 加 の 援 助 を 阻 害 し
て い る こ と か ら も ， 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 支 援 を 阻 害 し
て い る と 言 え た 。 精 神 科 看 護 師 が リ カ バ リ ー へ の 希 望 を 持 ち
な が ら ，同 時 に リ カ バ リ ー を 諦 め て い る パ タ ー ン に つ い て は ，
木 村 ら （ 2 0 1 0） の 研 究 結 果 と 類 似 し て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0）
は ， 看 護 師 が 有 効 な 看 護 を 行 い た い と 思 っ て い て も ， 知 識 ・
技 能 へ の 限 界 や 看 護 効 力 に 疑 問 を 感 じ ， 精 神 科 疾 患 特 有 の 難
し さ を 前 に ， 明 瞭 な 看 護 方 針 を 見 い だ せ ず ， 無 気 力 に な る こ
と を 明 ら か に し て い た 。 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 は ， 勤 務 す
る 私 立 精 神 科 病 院 が 社 会 資 源 に 恵 ま れ て い な い 立 地 環 境 に あ
る こ と や 長 期 入 院 ・ 偏 見 と い う 状 況 の 中 で ， リ カ バ リ ー に 向
19 
け た 看 護 に 希 望 を 持 ち な が ら も ， 困 難 さ を 前 に 諦 め る と い う
認 識 パ タ ー ン が あ る と 考 え ら れ た 。 リ カ バ リ ー へ の 知 識 ・ 技
能 を 高 め ， 諦 め ず 希 望 を 実 行 へ 移 す こ と が で き る 看 護 師 教 育
の 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。 特 に 長 期 入 院 に 関 す る 問 題 は ， 精 神
障 害 者 の 生 活 機 能 が 精 神 疾 患 に よ り 障 害 さ れ た 上 に ， 長 期 的
に 社 会 と 離 れ る こ と で ， さ ら に 生 活 機 能 障 害 を 悪 化 さ せ ， 入
院 の 長 期 化 が 生 じ る と い う 悪 循 環 が あ る 。 悪 循 環 を 断 ち 切 る
こ と が 重 要 で あ り ， 藤 野 ら （ 2 0 0 7） は ， 看 護 師 の 丁 寧 な 根 気
強 い 関 わ り で 信 頼 関 係 を 築 き な が ら ， 社 会 復 帰 プ ロ グ ラ ム を
実 践 し て い く 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。精 神 科 看 護 師 が 諦 め ず ，
根 気 強 く 取 り 組 む 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。 精 神 障 害 者 に 対
す る 偏 見 は ， 低 減 に 向 け ， W A P （ W o r l d  P s y c h i a t r i c  
A s s o c i a t i o n  ） ア ン チ ・ ス テ ィ グ マ ・ キ ャ ン ペ ー ン や ，「 精
神 保 健 医 療 福 祉 の 改 革 ビ ジ ョ ン 」 の 中 に も 啓 蒙 活 動 が 盛 り 込
ま れ て い る 。 統 合 失 調 症 に つ い て は ， 呼 称 変 更 が 偏 見 の 低 減
と し て 行 わ れ ， 2 0 0 2 年 ， 日 本 精 神 神 経 学 会 総 会 で ， 英 語 の
s c h i z o p h r e n i a に 対 す る 訳 語 を「 精 神 分 裂 病 」か ら「 統 合 失 調
症 」 に 呼 称 変 更 さ れ た 。 し か し ， 統 合 失 調 症 患 者 を 含 め 精 神
障 害 者 に 対 す る 偏 見 は ， 未 だ ， 根 強 く 残 っ て い る の が 現 状 で
あ る 。 偏 見 の あ る 社 会 の 現 状 を 踏 ま え ， 精 神 科 看 護 師 は ， リ
カ バ リ ー 促 進 の 支 援 と し て ， 偏 見 低 減 へ の 啓 蒙 活 動 に 取 り 組
む と と も に ， 精 神 障 害 者 が 社 会 参 加 す る 病 院 周 辺 の 地 域 住 民
へ 理 解 を 求 め る こ と も 必 要 で あ る 。 本 研 究 に お い て ， 精 神 科
看 護 師 は ， ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ は 持 っ て い て も ， ＜ リ カ
バ リ ー へ の 諦 め ＞ が あ る こ と で ， リ カ バ リ ー 支 援 実 行 に 至 ら
な い 看 護 上 の 問 題 が 明 確 に な っ た と 言 え る 。  
苦 労 さ せ た く な い ， 社 会 か ら 保 護 す る と い う カ テ ゴ リ ー ＜
精 神 障 害 者 の 保 護 ＞ に つ い て は ， 急 性 期 で あ れ ば 看 護 す る 上
で ， 常 時 必 要 な こ と で あ る 。 精 神 状 態 が 不 安 定 な 精 神 障 害 者
に 対 す る 保 護 的 看 護 は ， 精 神 機 能 の 回 復 に 重 要 で あ る 。 唯 ，
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精 神 障 害 者 が 急 性 期 を 脱 し た ら ， 保 護 か ら 自 立 に 向 け た 支 援
へ 移 行 す る 必 要 が あ る 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 精 神 科 看 護 師 が
患 者 の 身 の 上 を 心 配 し 退 院 に 消 極 的 な 気 持 ち ・ 態 度 に な り が
ち に な る こ と を 指 摘 し ， 保 護 的 認 識 の 側 面 が 強 す ぎ る と リ カ
バ リ ー を 阻 む 恐 れ が 懸 念 さ れ た 。  
リ カ バ リ ー に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の 認 識 の 中 に ， 常 に ＜ 精
神 障 害 者 と と も に あ る 家 族 ＞ の 存 在 が あ り ， 日 本 の 精 神 科 看
護 師 の 特 徴 と 考 え ら れ た 。 精 神 科 看 護 師 は ， 家 族 の 存 在 を 重
要 と 認 識 し て い た 。「患 者 が 退 院 し た い と 言 っ て も 家 族 が ダ メ
と 言 っ た ら 難 し い 」 と い う 発 言 内 容 か ら ， 精 神 障 害 者 の 意 思
よ り 家 族 の 意 向 が 優 先 さ れ る 傾 向 が 明 ら か に な っ た 。 統 合 失
調 症 に 代 表 さ れ る 精 神 疾 患 は ， 病 態 的 特 徴 と し て 急 性 期 に 判
断 能 力 低 下 が 見 ら れ 自 己 決 定 が 難 し い 。 急 性 期 を 脱 し 自 己 決
定 が 可 能 に な っ て も ， 尚 ， 家 族 の 意 向 が 優 先 さ れ て い る 傾 向
は 否 め な い 。 リ カ バ リ ー と は ， 精 神 障 害 者 自 身 が 自 己 決 定 し
主 体 的 に 社 会 生 活 が 送 れ る よ う 支 援 す る 概 念 で あ り ， 本 研 究
対 象 者 の 看 護 師 に は そ れ と 反 す る 認 識 が あ る と 言 え た 。 社 会
心 理 学 者 の D e c i（ 1 9 8 0） は 自 己 決 定 さ れ た 行 動 が 人 間 の 精 神
的 健 康 を 高 め る と 述 べ ， 精 神 障 害 者 が 自 己 決 定 し 生 活 す る こ
と は 重 要 で あ る 。 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 障 障 害 者 の 捉 え 方 と
し て ， 一 旦 家 族 と 切 り 離 し 個 人 と し て 捉 え な が ら ， 自 己 決 定
に 向 け た 支 援 へ 認 識 変 換 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た ， 日
本 の 風 潮 と し て ， 個 人 よ り 家 族 と い う 単 位 を 優 先 し が ち で あ
り ， そ の 風 潮 が 今 回 の 結 果 に 影 響 し た と 考 え ら れ た 。 実 際 ，
日 本 で は ， 精 神 障 害 者 に 対 す る 地 域 生 活 促 進 の 施 策 が 進 め ら
れ る 中 ， 退 院 先 の 多 く は 家 庭 で あ り （ 厚 生 労 働 省 精 神 保 健 福
祉 課 ，2 0 0 7），家 族 は 重 要 な 存 在 と な っ て い る 。そ の た め ，【 家
族 の 責 任 】【 家 族 の 協 力 】 が あ れ ば ， リ カ バ リ ー の 可 能 性 が 高
く な る と 言 え た 。 家 族 と い う 協 力 者 が い る こ と は 心 強 い が ，
全 て の 精 神 障 害 者 に 対 し て 家 族 の 協 力 が 得 ら れ る と は 限 ら な
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い 。 リ カ バ リ ー を 促 進 す る た め に は ， 濱 田 （ 2 0 0 8） の 研 究 結
果 に あ る よ う な 単 身 生 活 に 向 け た 効 果 的 な 支 援 を 意 識 し ， 家
族 の 元 に 返 す だ け で は な い リ カ バ リ ー 支 援 の 認 識 が 必 要 で あ
る 。 看 護 師 を 含 む 社 会 が 家 族 の 代 替 え を 行 い ， 家 族 と は 違 う
適 度 な 距 離 感 で 客 観 的 な 見 方 を し た リ カ バ リ ー の 支 援 が 望 ま
れ る 。  
＜ リ カ バ リ ー の 低 い 認 識 ＞ に つ い て は ，【 社 会 復 帰 に 向 け た
消 極 的 行 動 】 に な っ て し ま う 精 神 科 看 護 師 の 【 不 明 確 な リ カ
バ リ ー の イ メ ー ジ 】が 明 ら か に な っ た 。谷 本（ 2 0 0 8），長 野（ 2 0 0 8）
や 藤 野 ら （ 2 0 0 7） 等 多 く の 研 究 か ら ， 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加
支 援 の 有 効 性 が 明 ら か に な っ て い る 。こ れ ら の 文 献 に よ る と ，
社 会 参 加 促 進 の 取 組 み は ， 精 神 科 看 護 師 の 十 分 な 精 神 障 害 者
理 解 を 基 盤 と し ， 精 神 科 看 護 師 が 社 会 参 加 の イ メ ー ジ を 持 ち
積 極 的 な 支 援 が 有 効 で あ っ た 。特 に 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 は ，
地 域 で 生 活 す る と い う イ メ ー ジ が 描 け な い こ と も 多 い 。 精 神
科 看 護 師 が リ カ バ リ ー プ ロ セ ス を イ メ ー ジ し ， 精 神 障 害 者 と
精 神 科 看 護 師 が 同 じ リ カ バ リ ー と い う 目 標 に 向 か っ て ， 協 同
作 業 し て い く こ と が 社 会 参 加 に つ な が る と 考 え ら れ る 。 精 神
科 看 護 師 自 身 が リ カ バ リ ー プ ロ セ ス を イ メ ー ジ し で き な け れ
ば ， 社 会 参 加 に 向 け た 支 援 は 消 極 的 と な る と 言 え た 。 精 神 障
害 者 の 社 会 参 加 促 進 に は ， 精 神 科 看 護 師 が リ カ バ リ ー の イ メ
ー ジ を 明 確 に 持 つ 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。「 私 は ，リ カ バ リ ー に
つ い て ，勉 強 す る 機 会 が あ っ た か ら ，あ る 程 度 分 か る け ど ，（ 勉
強 す る 機 会 が な い と ） イ メ ー ジ つ か な い と 思 い ま す 」 と い う
発 言 内 容 か ら ， リ カ バ リ ー に 関 す る 教 育 的 取 組 み の 有 効 性 が
示 唆 さ れ た 。  
本 研 究 で 明 ら か に な っ た 「 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 精 神 障 害 者
の リ カ バ リ ー に 対 す る 認 識 」 は ， リ カ バ リ ー 促 進 の 基 礎 デ ー
タ に な る と 考 え ら れ た 。 松 枝 （ 2 0 0 3） は ， 社 会 参 加 の 重 要 な
要 因 は 看 護 師 が 変 わ る こ と で あ り ， そ の こ と が 精 神 障 害 者 の
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力 を 発 揮 す る こ と に つ な が る こ と を 示 唆 し て い た 。松 枝（ 2 0 0 3）
は ， 長 期 入 院 し て い る 精 神 障 害 者 が 社 会 参 加 す る 要 因 と し て
精 神 科 看 護 師 を 挙 げ ， そ の 精 神 科 看 護 師 は ， 誰 も が 困 難 と 感
じ て い た 精 神 障 害 者 に 働 き か け で 変 化 す る こ と を 知 り ， ケ ア
の 喜 び を 実 感 し 退 院 へ の 働 き か け に 対 し て 内 発 的 動 機 づ け ら
れ た 精 神 科 看 護 師 で あ る と 述 べ て い る 。 精 神 科 看 護 師 の 認 識
が 変 わ る こ と で リ カ バ リ ー が 促 進 す る こ と が 考 え ら れ ， コ ア
カ テ ゴ リ ー ≪ リ カ バ リ ー へ の 希 望 ≫ を 強 化 し ， 諦 め な い 支 援
へ 認 識 を 持 つ 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 
第 5 節  課 題  
現 在 の 精 神 医 療 福 祉 改 革 の 柱 と も 言 え る 「 精 神 障 害 者 の 社
会 参 加 支 援 」 に 対 す る 意 識 を 精 神 科 看 護 師 が ど の よ う に 持 っ
て い る か ， リ カ バ リ ー に 着 目 し 調 査 を 行 い ， 精 神 科 看 護 師 が
社 会 参 加 の 希 望 を 持 ち な が ら も ， 社 会 参 加 の 諦 め の 意 識 が あ
る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と か ら ， 精 神 科 看 護 師 に と
っ て ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 で き て い な い 現 状 が あ る
こ と が 分 か っ た 。 本 研 究 で ，「 私 は ， リ カ バ リ ー に つ い て ， 勉
強 す る 機 会 が あ っ た か ら ，あ る 程 度 分 か る け ど ，（ 勉 強 す る 機
会 が な い と ） イ メ ー ジ つ か な い と 思 い ま す 」 と い う 発 言 内 容
か ら ， リ カ バ リ ー に 関 す る 教 育 的 取 組 み の 有 効 性 の 示 唆 を 得
た 。 精 神 保 健 医 療 福 祉 の 改 革 に 適 応 し て い く た め の ＜ 社 会 復
帰 参 加 へ の 意 識 を 変 え る 教 育 ＞ の 必 要 性 が 考 え ら れ た 。 そ の
教 育 に 関 し て は ， 精 神 科 看 護 師 は リ カ バ リ ー （ 社 会 参 加 ） の
希 望 を 持 ち 看 護 活 動 は 行 っ て い る こ と か ら ， リ カ バ リ ー に 関
す る 教 育 よ り も ， 先 に リ カ バ リ ー へ （ 社 会 参 加 ） の 支 援 を 諦
め な い 看 護 専 門 職 と し て の 責 任 を 強 化 し て い く 必 要 が あ る と
考 え ら れ た 。 そ の た め ， 第 Ⅱ 部 第 1 章 に ， 看 護 専 門 職 と し て
の 責 務 を 含 む 看 護 倫 理 観 を 高 め る ア プ ロ ー チ に 取 り 組 む 計 画
を 立 て た 。  
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第 2 章  実 態 調 査 ②  「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 患 者 の 家 族
が 与 え る 影 響  
第 1 節  問 題 と 目 的  
こ の 研 究 に お い て は ， 前 述 の 研 究 で ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ
精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー の 認 識 に 影 響 し て い た 家 族 に 焦 点 を
絞 り 分 析 し た 。 精 神 科 看 護 師 が リ カ バ リ ー 意 識 を 高 く 持 つ 必
要 が あ る に も か か わ ら ず ， 家 族 の 影 響 で 変 わ る リ カ バ リ ー 意
識 は 問 題 で あ る と 考 え た 。 日 本 で は ， 社 会 生 活 を 送 る 精 神 障
害 者 の ケ ア の 多 く を 同 居 す る 家 族 が 担 う 傾 向 が あ り ， 負 担 が
大 き い （ 厚 生 労 働 省 障 害 者 自 立 支 援 調 査 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト ，
2 0 1 0）。 そ う い っ た 日 本 の 現 状 で ， 今 回 ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ
リ カ バ リ ー 意 識 に 家 族 が ど う 影 響 し て い る か 明 ら か に し ， 精
神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 支 援 （ 社 会 参 加 支 援 ） の 意 欲 向 上 を
講 じ る 方 策 の 示 唆 を 得 た い と 考 え た 。  
リ カ バ リ ー の 定 義 を 第 2 章 で も ，  A n t h o n y , W . A .  （ 1 9 9 3）
が 述 べ た 「 精 神 疾 患 か ら の 破 局 的 影 響 を 乗 越 え ， 人 生 の 新 し
い 意 味 と 目 的 を 創 り 出 す プ ロ セ ス 」 と し た 。 実 態 調 査 ② の 研
究 目 的 は ，「 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー （ 社 会 参 加 ） に 対 す る 精
神 科 看 護 師 の 意 識 が ， 家 族 に よ っ て 受 け る 影 響 を 明 ら か に す
る 」と し た 。そ の 中 か ら ，精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 支 援（ 社
会 参 加 支 援 ）に 関 す る 看 護 意 欲 を 分 析 し て い く（ 中 島 ら ，2 0 1 2）。 
 
第 2 節  方 法  
1． 研 究 対 象 者  
私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 5 名 を 対 象 に し た 。今 後 ，
社 会 復 帰 に 向 け た 看 護 実 践 を 中 心 的 に 行 う こ と が 予 測 さ れ る
精 神 科 勤 務 経 験 3～ 1 0 年 の 看 護 師 と し た 。  
 
2 .デ ー タ 収 集 方 法  
研 究 対 象 と な る 施 設 の 病 院 長 に 承 諾 を 得 て ， 看 護 部 長 と 話
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し 合 い ，対 象 者 を 選 定 し た 。研 究 に 同 意 し た 対 象 者 に 対 し て ，
2 0 1 1 年 8 月 1 日 ～ 1 0 月 1 2 日 に ， 精 神 障 害 者 に 対 す る リ カ バ
リ ー 意 識 に つ い て 半 構 造 的 面 接 を 行 っ た 。 面 接 は ， 対 象 者 の
承 諾 を 得 て 録 音 し た 。  
 
3 .デ ー タ 分 析 方 法  
逐 語 録 を 作 成 し 家 族 が 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 に 与 え る 影
響 に つ い て ， 質 的 帰 納 的 に 分 析 し た 。  
 
 
4． 倫 理 的 配 慮  
研 究 対 象 者 に ， 調 査 の 目 的 ， 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ
バ シ ー 保 護 ， 匿 名 性 の 保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会
等 で 公 表 す る が ， 個 人 が 特 定 さ れ な い こ と 等 を 文 書 及 び 口 頭
で 説 明 し た 。 同 意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確 認 後 ， 面
接 を 行 っ た 。  
 本 研 究 は ， 福 岡 女 学 院 看 護 大 学 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を
得 た （ 承 認 番 号 № 1 1 - 8）。  
 
第 3 節  結 果  
1 .対 象 者 の 概 要  
対 象 者 は ，私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 5名 で ， 同 意 を
得 て 半 構 造 的 面 接 を 実 施 し た 。 面 接 は ， 1回 ま た は 2回 行 い ， 1
人 の 面 接 所 要 時 間 合 計 は 5 0～ 8 8分 で 平 均 6 9 . 4分 で あ っ た 。 対
象 者 の 年 齢 は , 3 1歳 ～ 4 2歳 で 平 均 3 4 . 8歳 ，精 神 科 勤 務 経 験 は , 3
年 ～ 9年 で 平 均 5 . 4年 で あ っ た 。 男 性 2名 女 性 3名 で あ っ た 。  
 
2 .デ ー タ の 分 析 結 果  
第 1回  構 造 図  
デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ，家 族 か ら の 影 響 要 因 と し て 4つ の カ
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テ ゴ リ ー ，精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 と し て 5つ の カ テ ゴ
リ ー を 抽 出 し た 。 本 文 中 は ， 家 族 の 影 響 要 因 で あ る カ テ ゴ リ
ー を ＜  ＞ ， そ の 中 で 中 核 で あ る コ ア カ テ ゴ リ ー を ≪  ≫ と
表 し た 。 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 で あ る カ テ ゴ リ ー を
【  】 ， 「  」 は 対 象 者 の 発 言 内 容 を 表 す 。 カ テ ゴ リ ー 間 の
構 成 は 以 下 の よ う に な っ て い た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ≪ リ カ バ
リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫ に 影 響 を 受 け ， 協 力 的 か ど う か ，
リ カ バ リ ー 促 進 の 意 志 が あ る か ど う か で ， 【 家 族 と 同 居 の 社
会 生 活 】 【 単 身 生 活 】 【 入 院 継 続 】 と い う 3つ の 方 向 を 持 っ て
い た 。 家 族 の 強 い 希 望 で 【 入 院 継 続 】 と な っ た 場 合 ， 精 神 科
看 護 師 は 【 家 族 支 援 の 強 化 】 を 行 い リ カ バ リ ー 促 進 へ つ な げ
よ う と い う 意 識 が あ っ た 。 し か し ， 【 入 院 継 続 】 は 【 リ カ バ
リ ー の 停 滞 】 に も つ な が っ て い た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ＜ 家 族
が 感 じ る 社 会 の 偏 見 ＞ や ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依 存 ＞ ＜ 精 神 症 状
に よ っ て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ の 状 況 を 理 解 し ，【入 院 継 続 】
を 選 択 し た 家 族 に 肯 定 的 で あ っ た （ 図 2） 。 次 に 各 カ テ ゴ リ ー




1） ≪ リ カ バ リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫  
リ カ バ リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 が 伝 え ら れ る 事 で ， 精 神 科
看 護 師 は そ の 意 志 を 尊 重 し ，リ カ バ リ ー 意 識 が 変 化 し て い た 。 
「 家 族 の 都 合 で 退 院 と か 」「 家 族 が ダ メ と 言 わ れ れ ば ，別 の
道 を 探 せ ば い い の に ， あ ま り に も 家 族 の 意 志 が 尊 重 さ れ て い
る と 思 い ま す 」  
こ の よ う に ， 家 族 の 意 志 で 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識
を 変 化 さ せ る と い う 事 が 生 じ て い た 。  
 
2）【 家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】  
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家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 高 く 協 力 的 で あ る と 精 神 科 看 護 師
の リ カ バ リ ー 意 識 は 高 く な り ，【 家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】へ 向
か う と 考 え ら れ た 。  
「 病 状 が 落 ち 着 い て い て ， 家 族 や 周 囲 が い い と （ 退 院 は ）
で き る と 思 い ま す 」「 重 症 の 人 で も い い 時 が あ る の で ， 1 週 間
で も 2 週 間 で も い い の で ， 家 族 と 一 緒 に 過 ご し て ほ し い で す
ね ， 悪 く な っ た ら す ぐ ， 帰 っ て き て い い か ら 」  
 こ の よ う に ， 家 族 の 協 力 が あ る と 社 会 復 帰 へ 向 け て 看 護 師
の リ カ バ リ ー 意 識 が 高 ま る 事 を 表 し て い た 。  
 
3）【 単 身 生 活 】  
家 族 が 精 神 障 害 者 と 同 居 し な い 意 志 が あ る 時 ， 精 神 科 看 護
師 は 単 身 生 活 の 意 識 が 生 じ て い た 。  
「（ 家 族 が 同 居 し な い 時 は ）単 身 の 方 が 帰 り や す い と 思 う 時
が あ り ま す 」「（ 単 身 生 活 は ）難 し い で す よ 」「単 身 で の 退 院 は ，
勇 気 が い り ま す よ 」「（ 精 神 障 害 者 は 自 分 で ） 生 活 管 理 が で き
な い し ，家 族 が い た 方 が い い と 思 う 」「悪 化 し た 急 性 期 は ，（状
況 判 断 は ） 家 族 が 決 め る し ， 患 者 は 判 断 で き な い し 」  
 こ の よ う に ， 家 族 の 協 力 が な け れ ば ， 精 神 科 看 護 師 は 単 身
生 活 を 考 え る が ， 単 身 生 活 は 困 難 が あ る と 意 識 し て い た 。 ま
ず は 【 家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】 が 第 一 選 択 で あ る 意 識 が あ っ
た 。  
 
4）【 入 院 継 続 】 と 【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】 の 過 程  
精 神 障 害 者 の 状 態 が 退 院 で き る ま で 回 復 し て も ， 家 族 の 希
望 で 入 院 継 続 に な っ て し ま う と い う 意 識 が 精 神 科 看 護 師 に は
あ っ た 。  
「（ 入 院 継 続 し た 方 が い い と 思 う の は ）家 族 が 病 院 へ 入 れ と
い た 方 が い い と 言 わ れ た り す る 時 と か で す ね 」「家 族 の 圧 力 も
あ る ， 何 か あ っ た ら ， 病 院 が 責 任 を 取 っ て も ら え る ん で す ね
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と 言 わ れ ま す よ 」  
こ の よ う に ， 家 族 の 意 志 を 尊 重 せ ざ る を 得 な い 事 で 入 院 継
続 に な る 意 識 を 持 っ て い た 。  
入 院 継 続 に な っ て も ，【 家 族 支 援 の 強 化 】 を 行 い ， リ カ バ リ
ー を 促 進 す る 意 識 が あ っ た 。  
「 家 族 に 分 か っ て も ら う よ う 面 会 に 来 て も ら っ た り ， こ ち
ら が 説 明 し た り し て い ま す 。 患 者 の （ 退 院 の ） 思 い や 退 院 で
き る 状 態 を 分 か っ て も ら う よ う に 家 族 に 働 き か け ま す ね 」  
 こ の よ う に 精 神 科 看 護 師 は ， リ カ バ リ ー 促 進 へ の 意 欲 を 持
っ て い た 。  
家 族 の 【 入 院 継 続 】 と い う 意 志 の 尊 重 は ，【 リ カ バ リ ー の 停
滞 】 に つ な が る と い う 意 識 が 精 神 科 看 護 師 に あ っ た 。  
「 入 院 が 長 く な る と 社 会 復 帰 は 難 し く な る か ら で す ね 」「い
い 大 人 な ん だ か ら ， 親 が あ や ま っ た り と か し な い で ， 自 分 で
し て い い と 思 う ん で す よ ，（ 精 神 障 害 者 は ）自 立 さ せ て い い と
思 い ま す が ， さ せ て な い で す ね 」  
 こ の 事 は ， 家 族 の 意 志 を 尊 重 す る あ ま り ， 精 神 障 害 者 の リ
カ バ リ ー を 遅 ら せ て い る 意 識 が 精 神 科 看 護 師 の 中 に あ っ た 事
を 表 し て い る 。  
 
5） 家 族 の 【 入 院 継 続 】 の 意 志 を 肯 定 的 に 見 る 要 因  
家 族 の【 入 院 継 続 】と い う 意 志 を 肯 定 的 に 見 る 要 因 と し て ，
＜ 家 族 が 感 じ る 社 会 の 偏 見 ＞ や ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依 存 ＞ ＜ 精
神 症 状 に よ っ て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ が あ っ た 。 ＜ 家 族 が 感
じ る 社 会 の 偏 見 ＞ を 「 近 所 で も 有 名 人 だ っ た り ， 公 に 入 院 も
で き な い と か 」 と 語 り ， 家 族 が 偏 見 に 苦 し ん で い る と い う 意
識 を 精 神 科 看 護 師 は 持 っ て い た 。 ま た ， ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依
存 ＞ が あ り ，「 家 族 が （ 病 院 へ ） 入 れ と け ば 安 心 と い う 意 識 が
あ る か ら 」 と 語 り ， 病 院 へ の 信 頼 と い う よ り 依 存 し て い る 家
族 の 状 況 を 理 解 し て い た 。 精 神 科 看 護 師 は ＜ 精 神 症 状 に よ っ
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て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ に つ い て 理 解 し ，「家 族 は 迷 惑 か け ら
れ て い る し ， 面 会 に 来 な い 人 と か ， お か し い と は 思 わ な い で
す ね ，（ 精 神 障 害 者 の ） 親 と か 殴 ら れ て 骨 折 し た と か あ る し 」
「 家 族 も 被 害 を 受 け て い る か ら 」 と 語 り ， 家 族 を 肯 定 的 に 見
て い た 。  
 
第 2 回  構 造 図  
 第 1 回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ， 以 下 の よ う な 構 造 図 と し
た 。  
 
 
第 4 節  考 察  
研 究 対 象 と し た 私 立 精 神 科 病 院 は ， 入 院 中 心 か ら 地 域 生 活
促 進 へ 変 革 を 遂 げ よ う と す る 日 本 の 典 型 的 私 立 病 院 で あ る 。
対 象 者 数 が 少 な い も の の ， 今 回 の 研 究 結 果 は ， 私 立 精 神 科 病
院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 特 徴 を 表 す も の に 近 い と 考 え ら れ た 。
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第 1 回 及 び 第 2 回 の 構 造 図 （ 図 ２ ） は ， 精 神 障 害 者 の リ カ バ
リ ー に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の 意 識 が ， 家 族 に よ っ て 受 け る 影
響 を 表 し て い る と 言 え た 。  
精 神 障 害 者 に 対 す る 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 は ， ≪
リ カ バ リ ー に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫ に 影 響 を 受 け て い る 事 が 明
ら か に な っ た 。家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 高 く 協 力 的 で あ る と ，
精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 は 高 く な り ，【家 族 と 同 居 の 社
会 生 活 】 へ 向 か う と 考 え ら れ た 。 家 族 が 果 た す 役 割 の 重 要 性
を 精 神 科 看 護 師 は 強 く 意 識 し て い る と 言 え ， 看 護 職 者 を 対 象
に し た 鳥 居 ら （ 2 0 0 4） の 研 究 結 果 と 一 致 し た 。 し か し ， 鳥 居
ら （ 2 0 0 4） の 研 究 で ， 家 族 に 同 居 を 求 め る 期 待 が 小 さ い の に
対 し ， 本 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 は 期 待 が 大 き い と 考 え ら れ
た 。 相 違 の 要 因 は ， 鳥 居 ら （ 2 0 0 4） の 研 究 が 精 神 障 害 者 の 家
族 に 限 定 し た も の で な か っ た 事 だ と 考 え ら れ た 。 一 般 科 の 患
者 と 違 い 精 神 障 害 者 は ， 退 院 後 ， 生 活 機 能 障 害 が あ っ た り ，
症 状 が 悪 化 す る と 適 切 な 意 志 決 定 が で き な い 事 が あ る 。 そ の
た め ， 精 神 科 看 護 師 は ， 社 会 生 活 で 家 族 に そ の サ ポ ー ト を 期
待 し て い る と 考 え ら れ た 。 実 際 ， 精 神 障 害 者 の 場 合 ， 退 院 先
の 多 く が 家 庭 と い う デ ー タ も あ る （ 南 山 ， 1 9 9 7）。 そ の た め ，
精 神 障 害 者 の 【 単 身 生 活 】 は ， 精 神 科 看 護 師 の 中 で ， 家 族 と
同 居 で き な い 場 合 の 第 2 選 択 に 位 置 づ け ら れ て い た 。 社 会 資
源 が 不 十 分 な 現 状 で ， 単 身 生 活 の 困 難 さ は 先 行 研 究 で 明 ら か
に さ れ （ 濱 田 ， 2 0 0 8）， 第 2 の 選 択 肢 と な っ て い る と も 考 え ら
れ た 。 精 神 障 害 者 の 状 況 に よ っ て は ，【 単 身 生 活 】 が 適 切 な 選
択 で あ り ， 藤 野 ら （ 2 0 0 9） は ， 統 合 失 調 症 の 家 族 介 護 者 を 対
象 と し た 調 査 で ， 家 族 の 苦 悩 を 明 ら か に し ， 社 会 的 サ ポ ー ト
等 の 充 実 を 図 り 精 神 障 害 者 が 自 立 し 地 域 で 生 活 で き る 事 の 必
要 性 を 指 摘 し て い る 。 な か で も ， 統 合 失 調 症 の 場 合 は ， 患 者
に 対 す る 家 族 の 否 定 的 な 感 情 表 出 （ E x p r e s s e d  E m o t i o n） が 病
状 悪 化 に 関 係 し て い る 事 が 明 ら か に さ れ て お り（ 大 島 ，1 9 9 4），
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家 族 と 同 居 が 良 い と も 限 ら な い 。 社 会 資 源 の 充 実 に 向 け た 行
政 各 署 等 へ の 働 き か け と と も に ， 限 ら れ た 社 会 資 源 の 中 で ，
単 身 生 活 が 適 切 で あ れ ば ， そ の 方 向 へ リ カ バ リ ー を 進 め て い
く 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。 単 身 生 活 に 向 け た リ カ バ リ ー 支
援 促 進 の ス キ ル が 精 神 科 看 護 師 に と っ て 必 要 で あ る 事 が 示 唆
さ れ た 。  
精 神 科 看 護 師 は ， 家 族 の 状 況 を 理 解 し ，【 入 院 継 続 】 を 受 け
入 れ て い た 。 社 会 の 偏 見 は ， 未 だ 根 強 く （ 望 月 ら ， 2 0 0 8）， ＜
家 族 が 感 じ る 社 会 の 偏 見 ＞ に よ り ， 家 族 が 苦 し ん で い る 事 を
精 神 科 看 護 師 は 理 解 し て い た 。 ＜ 家 族 の 病 院 へ の 依 存 ＞ は ，
病 院 へ の 信 頼 と も と れ る が ， 病 院 へ 全 て を 委 ね る と い う 依 存
と 考 え ら れ ， 木 村 ら （ 2 0 1 0） の 研 究 結 果 と 同 様 で あ っ た 。 家
族 は ， 依 存 し て 安 心 感 を 得 た い 状 況 と も 言 え た 。 病 院 の 役 割
が あ る よ う に ， 家 族 の 役 割 が あ る 事 を 家 族 が 適 正 に 理 解 で き
て い な い と 考 え ら れ た 。 家 族 と し て 精 神 障 害 者 を 支 援 で き る
教 育 が 必 要 で あ る 事 が 示 唆 さ れ た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ＜ 精 神
症 状 に よ っ て 家 族 が 受 け た 不 利 益 ＞ を 理 解 し ， 家 族 を 肯 定 的
に 捉 え て い た 。 精 神 症 状 に よ る 暴 力 は 時 に 家 族 や 看 護 師 に 向
け ら れ ， 家 族 の 受 け る 恐 怖 や 不 利 益 に ， 精 神 科 看 護 師 は 共 感
し 理 解 を 示 し て い る と 考 え ら れ た 。  
家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 低 く 【 入 院 継 続 】 に な っ た 場 合 ，
精 神 科 看 護 師 は 【 家 族 支 援 の 強 化 】 を 行 っ て い た が ， 同 時 に
【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】に も つ な が っ て い た 。【家 族 支 援 の 強 化 】
を 行 っ て も ，家 族 の 意 志 を 尊 重 す る あ ま り ，【 リ カ バ リ ー の 停
滞 】 が さ ら に 強 く な る と 考 え ら れ た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 精
神 科 看 護 師 持 つ 意 識 の 中 に 家 族 の 逃 避 的 患 者 対 応 が あ る と し ，
【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】 と な る 家 族 の 状 況 を 意 識 す る 本 研 究 結
果 と 類 似 し て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 家 族 の 見 方 や 態 度 が
治 療 的 で な く 精 神 科 看 護 師 が 批 判 的 に な り が ち で あ る 事 を 指
摘 し て い る が ， 本 研 究 対 象 の 精 神 科 看 護 師 は 家 族 に 肯 定 的 で
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あ っ た 。 家 族 の 【 入 院 継 続 】 の 意 志 を 尊 重 す る 事 は ， 入 院 の
長 期 化 が 生 じ る 事 が 予 測 さ れ る 。 全 退 院 患 者 数 に 占 め る 長 期
入 院 患 者 の 退 院 率 は 低 く く な る と い う デ ー タ も あ り （ 高 橋 ，
1 9 9 3）， 入 院 が 長 期 に な れ ば ， 社 会 参 加 は 困 難 に な る 。 家 族 が
【 入 院 継 続 】 を 望 む 状 況 に 理 解 を 示 し つ つ も ， 家 族 の リ カ バ
リ ー 意 識 を 早 期 に 高 め ， 入 院 の 長 期 化 を 予 防 す る 事 が 必 要 で
あ る 。 精 神 科 看 護 師 は ， リ カ バ リ ー 促 進 に 向 け ，【 入 院 継 続 】
を 望 む 家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 を 向 上 さ せ る ス キ ル を 持 つ 必 要
性 が 示 唆 さ れ た 。 家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 を 向 上 さ せ ， そ の 事
が 精 神 科 看 護 師 の リ カ バ リ ー 意 識 向 上 に つ な が る 可 能 性 が あ
る と 考 え ら れ る 。  
 
第 5 節  課 題  
実 態 調 査 の 分 析 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 は ， ≪ リ カ バ リ ー
に 対 す る 家 族 の 意 志 ≫ に 影 響 を 受 け ，【家 族 と 同 居 の 社 会 生 活 】
【 単 身 生 活 】【 入 院 継 続 】の 3 つ に リ カ バ リ ー の 方 向 を 分 け て
い る こ と が 明 ら か に な っ た 。家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 が 低 く【 入
院 継 続 】 に な っ た 場 合 ， 精 神 科 看 護 師 は 【 家 族 支 援 の 強 化 】
を 行 っ て い た が ， 同 時 に 【 リ カ バ リ ー の 停 滞 】 に つ な が っ て
い た 。 家 族 の リ カ バ リ ー 意 識 を 向 上 さ せ る ス キ ル が 必 要 で あ
る と 考 え ら れ た 。 ま た ，【 入 院 継 続 】 を 望 む 家 族 を 持 つ 患 者 の
社 会 ス キ ル を 向 上 さ せ る 必 要 も あ る と 考 え ら れ る 。 こ の こ と
か ら ， 精 神 科 看 護 師 に ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲








第 3 章  実 態 調 査 ③  社 会 参 加 に 向 か っ て 精 神 科 看 護 師 の 意
識 を 変 化 さ せ る 要 因  
第 1 節  問 題 と 目 的  
第 3 章 で は ， 社 会 参 加 に 向 か っ て 精 神 科 看 護 師 の 意 識 を 変
化 さ せ る 要 因 を 明 ら か に し た （ 中 島 ， 2 0 1 3）。 そ の 結 果 は ， 精
神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 を 高 め る 取 組 み の 基 礎 材 料
に な る と 考 え た 。  
ま ず ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 社 会 復 帰 の 意 識 に 関 す る 先 行 研 究
を 概 観 し た 。 松 枝 （ 2 0 0 3）， 清 家 （ 2 0 0 7）， 大 沼 ら （ 2 0 0 8） の
研 究 結 果 等 か ら は ， 精 神 科 看 護 師 の 支 援 が 社 会 参 加 に つ な が
る こ と が 明 ら か に さ れ ， 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 に 精 神 科 看 護
師 の 果 た す 役 割 は 大 き い と 考 え ら れ た 。さ ら に ，青 木（ 2 0 0 5）
が ， 社 会 参 加 に 関 す る 看 護 活 動 の 実 態 を 明 ら か に し ， 田 嶋 ら
（ 2 0 0 9）が ，長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 に 対 す る 退 院 支 援 の 構 造 ，
藤 野 ら（ 2 0 0 9）が 統 合 失 調 症 患 者 を 持 つ 家 族 の 問 題 ，大 谷（ 2 0 0 8）
が 多 職 種 と の 連 携 の 有 効 性 等 ， 数 多 く 社 会 参 加 に 関 す る 先 行
研 究 が 行 わ れ て い た 。「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 関 す る も の と
し て ， 石 橋 ら （ 2 0 0 2） や 原 田 （ 2 0 0 6）， 小 山 （ 2 0 1 1） 等 の 研 究
が あ る が ， 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 を 対 象 と し ，「 社
会 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影 響 す る 要 因 と そ の 構 造 に 関 す る 研 究
は 見 当 た ら な か っ た 。 社 会 参 加 支 援 に 向 け た 看 護 意 欲 を 変 化
さ せ る 要 因 が 不 明 確 で あ れ ば ， 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 へ の
取 組 み の 基 礎 材 料 が 不 十 分 で 効 果 的 な も の と な ら な い 問 題 が
考 え ら れ た 。 以 上 の こ と よ り ， 実 態 調 査 ③ の 研 究 で は ， 社 会
参 加 に 向 か っ て 精 神 科 看 護 師 の 意 識 を 変 化 さ せ る 要 因 と そ の
構 造 を 明 ら か に し て い く こ と を 目 的 と す る 。 そ こ か ら ， 社 会
参 加 に 向 け た 看 護 意 欲 を 変 化 さ せ る 要 因 を 検 討 す る 。  
 
第 2 節  方 法  
1． 研 究 対 象 者  
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私 立 精 神 科 病 院 （ 民 間 精 神 科 病 院 ）に 勤 務 す る 看 護 師 2 5 名
を 対 象 と し た 。 こ れ ま で の 実 態 調 査 と 違 い ， 今 回 ， 精 神 科 経
験 年 数 に 制 限 を 設 け な か っ た 。「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 影 響
を 及 ぼ す 要 因 と そ の 変 化 は ， 過 去 を 振 り 返 り 考 え る 内 容 で あ
り ， 精 神 科 経 験 年 数 に 制 限 を 設 け な い ほ う が 多 く の デ ー タ が
得 ら れ る と 考 え た 。 そ の デ ー タ は ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に
向 け た 看 護 意 欲 向 上 へ の 取 組 み の 基 礎 デ ー タ と な る と 考 え た 。 
研 究 対 象 者 の 勤 務 す る 私 立 精 神 科 病 院 は ， 急 性 期 病 棟 ， 回
復 期 病 棟 ， 慢 性 期 病 棟 ， デ イ ケ ア を 所 有 す る 2 7 0 床 の 単 科 精
神 病 院 で あ る 。  
2． デ ー タ 収 集 方 法  
 研 究 対 象 と な る 施 設 の 病 院 長 及 び 看 護 部 長 に 承 諾 を 得 て 実
施 し た 。 病 棟 行 事 や 3 交 代 勤 務 等 を 考 え 合 わ せ ， 研 究 協 力 が
で き る 日 程 や 協 力 の 得 ら れ る 対 象 者 に つ い て 看 護 部 長 と 話 し
合 っ た 。 研 究 に 同 意 し た 対 象 者 に 対 し て ， 2 0 1 1 年 8 月 1 日 ～
2 0 1 2 年 2 月 4 日 の 期 間 ， 半 構 造 的 面 接 を 行 っ た 。 面 接 に お い
て は ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」に 影 響 し た こ と と そ れ に よ る 精
神 科 看 護 師 の 変 化 つ い て A n t h o n y , W . A .  ( 1 9 9 3 )  ，松 枝（ 2 0 0 3） ，
石 橋 ら （ 2 0 0 2）， 青 木 （ 2 0 0 5） の 研 究 等 を 基 に イ ン タ ビ ュ ー ガ
イ ド を 作 成 し 実 施 し た 。 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の 主 な 内 容 は ，
「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 が 変 化 し た き っ か け 」「社 会 参 加 支 援 の
意 識 が ど の よ う に 変 化 し た か 」「 精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 を ど の
よ う に 考 え る か 」「 家 族 が 社 会 参 加 に 与 え る 影 響 」「 単 身 生 活
を 送 る 精 神 障 害 者 の 生 活 支 援 」「長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 の 社 会
参 加 」 等 で あ っ た 。 面 接 は ， 対 象 者 の 承 諾 を 得 て 録 音 し た 。  
 
3． デ ー タ 分 析 方 法  
 ま ず ， 録 音 し た 面 接 内 容 は す べ て 逐 語 録 に 起 こ し た 。 精 神
障 害 者 に 対 す る 「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 に 影 響 す る 要 因 と そ れ
に よ っ て 変 化 し た 精 神 科 看 護 師 の 状 態 」 に 焦 点 を 当 て 分 析 し
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た 。 デ ー タ を 繰 り 返 し 読 み ， そ の デ ー タ の 意 味 を 解 釈 し た 。
対 象 者 全 員 の 逐 語 録 を コ ー ド 化 し ， デ ー タ が 示 す 意 味 や 内 容
を 分 類 し ，同 じ 意 味 を 示 す デ ー タ は 1 つ の コ ー ド に ま と め た 。
さ ら に ， そ の コ ー ド の 中 か ら 「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影 響
し た と 考 え ら れ る も の を 検 討 し ， 影 響 要 因 と し た 。 そ の 影 響
要 因 か ら 変 化 し た 精 神 科 看 護 師 の 状 態 を 示 す コ ー ド を 抽 出 し
た 。 影 響 要 因 と 精 神 科 看 護 師 の 状 態 を 示 す コ ー ド 間 の 関 係 性
に つ い て ， 検 討 を 何 度 も 繰 り 返 し た 。 類 別 し た コ ー ド の か た
ま り の 特 性 を 明 ら か に し ， 抽 象 度 を 上 げ ， カ テ ゴ リ ー と し て
ま と め た 。 カ テ ゴ リ ー に は ， そ の 内 容 や 性 質 を 表 す 言 葉 で 命
名 し 分 析 し た 。  
 
4． 分 析 結 果 の 信 頼 性  
 本 研 究 は ， 精 神 科 看 護 師 の 「 社 会 復 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影
響 し た き っ か け と そ の 変 化 に つ い て ， 研 究 者 が 再 構 成 し 分 析
す る も の で あ る 。 可 能 な 限 り 精 神 科 看 護 師 が 経 験 し 話 す 内 容
に つ い て ， 研 究 者 が 的 確 に 捉 え ら れ て い る か ， 精 神 科 看 護 師
に 確 認 を 行 い な が ら イ ン タ ビ ュ ー し デ ー タ を 収 集 し た 。 研 究
者 の 独 善 的 解 釈 に 陥 る こ と の な い よ う ， デ ー タ 収 集 ， 分 析 の
全 過 程 を 通 じ ， 質 的 研 究 に 習 熟 し た ス ー パ ー ヴ ァ イ ザ ー に ，
ス ー パ ー ヴ ァ イ ズ を 受 け ， 精 神 科 看 護 師 2 名 の 協 力 を 得 て 解
釈 の 検 討 を 行 い 信 頼 性 の 確 保 に 努 め た 。  
 
5． 研 究 の 倫 理 的 配 慮  
研 究 対 象 者 が 勤 務 す る 施 設 の 病 院 長 と 看 護 部 長 に ， 文 書 及
び 口 頭 で ， 研 究 に つ い て 説 明 し ， 研 究 の 承 諾 を 得 た 。 研 究 対
象 者 に 調 査 の 目 的 ， 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ バ シ ー の 保
護 ， 匿 名 性 の 保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会 等 で 公 表
す る が ， 個 人 が 特 定 さ れ な い こ と 等 を ， 文 書 及 び 口 頭 で 説 明
し た 。 同 意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確 認 後 ， 面 接 を 行
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っ た 。  
 本 研 究 は ， 福 岡 女 学 院 看 護 大 学 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を
得 た （ 承 認 番 号 1 1 - 8）。  
 
第 3 節  結 果  
1 .対 象 者 の 概 要  
研 究 参 加 者 は ， 同 意 の 得 ら れ た 2 5名 で あ る 。 個 室 で 半 構 造
的 面 接 を 実 施 し ， 1人 の 面 接 所 要 時 間 は 3 0～ 8 8分 ，平 均 4 1 . 2分
で あ っ た 。研 究 参 加 者 の 年 齢 は , 2 3歳 ～ 5 2歳 で 平 均 3 2 . 8歳 ，精
神 科 勤 務 経 験 は , 1年 ～ 1 5年 で 平 均 7 . 0年 で あ っ た 。 男 性 1 4名 ，
女 性 1 1名 で ， 勤 務 場 所 は ， 外 来 1名 ， 回 復 期 病 棟 7名 ， 慢 性 期
病 棟 1 7名 で あ っ た 。  
 
2 .デ ー タ の 分 析 結 果  
第 1回  構 造 図  
 デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ， 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 「 社 会 参 加 支
援 の 意 識 」 に 影 響 す る 要 因 と し て 8 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し
た 。「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」 を 向 上 さ せ る 影 響 要 因 が 4 つ ， 低
下 さ せ る 影 響 要 因 が 4 つ で ， そ れ ぞ れ に 精 神 科 看 護 師 の 変 化
し た 状 態 の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 影 響 要 因 の カ テ ゴ リ ー を
＜  ＞ と 表 し た 。 影 響 要 因 か ら 変 化 し た 精 神 科 看 護 師 の 状 態
を 【  】 と し ，『  』 は 対 象 者 の 発 言 内 容 を 表 す 。 カ テ ゴ リ ー
間 の 構 成 は 以 下 の よ う に な っ て い た 。  
看 護 師 の イ ン タ ビ ュ ー よ り 、 社 会 参 加 を 社 会 復 帰 と 表 現 し
て い た た め 、そ の 言 葉 を 使 用 し カ テ ゴ リ ー 化 、構 造 化 し た 。「 社
会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 す る 影 響 要 因 と し て ， ＜ 支 援 が 社
会 復 帰 に つ な が っ た 経 験 ＞ ＜ 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟
勤 務 ＞ ＜ 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習 ＞ ＜ 協 力 的 な 家 族 ＞ で あ
っ た 。 影 響 要 因 で あ る ＜ 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ た 経 験 ＞
に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 障 害 者 の 【 回 復 す る 確 信 】
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を 持 て ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。 ＜ 社 会 復 帰
を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 勤 務 ＞ の 場 合 ，【社 会 復 帰 支 援 に つ い て
考 え る こ と の 日 常 化 】 が 生 じ た こ と ， ＜ 社 会 復 帰 支 援 に 関 す
る 学 習 ＞ の 場 合 ，【 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 目 標 の 明 確 化 】が で
き ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。 ＜ 協 力 的 な 家 族
＞ で あ れ ば ，【 家 族 が 行 う 支 援 へ 期 待 】 を し ，「 社 会 復 帰 支 援
の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低 下 す る
影 響 要 因 は ， ＜ 協 力 的 で な い 家 族 ＞ ＜ 長 期 入 院 ＞ ＜ 偏 見 ＞ ＜
貧 困 な 社 会 資 源 ＞ で あ っ た 。 ＜ 協 力 的 な 家 族 ＞ が 「 社 会 復 帰
支 援 の 意 識 」 を 向 上 さ せ て い た の に 対 し ， ＜ 協 力 的 で な い 家
族 ＞ の 場 合 は ， 精 神 障 害 者 の 【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不
安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低 下 し て い た 。 ＜ 長 期
入 院 ＞ や 精 神 障 害 者 に 対 す る 社 会 の ＜ 偏 見 ＞ ＜ 貧 困 な 社 会 資
源 ＞ も ，同 じ く【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】が 生 じ ，「社
会 復 帰 支 援 の 意 識 」は 低 下 し て い た（ 図 3）。カ テ ゴ リ ー 毎 に ，
主 な 看 護 師 の 発 言 を 交 え 以 下 に 述 べ る 。  
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1） 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ た 経 験  
 『（ 患 者 が ） 最 初 は 全 く 話 さ な く て ， つ ま ず く こ と が あ っ て
も ，（ 支 援 す る こ と で ） 退 院 ま で こ ぎ つ け た り で す ね 』 と 回 復
プ ロ セ ス の 中 で 困 難 が あ っ て も ， 社 会 復 帰 支 援 に よ っ て 精 神
障 害 者 が 【 回 復 す る 確 信 】 を 得 て い た 。  
『 社 会 復 帰 に 向 け た 支 援 み た い な こ と を す る よ う に な っ た
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の が き っ か け で ，そ の 時 か ら ，患 者 さ ん の 目 を 外（ 社 会 復 帰 ）
に 向 け る っ て い う か ， 家 に 戻 っ て い き ま し ょ う と い う 意 識 が
高 ま り ま し た ね 』 と 【 回 復 す る 確 信 】 か ら ， 他 の 精 神 障 害 者
に 対 し て も 社 会 復 帰 の 視 点 で 考 え 看 護 実 践 し よ う と 「 社 会 復
帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。  
 
2） 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 勤 務  
社 会 復 帰 支 援 に 積 極 的 な 病 棟 勤 務 に よ っ て ，『 患 者 は 社 会 で
生 き て い く ， 病 棟 を 変 わ っ て か ら （ 勤 務 異 動 が あ っ て か ら ），
強 く 思 い ま す 』 と 精 神 障 害 者 を 社 会 の 中 で 暮 ら す 生 活 者 と 捉
え な が ら ，『 退 院 さ せ て あ げ た い し ，患 者 さ ん 自 体 退 院 し た く
な い っ て 患 者 さ ん が い ら っ し ゃ ら な い と 思 う ん で す よ 』 と ，
ど の 精 神 障 害 者 で あ っ て も 社 会 復 帰 支 援 を 考 え る と い う 【 社
会 復 帰 支 援 に つ い て 考 え る こ と の 日 常 化 】が 生 じ ，「 社 会 復 帰
支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。  
 
3） 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習  
 精 神 科 看 護 師 は ， 学 会 や 研 修 会 に 参 加 し ， 社 会 復 帰 を 積 極
的 に 進 め て い る 看 護 実 践 の 報 告 等 に 刺 激 を 受 け 『 自 分 達 は 遅
れ て い る 』と 感 じ て い た 。他 院 で の 社 会 復 帰 支 援 を 目 標 と し ，
『 そ の 差 を い か に 縮 め る か が ， こ ち ら の 地 域 の 課 題 』 と 【 社
会 復 帰 支 援 に 関 す る 目 標 の 明 確 化 】が で き ，「 社 会 復 帰 支 援 の
意 識 」 は 向 上 し て い た 。  
 
4） 協 力 的 な 家 族  
 『（ 患 者 を ） 家 族 が 受 け 入 れ て ， 一 緒 に あ き ら め ず に 治 療 し
て い く み た い な 感 じ だ っ た の で ， だ か ら 患 者 さ ん も こ こ ま で
回 復 し た り と か 』 と 社 会 復 帰 に 至 る 回 復 に 家 族 の 協 力 が 効 果
的 で あ る こ と を 実 感 し て い た 。『 再 発 と か も 防 げ る 』と 社 会 復
帰 後 の 再 発 防 止 に も 家 族 の 存 在 が 必 要 だ と 語 っ た 。 家 族 が 協
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力 的 で あ れ ば ， 社 会 復 帰 後 の 生 活 支 援 や 悪 化 時 の 対 応 を 家 族
が 行 い ，『 家 族 が 見 て く れ る な ら ，（ 社 会 復 帰 後 ）安 心 』と【 家
族 が 行 う 支 援 へ 期 待 】 し ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て
い た 。  
 
5） 協 力 的 で な い 家 族  
 『 患 者 が 退 院 し た い と 言 っ て も ， 家 族 が ダ メ と 言 っ た ら 難
し い 』 と 退 院 に つ い て 家 族 の 意 向 を 重 視 し て い た 。 家 族 が 協
力 で き な い 場 合 ，単 身 生 活 を 送 る こ と を 想 定 し ，『 単 身 の 退 院
は ， 勇 気 が い る ， 出 す の は 簡 単 だ け ど ，（ 社 会 復 帰 後 の ） サ ポ
ー ト が 難 し い 。（ 例 え ば ） 薬 も 飲 み な さ い と 言 う か ら ， 怒 ら れ
る か ら 飲 ん で い る と 言 う し ，（ 服 薬 に つ い て ）必 要 性 が 分 か っ
て い な い 人 も い る か ら 』 と 社 会 復 帰 後 に 家 族 の 生 活 支 援 が 得
ら れ な い こ と で ，【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】 が 生 じ ，
「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は ， 低 下 し て い た 。  
 
6） 長 期 入 院  
 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 に 対 し て ，『バ ス の 乗 り 方 も 忘 れ て し
ま っ た り と か 』『銀 行 に 行 っ て も ど う し た ら い い か 分 か ら く な
っ た り と か 』 等 社 会 か ら 離 れ て い る こ と で 生 じ る 問 題 に よ り
『 社 会 に 溶 け 込 む の が 難 し い 』 と 語 り ， 社 会 復 帰 後 に 『 つ ら
い 思 い を す る 』 と 心 配 し て い た 。 親 が 亡 く な り 家 族 の 世 代 交
代 で 『 兄 弟 の 家 庭 も あ る か ら ，（ 協 力 は ） 難 し い 』 と 家 族 の 協
力 が 得 ら れ に く い と 語 っ た 。社 会 生 活 に 適 応 で き に く い こ と ，
家 族 の 協 力 が 得 ら れ な い こ と で ， 精 神 科 看 護 師 の 中 に 【 退 院
後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は
低 下 し て い た 。  
 
7） 偏 見  
精 神 科 看 護 師 は ，『 偏 見 は 少 な い 方 だ と 思 い ま す 』と 言 い な
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が ら も ，『 精 神 科 で 働 い て い る 自 分 達 で さ え も ，近 く に 住 み ま
す と 言 わ れ た ら ， ど う ぞ と は す ぐ に 言 え な い 』 と 自 ら の 偏 見
を 自 覚 し て い た 。『 社 会 の 受 け 入 れ が な い の に ，辛 い 思 い を す
る ぐ ら い な ら 出 し た く な い 』と 偏 見 に よ っ て ，【 退 院 後 の 社 会
生 活 に 関 す る 不 安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は 低 下 し
て い た 。  
 
8） 貧 困 な 社 会 資 源  
『 受 け 皿 が 少 な い と 感 じ る ， 近 く に グ ル ー プ ホ ー ム も 少 な い
し ， 退 院 し て も ， 使 え る 福 祉 が 少 な い し ， 大 変 だ と 思 う 』 と
社 会 資 源 が 貧 困 で あ る と 考 え て い た 。貧 困 な 社 会 資 源 は ，『（ 社
会 資 源 が 使 え る 環 境 で な い か ら ） 生 活 が う ま く で き な い し ，
場 合 に よ っ て は ， そ の ま ま が （ 入 院 ） が い い 』 と 【 退 院 後 の
社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低

















第 2 回  構 造 図  
 第 1 回 の 構 造 図 か ら さ ら に 分 析 し ， 以 下 の よ う に 構 造 図 を
作 成 し た 。  
 
 
第 4 節  考 察  
本 研 究 参 加 者 は ， 入 院 治 療 中 心 か ら 地 域 生 活 支 援 へ 変 革 を
遂 げ よ う と す る 日 本 の 典 型 的 な 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看
護 師 で あ る 。 参 加 者 数 が 少 な い も の の ， 今 回 の 研 究 結 果 は ，
私 立 精 神 科 病 院 の 看 護 師 が 持 つ 「 社 会 参 加 支 援 の 意 識 」 に 影
響 を 及 ぼ す 要 因 と そ の 構 造 を 示 す も の と 考 え ら れ た 。 第 1 回
及 び 第 2 回 の 構 造 図 は ， そ の 結 果 を 表 す 構 造 図 と 言 え る 。 本
研 究 結 果 は ， 私 立 精 神 科 病 院 に 勤 務 す る 看 護 師 の 「 社 会 参 加
支 援 の 意 識 」 向 上 へ の 取 組 み を 考 え る 材 料 に 成 り 得 る 。 以 下
に ，「社 会 参 加 支 援 の 意 識 」に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 毎 に 考 察 す る 。 
第 1 回 の 構 造 図 で 使 用 し た 社 会 参 加 支 援 を 社 会 復 帰 支 援 と 同
様 の 意 味 と し て 以 下 の 考 察 と す る 。  
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1． 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ た 経 験  
 本 研 究 参 加 の 精 神 科 看 護 師 は ， 支 援 が 社 会 復 帰 に つ な が っ
た 経 験 か ら ，【回 復 す る 確 信 】を 得 て ，「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」
が 向 上 し た こ と が 明 ら か に な っ た 。 社 会 復 帰 に つ な が っ た 支
援 の 経 験 は ， 成 功 体 験 と 言 え ， そ の 経 験 が 精 神 科 看 護 師 の 自
己 効 力 感 を 高 め ， 意 識 の 向 上 に つ な が っ た と 推 測 さ れ た 。
B a n d u r a  （ 1 9 9 7） に よ れ ば ， 自 己 効 力 感 は ， 成 果 を 生 み 出 す
行 為 が 自 分 に で き る と い う 能 力 認 知 で あ り ， 自 己 効 力 感 を 高
め る 要 因 と し て 成 功 体 験 を 挙 げ て い る 。 研 究 参 加 の 精 神 科 看
護 師 は ，社 会 復 帰 支 援 の 効 果 で 精 神 障 害 者 が【 回 復 す る 確 信 】
を 得 て い た 。 同 時 に ， 回 復 の 成 果 を 生 み 出 す 社 会 復 帰 支 援 が
で き る と い う 能 力 認 知 が 生 じ 自 己 効 力 感 が 高 ま っ て い た 。 片
岡 ら （ 2 0 0 5） も 長 期 入 院 患 者 の 社 会 復 帰 に 限 定 し て い た が ，
精 神 科 看 護 師 の 社 会 復 帰 の 意 識 を 高 め る た め に は ， 成 功 体 験
が 重 要 で あ る こ と を 指 摘 し て い た 。松 枝（ 2 0 0 3）の 研 究 で も ，
本 研 究 同 様 ， 精 神 科 看 護 師 が 社 会 復 帰 支 援 に よ り 精 神 障 害 者
の 回 復 を 実 感 し ， 社 会 復 帰 支 援 に 意 欲 的 に な っ て い た 。 支 援
が 社 会 復 帰 に つ な が る 経 験 は ， 精 神 科 看 護 師 の 「 社 会 復 帰 支
援 の 意 識 」 を 高 め る 効 果 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 
2． 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 勤 務  
 社 会 復 帰 を 積 極 的 に 進 め る 病 棟 に 勤 務 す る こ と で ，【社 会 復
帰 支 援 に つ い て 考 え る こ と の 日 常 化 】が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援
の 意 識 」 は 向 上 し て い た 。 角 川 ら （ 2 0 0 9） は ， 長 期 入 院 の 精
神 障 害 者 に 絞 っ た も の で あ っ た が ， 精 神 科 看 護 師 が ， 退 院 促
進 活 動 が 進 ん で い る 病 院 で ， 社 会 復 帰 に 対 し 成 功 す る ， 決 ま
る ， 目 処 が つ く と い っ た 良 い イ メ ー ジ を 持 っ て い る こ と を 明
ら か に し て い る 。 職 場 環 境 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 の 「 社 会
復 帰 支 援 の 意 識 」 が 変 わ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
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3． 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習  
 精 神 科 看 護 師 は ， 学 会 や 研 修 会 に 参 加 し ， 積 極 的 に 取 り 組
ん で い る 社 会 復 帰 支 援 の 報 告 等 に 刺 激 を 受 け て い た 。 他 院 が
行 っ て い る 社 会 復 帰 支 援 を 目 標 と し ， 自 ら の 支 援 に 応 用 す る
た め 【 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 目 標 の 明 確 化 】 が で き ， 支 援 の
意 識 は 高 ま っ て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） は ， 精 神 科 病 棟 勤 務 の
看 護 師 の 葛 藤 を 調 査 し ， ビ ジ ョ ン の な い 看 護 か ら 脱 却 す る 必
要 を 指 摘 し て い る 。 社 会 復 帰 支 援 に 関 す る 学 習 は ， 社 会 復 帰
支 援 の 目 標 を 明 確 化 し ， ビ ジ ョ ン を 定 め る 機 会 と な る と 考 え
ら れ た 。 東 中 須 （ 2 0 0 7） が ， 精 神 科 看 護 の ス キ ル ア ッ プ の た
め に 院 内 研 修 を 工 夫 す る 必 要 性 に つ い て 指 摘 し ， 社 会 復 帰 支
援 の 意 識 向 上 に 向 け た 効 果 的 学 習 の 機 会 が 必 要 で あ る と 考 え
ら れ た 。  
 
4． 家 族 の 協 力  
＜ 協 力 的 な 家 族 ＞ で あ れ ば ，【家 族 が 行 う 支 援 へ 期 待 】を し ，
「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 し て い た 。 反 対 に ＜ 協 力 的 で
な い 家 族 ＞ の 場 合 ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】が 生 じ ，
「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」が 低 下 し て い た 。『 患 者 が 退 院 し た い
と 言 っ て も ， 家 族 が ダ メ と 言 っ た ら 難 し い 』 と い う 発 言 内 容
か ら も ， 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 障 害 者 の 意 思 よ り 家 族 の 意 向
を 優 先 し 家 族 の 存 在 を 重 視 し て い た 。 一 般 科 の 患 者 と 違 い 精
神 障 害 者 は ， 社 会 復 帰 後 ， 生 活 機 能 障 害 が あ っ た り ， 症 状 が
悪 化 す る と 適 切 な 意 志 決 定 が で き な い こ と が あ る 。 特 に 統 合
失 調 症 は ， 病 態 的 特 徴 で 急 性 期 に お け る 判 断 能 力 低 下 を 認 め
自 己 決 定 が 難 し い 。 そ の た め ， 精 神 科 看 護 師 は ， 社 会 生 活 に
お い て ， 家 族 に そ の サ ポ ー ト を 期 待 し て い る と 考 え ら れ た 。
田 嶋 ら （ 2 0 0 9） は ， 粘 り 強 く 精 神 障 害 者 と 家 族 を つ な げ る こ
と が ， 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 支 援 に お い て ， 重 要
で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 日 本 社 会 の 傾 向 と し て ， 個
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人 よ り 家 族 の 単 位 を 優 先 し が ち で あ り ， そ の 傾 向 が 今 回 の 結
果 に 影 響 し た こ と も 考 え ら れ た 。 実 際 ， わ が 国 で は ， 精 神 障
害 者 の 退 院 先 が 単 身 よ り も 家 族 と の 同 居 が 多 い 現 状 が あ る
（ 特 例 社 団 法 人  日 本 精 神 科 看 護 技 術 協 会 ，2 0 1 1）。青 木（ 2 0 0 5）
の 研 究 結 果 同 様 に 研 究 参 加 の 精 神 科 看 護 師 に と っ て ， 精 神 障
害 者 の 社 会 生 活 に 家 族 の 存 在 は 非 常 に 重 要 で あ る 。 精 神 障 害
者 の 状 況 に よ っ て は ， 家 族 と の 同 居 で は な く ， 単 身 生 活 が 適
切 な 選 択 と い う 場 合 も あ る 。 藤 野 ら （ 2 0 0 9） は ， 統 合 失 調 症
の 家 族 介 護 者 を 対 象 と し た 調 査 で ，家 族 の 苦 悩 を 明 ら か に し ，
社 会 的 サ ポ ー ト 等 の 充 実 を 図 り 精 神 障 害 者 が 自 立 し 地 域 で 生
活 で き る こ と の 必 要 性 を 指 摘 し て い る 。精 神 障 害 者 の 中 で も ，
統 合 失 調 症 の 場 合 は ， 患 者 に 対 す る 家 族 の 否 定 的 な 感 情 表 出
（ E x p r e s s e d  E m o t i o n） が 病 状 悪 化 に 関 係 し て い る こ と が 明 ら
か に さ れ て お り （ 大 島 ら ， 1 9 9 4）， 家 族 と の 同 居 が 問 題 と な る
こ と も あ る 。 社 会 復 帰 促 進 に 向 け ， 精 神 科 看 護 師 は ， 精 神 症
状 に よ っ て 家 族 が 受 け た 暴 力 等 の 不 利 益 を 理 解 し ， 家 族 を 肯
定 的 に 捉 え 家 族 に 社 会 復 帰 の 協 力 を 求 め て い く ス キ ル と ， 単
身 生 活 に 向 け た 社 会 復 帰 支 援 促 進 の ス キ ル を 持 つ こ と が 必 要
で あ る と 考 え ら れ た 。  
 
5． 長 期 入 院  
＜ 長 期 入 院 ＞ の 精 神 障 害 者 に 対 し て ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に
関 す る 不 安 】が 生 じ ，「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」は 低 下 し て い た 。
石 橋 ら （ 2 0 0 2） は ， 精 神 科 看 護 師 が 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 に
対 し ， 固 定 化 し た 捉 え 方 と 働 き か け を あ き ら め る こ と を 社 会
復 帰 の 阻 害 要 因 と し て 明 ら か に し て い る 。 長 期 入 院 の 精 神 障
害 者 に 対 し ， 精 神 科 看 護 師 の 意 識 が 社 会 復 帰 で き る と い う 方
向 へ 変 わ る こ と が 重 要 で あ る 。 長 期 入 院 の 精 神 障 害 者 は ， 社
会 性 の 低 下 や 高 齢 ， 家 族 の 世 代 交 代 等 の 問 題 を 抱 え ， 社 会 復
帰 に は 困 難 を 要 す る 。 長 期 入 院 に 関 す る 問 題 は ， 精 神 障 害 者
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の 生 活 機 能 が 精 神 疾 患 に よ り 障 害 さ れ た 上 に ， 長 期 的 に 社 会
と 離 れ る こ と で ， さ ら に 生 活 機 能 障 害 を 悪 化 さ せ ， 入 院 の 長
期 化 が 生 じ る と い う 悪 循 環 が あ る 。 悪 循 環 を 断 ち 切 る こ と が
重 要 で あ り ， 精 神 科 看 護 師 が あ き ら め ず ， 根 気 強 く 取 り 組 む
と い う 「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 必 要 で あ る 。  
 
6． 偏 見  
精 神 障 害 者 に 対 す る 偏 見 に よ っ て ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に 関
す る 不 安 】 が 生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は 低 下 し て い た 。
看 護 師 だ か ら 『 偏 見 は 少 な い 方 だ と 思 い ま す 』 と 語 っ て い る
よ う に ， 中 島 ら （ 2 0 1 1） も ， 統 合 失 調 症 患 者 に 限 定 し た 偏 見
の 研 究 で ， 精 神 科 看 護 師 が 看 護 助 手 よ り 偏 見 が 少 な く ， 看 護
師 資 格 の 元 と な る 教 育 の 差 が 影 響 し た 事 を 指 摘 し て い た 。『 精
神 科 で 働 い て い る 自 分 達 で さ え も ， 近 く に 住 み ま す と 言 わ れ
た ら ， ど う ぞ と は す ぐ に 言 え な い 』 と い う 発 言 か ら ， 木 村 ら
（ 2 0 1 0） の 研 究 と 同 様 に ， 精 神 障 害 者 が 自 分 の 能 力 に 見 合 あ
う 生 き 方 が で き な い こ と や 常 軌 を 逸 し た 行 動 を と る と い う ネ
ガ テ ィ ブ な イ メ ー ジ を 精 神 科 看 護 師 が 抱 い て い と 推 測 さ れ た 。
精 神 症 状 に よ り 社 会 生 活 能 力 低 下 や 常 軌 を 逸 し た 行 動 が あ る
の も 事 実 で あ り ， 林 （ 2 0 0 9） は ， 訪 問 看 護 師 が 精 神 症 状 悪 化
時 の 自 傷 他 害 の 恐 怖 を 抱 え て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。
近 藤 ら （ 2 0 0 8） が ， 退 院 を 希 望 す る 精 神 障 害 者 を 対 象 に ， 偏
見 の あ る 社 会 で 生 活 す る 困 難 さ を 明 ら か に し て い る よ う に ，
偏 見 の 中 で 暮 ら す こ と の 困 難 を 予 測 し ，【退 院 後 の 社 会 生 活 に
関 す る 不 安 】 が 生 じ て い る と 言 え た 。 偏 見 低 減 へ の 啓 蒙 活 動
に 取 り 組 む と と も に ， 精 神 障 害 者 と と も に ， 社 会 復 帰 す る 病
院 周 辺 の 地 域 住 民 へ 理 解 を 求 め る ス キ ル を 看 護 師 が 持 つ こ と
も 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  
 
7． 貧 困 な 社 会 資 源  
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 『 受 け 皿 が 少 な い と 感 じ る ， 近 く に グ ル ー プ ホ ー ム も 少 な
い し 』 と い う 言 葉 か ら ， 研 究 参 加 病 院 の 地 域 特 性 と し て ， 周
囲 に 社 会 復 帰 支 援 施 設 が 少 な い こ と が 影 響 し て い る こ と が 推
測 さ れ た 。『 退 院 し て も ， 使 え る 福 祉 が 少 な い し ， 大 変 だ と 思
う 』 と い う よ う に ， 近 藤 ら （ 2 0 0 8） の 研 究 で は ， 精 神 障 害 者
が 住 居 や 仕 事 探 し が 厳 し い こ と や 施 設 だ と 生 活 費 に 余 裕 が な
く な る 等 社 会 の 中 で 暮 ら す 不 安 を 語 っ て い た 。 社 会 で 暮 ら す
こ と の 困 難 さ を 想 定 し ，【 退 院 後 の 社 会 生 活 に 関 す る 不 安 】が
生 じ ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 低 下 し て い た 。  
ま た ， 社 会 資 源 が 貧 困 で あ る た め に ， 社 会 復 帰 後 に 苦 労 さ
せ た く な い ， 社 会 か ら の 保 護 か ら ，「 社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が
低 下 し て い る と 言 え た 。精 神 障 害 者 を 保 護 的 に 考 え る こ と は ，
急 性 期 で あ れ ば 看 護 す る 上 で ， 必 要 な こ と で あ る 。 木 村 ら
（ 2 0 0 9） は ， 不 十 分 な 退 院 環 境 が 精 神 科 看 護 師 の 葛 藤 に つ な
が っ て い る こ と を 明 ら か に し ， 精 神 障 害 者 の 身 の 上 を 精 神 科
看 護 師 が 心 配 し 退 院 に 消 極 的 な 気 持 ち ・ 態 度 に な り が ち に な
る こ と を 指 摘 し て い る 。 保 護 的 認 識 の 側 面 が 強 す ぎ る と 社 会
復 帰 を 阻 む こ と が 懸 念 さ れ た 。  
 
 第 5 節  課 題  
「 精 神 科 看 護 師 が 持 つ 社 会 参 加 の 意 識 を 変 化 さ せ る 要 因 」
を 分 析 し ， そ の 中 で 「 社 会 参 加 支 援 に 関 す る 学 習 」 が 影 響 し
て い た こ と か ら ， 教 育 で 意 識 が 変 化 す る こ と が 期 待 で き た 。
「 社 会 参 加 支 援 に 関 す る 学 習 」 は ， 病 院 外 の 研 修 会 や 学 会 と
い っ た ＜ 外 部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ に よ っ て も た ら さ れ て い た 。，
精 神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 に 取 組 み に は ， ＜ 外
部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ が 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。  
以 上 ，3 つ の 実 態 調 査 か ら ，＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え
る 教 育 ＞ や ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ ， ＜ 外
部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。 そ の た め ，
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以 下 の こ と を 計 画 し た 。  
1． 精 神 科 看 護 師 に 対 す る 看 護 倫 理 観 を 高 め る 研 修 会 開 催  
実 態 調 査 か ら 得 ら れ た 「 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え る 教
育 」 に ， 看 護 倫 理 観 を 高 く 持 つ 教 育 が 必 要 で あ る と 考 え た 。
質 の 高 い 看 護 に は ， 高 い 倫 理 観 が 必 要 と さ れ る 。 高 い 倫 理 観
を 持 っ た 看 護 師 は ， 使 命 感 を 持 ち 専 門 職 と し て 看 護 に 意 欲 的
で あ る 。 特 に ， 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー （ 社 会 復 帰 ） へ の 支
援 に つ い て 責 任 を 持 っ て 専 門 職 と し て 行 っ て い く と 期 待 で き
た 。 精 神 科 看 護 師 の 倫 理 綱 領 （ 一 般 社 団 法 人 日 本 精 神 科 看 護
協 会  倫 理 綱 領 ， 2 0 0 4） の 中 に ，「 精 神 科 看 護 者 は ， 専 門 的 知
識 と 技 術 を も っ て ， 社 会 の 信 頼 と 期 待 に 応 え ら れ る よ う 努 め
る 」 と 明 記 さ れ ， 今 ， 社 会 が 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 応 し
た 質 の 高 い 社 会 参 加 支 援 の 看 護 が 求 め ， 精 神 科 看 護 師 は そ の
期 待 に 応 え る 必 要 が あ る 。看 護 の 倫 理 観 を 高 め る こ と が ，「 精
神 科 看 護 師 の 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」に つ な が る と 考 え た 。
実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 外 部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ と し て ， 研 修
会 の 講 師 は ， 外 部 の 講 師 で あ る 研 究 者 が 担 当 し た 。  
 
2．精 神 科 看 護 職 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 ス キ ル 獲 得 に 向 け た 研
修 会 の 開 催  
実 態 調 査 か ら 得 ら れ た ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル
獲 得 ＞ と し て ， 認 知 行 動 療 法 の ス キ ル 獲 得 に 向 け た 取 組 み と
し た 。 認 知 行 動 療 法 は ， 精 神 症 状 や 生 活 障 害 に 対 し て ， 心 理
社 会 的 ア プ ロ ー チ で 対 処 し ，効 果 を 得 よ う と す る も の で あ る 。
認 知 行 動 療 法 は ， も と も と ， う つ 病 に 対 す る 治 療 法 と し て 確
立 さ れ （ 厚 生 労 働 省  う つ 対 応 マ ニ ュ ア ル ， 2 0 0 4） ， そ の 後 ，
統 合 失 調 症 ，パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害 等 の 精 神 疾 患  ，身 体 疾 患 に
よ る 疼 痛  ，生 活 習 慣 病 と い っ た 様 々 な 健 康 障 害 を 持 つ 人 ，さ
ら に は 健 康 な 人 に も 効 果 が あ る と 言 わ れ て い る （ 名 城 ら ，
2 0 1 1） 。 そ の た め ， 精 神 障 害 者 や そ の 家 族 の 支 援 を 行 う ス キ
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ル と な り え る と 考 え ら れ た 。 厚 生 労 働 省 よ り ， 本 研 究 の 育 成
プ ロ グ ラ ム 実 施 途 中 に 出 さ れ た 「 精 神 障 害 者 に 対 す る 医 療 の
提 供 を 確 保 す る た め の 指 針 等 に 関 す る 検 討 会 」の 中 間 報 告（ 厚
生 労 働 省  障 害 保 健 福 祉 部 が 実 施 す る 検 討 会 等 ， 2 0 1 3） に ， 社
会 参 加 促 進 ・ 地 域 生 活 支 援 に 向 け 「 認 知 行 動 療 法 等 の 薬 物 療
法 以 外 の 療 法 の 普 及 を 図 る 」 と 明 記 さ れ て い る 。 さ ら に ， 認
知 行 動 療 法 は ，「 安 定 し た 社 会 生 活 を 目 指 す 」 こ と が ， 看 護 と
認 知 行 動 療 法 の 共 通 目 標 と な り ，看 護 の 中 に 導 入 し や す い（ 岡
田 ， 2 0 1 1）。 特 に S o c i a l  S k i l l s  T r a i n i n g（ 以 下 ， S S T）で は ，
生 活 障 害 の 明 ら か な 改 善 が 期 待 で き る （ 戸 谷 ら ， 2 0 0 8）。 海 外
で は ， 多 く の 看 護 師 が 認 知 行 動 療 法 を 実 践 し 効 果 を 上 げ て い
る （ H e l i  J ä m e f e l t ら ， 2 0 1 2） （ K a r e n  H e s l o p  ら ， 2 0 1 3）。 日
本 に お い て も ， 看 護 師 の 認 知 行 動 療 法 実 践 が 増 え つ つ あ り ，
そ の 効 果 に つ い て 研 究 に よ り 検 証 が な さ れ て い る（ 門 田 ，2 0 0 9）
（ 古 屋 ， 2 0 1 0）。精 神 障 害 者 の 社 会 参 加 促 進 や 地 域 生 活 支 援 の
ス キ ル と し て ， さ ら に ， 家 族 支 援 と し て も 精 神 科 看 護 師 に 必
要 と さ れ る も の だ と 考 え た 。 ま た ， 白 倉 ら （ 2 0 1 1） は ， 8 5 9
名 の 精 神 科 看 護 師 の デ ー タ を 分 析 し ， 教 育 ・ ト レ ー ニ ン グ の
ニ ー ズ と し て ，薬 物 療 法 6 8 . 8 %や 精 神 疾 患 別 の 基 本 的 理 解 と 看
護 4 4 . 1％ と い っ た も の が 上 が っ た 中 で ， 認 知 行 動 療 法 の ニ ー
ズ が 1 4 . 7 %あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。そ の た め ，認 知 行 動
療 法 の 知 識 と 技 術 を 身 に つ け る こ と が 「 精 神 科 看 護 師 の 意 欲
向 上 」 に つ な が る と 考 え た 。 実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 外 部 か
ら の 学 習 刺 激 ＞ と し て ， 研 修 会 の 講 師 は ， 外 部 の 講 師 で あ る
研 究 者 が 担 当 し た 。  
 
3．精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 し た 看 護 の 提 供 に 向 け た 精 神 科
看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成  
実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え る 教
育 ＞ や ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ ＜ 外 部 か ら
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の 学 習 刺 激 ＞ を 踏 ま え た 精 神 科 看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成 が 必 要
で あ る と 考 え ら れ た 。 そ こ で ， そ れ ら の 要 件 を 満 た し ， 社 会
復 帰 に 向 け た リ ー ダ ー シ ッ プ を と れ る 精 神 科 看 護 師 の 育 成 を
計 画 し た 。 リ ー ダ ー 育 成 に あ た り ，「 資 格 認 定 制 度 」 に 着 目 し
た 。 資 格 認 定 制 度 は ， 高 度 医 療 に 即 し ， 看 護 師 の 資 格 を さ ら
に 高 度 化 ・ 専 門 分 化 し た も の で あ る 。日 本 看 護 協 会 が 1 9 9 4 年
に 専 門 看 護 師 ， 1 9 9 5 年 に 認 定 看 護 師 ， 1 9 9 8 年 に 認 定 看 護 管 理
者 制 度 を 発 足 さ せ た （ 公 益 社 団 法 人 日 本 看 護 協 会 資 格 認 定 制
度 ，2 0 1 3 )。専 門 看 護 師 は 大 学 院 の 修 士 課 程 修 了 が 必 要 で あ り ，
進 学 に よ る 時 間 の 確 保 や 経 済 的 負 担 が あ る と 考 え ら れ た 。 認
定 看 護 師 は ， 最 初 の 2 分 野 か ら 現 在 2 1 分 野 に 拡 大 さ れ た が ，
精 神 看 護 領 域 が な い 。 認 定 看 護 管 理 者 は ， 看 護 管 理 者 を 対 象
と し た も の で あ っ た 。日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 1 9 9 5 年 ，認 定 制
度 を 創 設 し ， 優 れ た 看 護 技 術 と 知 識 及 び 実 践 能 力 を 有 し 指 導
的 役 割 を 果 た す 精 神 科 認 定 看 護 師 を 育 成 し て い る （ 一 般 社 団
法 人 日 本 精 神 科 看 護 協 会  精 神 科 認 定 制 度 ，2 0 1 4）。そ の た め ，
資 格 認 定 制 度 の 内 ， 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 認 定 す る 精 神 科 認
定 看 護 師 が ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 行 う 看 護 領 域 の リ ー ダ
ー に な り う る の で は な い か と 考 え た 。2 0 1 5 年 3 月 末 の 段 階 で ，
精 神 科 認 定 看 護 師 は 6 1 1 名 で あ る 。 し か し ， 精 神 科 認 定 看 護
師 を 対 象 に し た 金 城 ら の 研 究 （ 2 0 0 6） に よ る と ， 資 格 取 得 ま
で の 期 間 は 平 均 3 1 か 月 ，総 経 費 が 職 場 か ら 援 助 を 受 け な い 場
合 に は 3 5 0 万 円 ， 援 助 を 受 け た 場 合 に も 個 人 で 負 担 す る 経 費
の 平 均 は 1 4 1 万 円 か か り ， 取 得 ま で に 時 間 が か か る こ と や 経
済 的 負 担 が 課 題 と し て あ が っ た 。 そ う し た 負 担 を 踏 ま え ， 病
院 に よ っ て は 独 自 に 規 定 を 設 け ， 院 内 認 定 看 護 師 を 育 成 し て
い る ケ ー ス も あ る 。 院 内 認 定 看 護 師 を 育 成 し た 病 院 で は ， そ
う し た 院 内 認 定 看 護 師 に 専 門 性 の 高 い 臨 床 実 践 モ デ ル や 指 導
的 立 場 を と ら せ ，看 護 の 質 的 向 上 を 図 っ て い た（ 相 原 ，2 0 0 2）。
こ れ ら の 報 告 か ら ， 院 内 認 定 看 護 師 制 度 を 活 用 し ， 精 神 科 病
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院 内 で 活 躍 す る リ ー ダ ー を 育 成 し た い と 考 え た 。 そ の リ ー ダ
ー が 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 に 適 し た 看 護 へ の 転 換 を 指 導 的 立
場 で 意 欲 的 に 行 う こ と が で き る と 考 え た 。  
先 行 研 究 を 概 観 す る と ， 院 内 認 定 看 護 師 に 関 す る 研 究 は 少
な く ， 精 神 科 に お い て 確 立 化 さ れ た 院 内 認 定 看 護 師 の 育 成 プ
ロ グ ラ ム は 見 当 た ら な か っ た 。 そ の た め ， 今 回 ， 独 自 に 精 神
科 看 護 師 の リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し ， 社 会 参 加 支 援
の 意 欲 を 持 ち さ ら に そ の 支 援 を 促 進 で き る リ ー ダ ー 育 成 を 目
指 し た 。  
以 上 ， 実 態 調 査 よ り 得 ら れ た ＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変
え る 教 育 ＞ を 精 神 科 看 護 師 の リ ー ダ ー 教 育 と し て 院 内 認 定 看
護 師 制 度 を 活 用 し 行 う こ と と し た 。 そ の 育 成 の 中 で ， ＜ 社 会
参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ と し て 認 知 行 動 療 法 の ス
キ ル を 獲 得 で き る 教 育 と し ， ＜ 外 部 か ら の 学 習 刺 激 ＞ と し て
外 部 か ら の 講 師 に 教 育 を 行 う 計 画 を し た 。  
 こ れ ら の こ と を 踏 ま え ， 以 下 の よ う に 仮 説 モ デ ル を 作 成 し















第 Ⅱ 部  院 内 研 修 を 通 し て 「 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」 へ の
取 組 み  
第 4 章  看 護 倫 理 観 を 高 め 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 を 目 指 し
た 院 内 研 修 会  
第 1 節  問 題 と 目 的  
実 態 調 査 で ， ＜ 社 会 参 加 支 援 へ の 意 識 を 変 え る 教 育 ＞ の 必
要 性 が 明 ら か に な っ た こ と を 受 け ， そ の 教 育 と し て ， 精 神 科
看 護 師 が 持 つ 看 護 倫 理 観 を 高 め る 研 修 会 を 計 画 し た 。 高 い 看
護 の 倫 理 観 を 持 つ こ と で ， 使 命 感 を 持 ち 専 門 職 と し て 看 護 に
意 欲 的 に な れ ， 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 が 向 上 し ， 質 の 高 い 看 護
の 提 供 に 期 待 し た 。実 態 調 査 ① の 精 神 障 害 者 の リ カ バ リ ー（ 社
会 復 帰 ） を 諦 め て い た 問 題 や 実 態 調 査 ② の 家 族 の 意 向 で 社 会
参 加 支 援 が 停 滞 す る こ と の 問 題 が あ っ た が ， そ れ に 対 し も ，
看 護 倫 理 研 修 会 の 中 で 看 護 専 門 職 と し て の 責 任 を 強 く 再 認 識
す る こ と で ， 問 題 解 決 へ つ な が る と 考 え た 。 看 護 倫 理 に つ い
て ， 以 下 の よ う な 考 え も 加 え ， 研 究 を 行 っ た 。  
看 護 師 は ， 看 護 実 践 の 中 で 人 の 生 命 に 関 わ り ， プ ラ イ バ シ
ー と さ れ る 生 活 を 支 援 す る こ と か ら ， 常 に 倫 理 的 配 慮 が 求 め
ら れ る 。「看 護 師 の 看 護 倫 理 」に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 す る と ，
水 澤 （ 2 0 1 0） は ， 看 護 倫 理 の 研 修 会 受 講 に つ い て 看 護 基 礎 教
育 機 関 で 6 7 %，看 護 基 礎 教 育 終 了 後 4 0 %の 受 講 率 で ，決 し て 高
く な い こ と を 明 ら か に し て い た 。 さ ら に ， 9 0％ 以 上 の 看 護 師
が 倫 理 的 知 識 に 乏 し い と 認 識 し（ 水 澤 ，2 0 1 0），山 本 ら（ 2 0 0 5）
は ， 倫 理 教 育 の ニ ー ズ が 高 い こ と を 明 ら か に し て い る 。  
精 神 科 に お い て ， 田 中 ら （ 2 0 1 0） は ， 精 神 疾 患 の 状 態 に よ
っ て は ， 精 神 障 害 者 の 判 断 能 力 が 低 下 す る こ と も あ り ， 精 神
科 看 護 師 が 体 験 す る 頻 度 の 高 い 倫 理 的 問 題 が ， 精 神 科 看 護 師
の 判 断 と 精 神 障 害 者 の 判 断 が 対 立 す る こ と か ら 生 じ る こ と を
明 ら か に し て い る 。 患 者 尊 重 を 含 め た 倫 理 的 問 題 の 解 決 に ，
石 﨑 （ 2 0 0 6） は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 困 難 な 患 者 を 対 象 と
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す る 精 神 科 で 患 者 と の 人 間 関 係 構 築 の 重 要 性 を 示 唆 し て い た 。
精 神 科 で は ，「 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 」に
基 づ き ， 患 者 の 意 思 と 関 係 な く 強 制 的 入 院 や 隔 離 ， 身 体 的 拘
束 と い っ た 行 動 制 限 の 伴 う 治 療 （ 以 下 ， 治 療 的 行 動 制 限 ） が
認 め ら れ ， 医 療 者 優 位 に 陥 る 危 険 性 を 秘 め て い る 。 ま た ， 退
院 後 に 地 域 生 活 を 送 る 精 神 障 害 者 で あ っ て も ， 社 会 や マ ス メ
デ ィ ア か ら 作 ら れ る 偏 見 や 差 別 が あ り ， 人 権 侵 害 を 受 け や す
い 。 こ の よ う に ， 精 神 障 害 者 や そ の 家 族 に 関 わ る 精 神 科 看 護
師 に は ， 治 療 及 び 生 活 の 場 に お け る 倫 理 的 な 配 慮 が 必 要 と さ
れ る 。  
本 研 究 で は ， 精 神 科 看 護 師 を 対 象 に 看 護 倫 理 に 関 す る 研 修
会 を 行 い ，そ の 直 後 と ， 6 カ 月 後 に ，精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理
に 対 す る 意 識 調 査 を 実 施 し た 。 本 研 究 の 目 的 は ， 看 護 倫 理 研
修 会 に 参 加 し た 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す る 意 識 を 構 造
化 す る こ と で あ る 。 そ の 中 か ら ， 研 修 会 に よ っ て ， 社 会 参 加
の 看 護 意 欲 が 向 上 し た か を 検 討 す る 。  
 
第 2 節  方 法  
１ ． 研 究 対 象  
研 究 対 象 は ， 約 3 0 0 床 の 単 科 精 神 科 民 間 病 院 に 勤 務 す る 精
神 科 看 護 師 で ， そ の う ち ， 看 護 倫 理 の 院 内 研 修 会 （ 以 下 ， 研
修 会 ） に 参 加 し た 3 9 名 で あ る 。  
 
2． 研 究 期 間  
2 0 1 3 年 4 月 ～ 2 0 1 4 年 2 月  
 
3． 看 護 倫 理 研 修 会 の 概 要  
ま ず ， 研 究 対 象 病 院 よ り 研 修 会 の 依 頼 が あ り ， そ の 研 究
対 象 病 院 に 研 究 の 承 諾 を 得 て 研 究 メ ン バ ー で 研 修 会 計 画 を
検 討 し た 。 看 護 倫 理 を テ ー マ と し た 研 修 会 開 催 に つ い て ，
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研 究 対 象 病 院 の 教 育 委 員 会 メ ン バ ー と 協 議 し 修 正 を 加 え ，
依 頼 の 3 カ 月 後 で あ る 5 月 に 研 修 会 を 開 催 し た 。  
１ ） 看 護 倫 理 研 修 会 の 学 習 目 標  
精 神 科 に お け る 基 本 的 な 看 護 倫 理 に つ い て 理 解 す る こ と
で あ る 。  
 
2） 研 修 時 間  
研 修 時 間 は ， 研 究 対 象 病 院 の 教 育 委 員 会 メ ン バ ー と 相
談 し て 精 神 科 看 護 師 の 負 担 が 少 な く ， 看 護 業 務 に 支 障 の
な い 6 0 分 間 に 設 定 し た 。  
 
3） 研 修 内 容  
文 献（ 坂 田 ら ，2 0 0 6）や 一 般 社 団 法 人 日 本 精 神 科 看 護 協 会  倫
理 綱 領 ( 2 0 0 4 )， 先 行 研 究 （ 石 川 ら ， 2 0 0 5）（ 横 田 ， 2 0 1 1） 等 を
も と に 研 修 内 容 を 抽 出 し た 。 ま ず ， 看 護 倫 理 の 必 要 性 に つ い
て 5 分 間 説 明 し た （ 導 入 ）。 次 に ， 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す
倫 理 綱 領 1 0 項 目 （ 一 般 社 団 法 人 日 本 精 神 科 看 護 協 会  倫 理 綱
領 ， 2 0 0 4 )を 中 心 に ，精 神 科 に お け る 看 護 倫 理 に つ い て 事 例 を
挙 げ な が ら 4 0 分 間 説 明 し た 。そ し て ，臨 床 の 倫 理 的 問 題 を 考
え る 方 法 と し て の 臨 床 倫 理 4 分 割 表 の 活 用 方 法 （ J o n s e n  A R，
1 9 9 2）を 1 5 分 間 説 明 し た 。臨 床 倫 理 4 分 割 表（ T h e  f o u r  t o p i c s  
a p p r o a c h  t o  c l i n i c a l  e t h i c s  c a s e  a n a l y s i s） 」 は ， J o n s e n  
A R  に よ っ て 1 9 8 0 年 代 に 米 国 で 提 唱 さ れ た 。 臨 床 の 倫 理 的 問
題 を 有 効 に 検 討 す る 道 具 で あ る 。 臨 床 倫 理 4 分 割 表 の 4 つ の
枠 で あ る 医 学 的 適 応 （ M e d i c a l  I n d i c a t i o n ）， 患 者 の 意 向
（ P a t i e n t  P r e f e r e n c e s  ），生 き る こ と の 質（ Q u a l i t y  O f  L i f e），
周 囲 の 状 況 （ C o n t e x t u a l  F e a t u r e s） に ， 倫 理 的 問 題 を 分 け ，
考 え よ う と す る も の で あ る 。 日 本 に は ， 赤 林 ら に よ っ て 紹 介
さ れ た 。 現 在 ， 臨 床 倫 理 を 考 え る 中 で 利 用 さ れ ， 看 護 師 が 臨
床 倫 理 を 考 え る 方 法 と し て も ，4 分 割 表 の 有 効 性 は 明 ら か に さ
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れ て い る （ 石 川 ら ， 2 0 0 5）（ 横 田 ， 2 0 1 1）。  
 
4． デ ー タ 収 集 方 法  
質 問 紙 は ，研 修 会 資 料 と と も に 配 布 し た 。研 修 会 終 了 直 後 ，
研 究 者 が 研 究 の 趣 旨 を 説 明 し ， 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 研 修
会 終 了 後 ，回 収 ボ ッ ク ス で 回 収 し た 。さ ら に ， 6 カ 月 後 ，研 究
の 趣 旨 を 説 明 後 ， 研 究 に 同 意 し た 精 神 科 看 護 師 に 対 し て ， 半
構 造 的 面 接 を 行 っ た 。 面 接 は ， プ ラ イ バ シ ー が 確 保 で き る 個
室 を 使 用 し ， 参 加 者 の 同 意 を 得 て 録 音 し た 。 調 査 内 容 は ， 質
問 紙 及 び 面 接 と も に ， 基 本 属 性 と し て 年 齢 ， 性 別 ， 看 護 師 経
験 ， そ の 内 の 精 神 科 勤 務 経 験 と し た 。 質 問 紙 は 「 研 修 会 の 学
び や 感 想 」 の 自 由 記 述 と し ， そ の 中 か ら 「 看 護 倫 理 の 意 識 」
に 関 す る 内 容 を 抽 出 し 分 析 デ ー タ と し た 。 主 な 面 接 内 容 は ，
先 行 研 究 （ 水 澤 ， 2 0 1 0）（ 山 本 ら ， 2 0 0 5）（ 田 中 ら ， 2 0 1 0）（ 石
﨑 ， 2 0 0 6） 等 を 基 に 「 看 護 実 践 を す る 中 の 看 護 倫 理 の 意 識 」，
「 看 護 倫 理 を 意 識 す る 時 」，「 看 護 倫 理 の 学 習 」 と し た 。  
 
5． 分 析 方 法  
回 収 し た 回 答 用 紙 お よ び 面 接 で 得 ら れ た デ ー タ は ， す べ て
逐 語 録 に 起 こ し た 。 回 答 用 紙 の 「 研 修 会 の 学 び や 感 想 」 の 記
述 か ら 看 護 倫 理 に 関 す る 部 分 に つ い て ， 同 一 内 容 の 記 述 を ひ
と つ の コ ー ド と し て 取 り 出 し た 。 そ れ ら の コ ー ド に つ い て 質
的 帰 納 的 に 分 析 を 進 め て 抽 象 度 を 上 げ ， サ ブ カ テ ゴ リ ー お よ
び カ テ ゴ リ ー と し て 集 約 し た 。 さ ら に ， カ テ ゴ リ ー を 図 式 化
し ， そ の 関 係 性 を 含 め 意 味 内 容 を 文 章 化 し た 。 コ ー ド 化 と 帰
納 的 分 析 ， コ ー ド 間 の 関 係 性 に つ い て は ， 研 究 者 4 名 で そ の
妥 当 性 の 検 討 を 繰 り 返 し 行 っ た 。  
 
6． 倫 理 的 配 慮  
研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 勤 務 す る 施 設 の 病 院 長 と 看
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護 部 長 に ， 文 書 お よ び 口 頭 で ， 研 究 に つ い て 説 明 し 研 究 の 承
諾 を 得 た 。 す な わ ち ， 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 に 調 査 の
目 的 お よ び 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ バ シ ー の 保 護 ， 匿 名
性 の 保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会 等 で 公 表 す る が 個
人 が 特 定 さ れ な い こ と ， 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら
れ た と み な す こ と を 口 頭 で 説 明 し た 。 質 問 紙 へ の 回 答 は 無 記
名 と し た 。 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら れ た と み な し
た 。 面 接 に つ い て は ， 同 意 書 の 署 名 を も っ て 研 究 の 同 意 を 確
認 後 ， 実 施 し た 。 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 所 属 す る 病



















  人として行う道筋 、社会生活を送る上での一般的な決まりごと 、守るべき秩序  
  人として、ふさわしいふるまい方  
 
2．医療の中の倫理 
  医の倫理 ：医師の倫理？   医療倫理 ：医療者の倫理   臨床倫理 ：医療の現場で 考える倫理  
  看護倫理 ：看護者の倫理 
 
3．看護倫理 
 1）日本看護協会 看護者の倫理綱領 15 条文 
 
 2)日本精神科看護技術協会 倫理綱領 
  ①精神科看護者は、対象となる人々の基本的人権を尊重し、個人の尊厳と権利を擁護する。 
   ②精神科看護者は、対象となる人々が説明と同意に基づき治療へ参画できるよう努める。 
   ③精神科看護者は、治療過程において隔離等の行動制限が必要な場合に、それを最小限にとど
めるよう努める。 
  ④精神科看護者は、職務上知り得た秘密を守り、プライバシーを保護する。 
  ⑤精神科看護者は、専門職業人として質の高い看護を提供するため継続して学習に努める。 
  ⑥精神科看護者は、より有効な看護実践を探求するため研究に努める。 
  ⑦精神科看護者は、家族や他の専門職との連携を図り、対象となる人々がその人らしく生活で
きるよう努める。 


















                                              配布資料 
4．臨床倫理 





  2)臨床倫理の 4 分割表 














     コミュニケーションと信頼関係   
3.治療の拒否  
4.事前の意思表示   Living Will 
5.代理決定 （代行判断、最善利益）  
QOL                  
幸福追求の原則 
             
1.QOL の定義と評価             
（身体、心理、社会、スピリチュアル）       
2.誰がどのような基準で決めるか       
・偏見の危険                
・何が患者にとって最善か          
3.QOL に影響を及ぼす因子  
4.生命維持についての意思決定   
周囲の状況  
  公平・利益の原則 
  
  1.家族や利害関係者  
 2.守秘義務  
  3.経済的側面、公共の利益  
  4.施設の方針、診療形態、研究教育  
  5.法律、慣習 、宗教  
  6.その他 （診療情報開示、医療事故など）  
 





















第 3 節  結 果  
１ ． 対 象 者 の 概 要  
回 答 用 紙 の 回 収 が で き た の は 2 5 名 （ 回 収 率 6 4 . 1 %） で ， 女
性 1 6 名 ， 男 性 9 名 で あ っ た 。 平 均 年 齢 は 4 0 . 8 歳 ， 臨 床 経 験
は 平 均 1 7 . 9 年 ， そ の 内 の 精 神 科 勤 務 経 験 が 平 均 1 7 . 3 年 で あ
っ た 。 面 接 は 精 神 科 看 護 師 6 名 （ 追 跡 率 2 4％ ） に 対 し て 実 施
し ， 女 性 3 名 ， 男 性 3 名 で あ っ た 。 平 均 年 齢 3 5 . 7 歳 ， 看 護 師
経 験 が 平 均 9 . 7 年 ， そ の 内 の 精 神 科 勤 務 経 験 が 平 均 9 . 7 年 で
あ っ た 。 面 接 は ， 一 人 1～ 2 回 ， 時 間 は 一 人 平 均 3 0 . 5 分 間 で
あ っ た 。  
 
2． 看 護 倫 理 に 対 す る 意 識 の カ テ ゴ リ ー  
第 1 回  構 造 図  
デ ー タ を 分 析 し コ ー ド 化 し た （ 表 3， 表 4）。 さ ら に 分 析 を
重 ね ， 以 下 の よ う な サ ブ カ テ ゴ リ ー お よ び カ テ ゴ リ ー を 抽 出
し た（ 図 4）。集 約 さ れ た コ ー ド の 内 容 は『  』，サ ブ カ テ ゴ リ
ー は ≪  ≫ ， カ テ ゴ リ ー は ，【  】 で 表 す 。  
研 修 会 終 了 直 後 に 関 し て ， 以 下 の よ う な 8 つ の サ ブ カ テ ゴ
リ ー お よ び 5 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 研 修 会 に 参 加 し た
精 神 科 看 護 師 は ， ≪ 倫 理 的 問 題 を 考 え る こ と は 難 し い ≫ と 感
じ ，≪ 研 修 会 は 看 護 を 倫 理 的 視 点 で 振 り 返 る 機 会 ≫ で ，【 難 し
い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と し て の 研 修 会 】 と 捉 え て い た 。 そ
の 中 で ，【 精 神 科 看 護 師 と し て の 職 業 倫 理 的 役 割 】を 意 識 す る
機 会 と な り ， ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人 権 保 護 ≫ 及 び 精 神 科 に 特
化 し た ≪ 治 療 的 行 動 制 限 を 受 け る 患 者 の 人 権 保 護 ≫ と い っ た
【 患 者 の 人 権 保 護 】 を 意 識 し て い た 。 さ ら に ， ≪ 倫 理 的 問 題
に 対 す る ジ レ ン マ ≫ を 感 じ な が ら ， ≪ 倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を
考 え ， 研 修 会 は 【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策 】 を 考
え る 機 会 と も な っ て い た 。 研 修 会 参 加 に よ っ て ， ≪ 看 護 倫 理
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に 関 す る 学 習 不 足 の 意 識 ≫ が 生 じ ， ≪ 看 護 倫 理 に 関 す る 学 習
の 必 要 性 の 意 識 ≫ が で き ，【 看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】が
生 じ て い た 。  
研 修 会 終 了 6 カ 月 後 に 関 し て ， 以 下 の よ う な 4 つ の サ ブ カ
テ ゴ リ ー お よ び 3 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 精 神 科 看 護 師
は ， 研 修 会 終 了 直 後 か ら 継 続 し ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人 権 保 護
≫ 及 び 精 神 科 に 特 化 し た ≪ 治 療 的 行 動 制 限 を 受 け る 患 者 の 人
権 保 護 ≫ と い っ た 【 患 者 の 人 権 保 護 】 を 常 に 意 識 し て い た 。
さ ら に ， 研 修 会 終 了 直 後 か ら 継 続 し た ≪ 倫 理 的 問 題 に 対 す る
ジ レ ン マ ≫ が あ り ， 同 時 に ≪ 倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 講 じ る と
い う【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策 】が 存 在 し て い た 。
6 ヶ 月 の 間 に 研 修 会 の 時 の 学 習 内 容 が 薄 れ て い る も の の ，研 修
会 終 了 直 後 の 【 看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】 が 影 響 し ，【 定
期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】を 感 じ て い た 。 3 2 5 の コ ー ド の 内 ，主
な コ ー ド を 交 え ， 研 修 会 終 了 直 後 お よ び 6 カ 月 後 の カ テ ゴ リ
















表 3 .研 修 会 参 加 直 後 に お け る 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す る
意 識  
カ テ ゴ リ
ー  
サ ブ カ テ ゴ リ ー  主 な コ ー ド  
難 し い 看
護 倫 理 を
考 え る 機
会 と し て
の 研 修 会  
 
倫 理 的 問 題 を 考
え る こ と は 難 し
い  
  倫 理 的 な 問 題 は 非 常 に 難 し い  
  研 修 会 の 短 い 時 間 で は 頭 に 入 ら
ず ， 困 っ た  
研 修 会 は 看 護 を
倫 理 的 視 点 で 振
り 返 る 機 会  
  難 し い が ， 倫 理 的 問 題 を 考 え る
機 会 と な っ た  
  患 者 や 家 族 へ の 対 応 を 倫 理 的 な
視 点 で 考 え る 機 会 と な っ た  
  患 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 れ て い
る の か 考 え る 機 会 と な っ た  
精 神 科 看
護 師 と し
て の 職 業
倫 理 的 役
割  
 
  患 者 を 第 一 に 尊 重  
  人 の 道  
  精 神 科 看 護 師 と し て ど う あ る べ
き か を 見 極 め る  
  患 者 が 暴 力 に 及 ば な い よ う に 観
察 ， 洞 察 力 を 磨 き 予 防 に 務 め る  
  日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す 倫 理
綱 領 1 0 項 目 を 常 に 意 識 し て お
く  
  看 護 師 と し て の 倫 理 観 を 軸 に ，
み ん な で 共 有 し ， 考 え 検 討 し て
い く こ と が 大 切  
患 者 の 人
権 保 護  
看 護 師 の 立 場 で
の 人 権 保 護  
  同 じ 人 と し て 関 わ り た い  
  基 本 的 人 権 の 尊 重 が 看 護 師 に 必
要 で あ る  
治 療 的 行 動 制 限
を 受 け る 患 者 の
人 権 保 護  
  治 療 的 行 動 制 限 が あ る こ と で 特
に 基 本 的 人 権 の 尊 重 が 求 め ら れ
る  
  患 者 の 日 常 生 活 行 動 で 満 足 に つ
な が る 工 夫    
倫 理 的 問
題 に 対 す
る ジ レ ン
マ と 対 策  
倫 理 的 問 題 に 対
す る ジ レ ン マ  
  研 修 会 の 参 加 で ， ジ レ ン マ と し
て 認 識 す る こ と が 増 え る  
  精 神 科 の 臨 床 で は ， 倫 理 的 ジ レ
ン マ が 多 い  
  治 療 的 行 動 制 限 を す る ジ レ ン マ  
倫 理 的 問 題 の 対
策  
  治 療 的 行 動 制 限 を 人 道 的 な 視 点
で 考 え 対 応 す る             
  指 導 が 困 難 で 倫 理 的 に 問 題 と わ
か っ て い て も 口 調 が 強 く な っ た
こ と の 反 省  
看 護 倫 理
へ の 学 習
意 欲 の 向
上  
看 護 倫 理 に 関 す
る 学 習 不 足 の 意
識  
  ま だ ま だ 自 分 が 未 熟 な の が わ か
る  
  看 護 倫 理 に つ い て の 意 識 ， 知 識
が 不 足 し て い る  
  4 分 割 表 は 有 効  
  4 分 割 表 を 使 用 す る こ と が 難 し
い   
看 護 倫 理 に 関 す
る 学 習 の 必 要 性
の 意 識  
  専 門 職 と し て 努 力 し て い か な け
れ ば な ら な い  
  臨 床 倫 理 の 4 分 割 表 に つ い て 学





表 4 .研 修 会 参 加 6 ヶ 月 に お け る 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す
る 意 識  
カ テ ゴ リ
ー  
サ ブ カ テ ゴ リ ー  主 な コ ー ド  
患 者 の 人
権 保 護  
看 護 師 の 立 場 で
の 人 権 保 護  
  人 権 保 護 は 常 に 意 識 し て い る  
  人 権 の 尊 重 は 重 要                                 
治 療 的 行 動 制 限
を 受 け る 患 者 の
人 権 保 護  
  治 療 的 行 動 制 限 時 は 特 に 人 権 の
尊 重 が 重 要  
  治 療 的 行 動 制 限 さ れ て い る 中 で
の 生 活 を 充 実 さ せ る 工 夫  
倫 理 的 問
題 に 対 す
る ジ レ ン
マ と 対 策  
倫 理 的 問 題 に 対
す る ジ レ ン マ  
  倫 理 的 ジ レ ン マ が 多 い  
  治 療 的 行 動 制 限 に 納 得 で き ず い
や が る 患 者 か ら 感 じ る ジ レ ン マ  
倫 理 的 問 題 の 対
策  
  カ ン フ ァ レ ン ス で 倫 理 的 問 題 を
話 し 合 う  
  倫 理 的 問 題 を 話 し 合 う 場 の 必 要
性  
定 期 的 な
研 修 会 の
必 要 性  
 
  研 修 会 を 受 け た 時 は 看 護 倫 理 に
納 得  
  研 修 会 内 容 は 言 わ れ な い と 思 い
だ せ な い こ と も 多 い  
  職 業 倫 理 的 な 意 識 が 薄 れ て く る  
  研 修 会 が 倫 理 を 考 え る 刺 激  
  学 習 し た い  
  看 護 倫 理 を 認 識 す る た め の 研 修





1 )研 修 会 終 了 直 後 の カ テ ゴ リ ー （ 表 3）  
（ 1） 難 し い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と し て の 研 修 会  
『 倫 理 的 な 問 題 は 非 常 に 難 し い 』 と 『 短 い 時 間 で は 頭 に
入 ら ず ， 困 っ た 』 か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー を ≪ 倫 理 的 問 題 を
考 え る こ と は 難 し い ≫ と し た 。『 難 し い が ， 倫 理 的 問 題 を 考
え る 機 会 と な っ た 』，『 患 者 や 家 族 へ の 対 応 を 倫 理 的 な 視 点
で 考 え る 機 会 と な っ た 』，『 患 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 れ て い
る の か 考 え る 機 会 と な っ た 』 か ら サ ブ カ テ ゴ リ ー を ≪ 研 修
会 は 看 護 を 倫 理 的 視 点 で 振 り 返 る 機 会 ≫ と し た 。 こ れ ら 2
つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー か ら ， カ テ ゴ リ ー 【 難 し い 看 護 倫 理 を
考 え る 機 会 と し て の 研 修 会 】 に 集 約 し た 。  
 
( 2 )  精 神 科 看 護 師 と し て の 職 業 倫 理 的 役 割  
  精 神 科 看 護 師 は ，職 業 倫 理 的 役 割 に つ い て ，『 患 者 を 第 一
に 尊 重 』 し 『 人 の 道 』 に 反 し て い な い か を 考 え ，『 精 神 科 看
護 師 と し て ど う あ る べ き か を 見 極 め る 』 こ と が 必 要 で あ る
と 捉 え て い た 。 精 神 症 状 に よ り 『 患 者 が 暴 力 に 及 ば な い よ
う に 観 察 ， 洞 察 力 を 磨 き 予 防 に 務 め る 』 こ と が ， 職 業 倫 理
的 役 割 と 意 識 し て い た 。 質 の 高 い 看 護 の 提 供 に つ な げ る た
め に ，『 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す 倫 理 綱 領 1 0 項 目 を 常 に
意 識 し て お く 』 や 『 看 護 師 と し て の 倫 理 観 を 軸 に ， み ん な
で 共 有 し ， 考 え 検 討 し て い く こ と が 大 切 』 と い う 看 護 チ ー
ム で の 倫 理 的 検 討 を 役 割 と 考 え ，【精 神 科 看 護 師 と し て の 職
業 倫 理 的 役 割 】 と い う カ テ ゴ リ ー に 集 約 し た 。  
 
 ( 3 )患 者 の 人 権 保 護  
厳 し い 偏 見 の あ る 社 会 で 生 き る 精 神 障 害 者 に ，『 同 じ 人 と
し て 関 わ り た い 』 や 『 基 本 的 人 権 の 尊 重 が 看 護 師 に 必 要 で
あ る 』 と 意 識 し ， サ ブ カ テ ゴ リ ー を ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人
権 保 護 ≫ と し た 。『 治 療 的 行 動 制 限 が あ る こ と で 特 に 基 本 的
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人 権 の 尊 重 が 求 め ら れ る 』 と 捉 え ， 治 療 的 行 動 制 限 を 受 け
る 患 者 に 対 し ， 隔 離 室 外 で 行 う 洗 面 等 は そ ば に 付 き 添 い ゆ
っ く り し て も ら う 等 ，『 患 者 の 日 常 生 活 行 動 で 満 足 に つ な が
る 工 夫 』 を 行 っ て い た こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 治 療 的
行 動 制 限 を 受 け る 患 者 の 人 権 保 護 ≫ を 抽 出 し た 。こ れ ら の 2
つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を カ テ ゴ リ ー 【 患 者 の 人 権 保 護 】 に 集
約 し た 。  
 
 ( 4 )  倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策  
研 修 会 参 加 に よ り 倫 理 的 視 点 で 看 護 を 振 り 返 り ，『 治 療 的
行 動 制 限 を す る ジ レ ン マ 』 を 多 く 感 じ ，『 研 修 会 の 参 加 で ，
ジ レ ン マ と し て 認 識 す る こ と が 増 え る 』 や 『 精 神 科 の 臨 床
で は ， 倫 理 的 ジ レ ン マ が 多 い 』 と 捉 え ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪
倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ ≫ を 抽 出 し た 。 ジ レ ン マ を 感
じ る と 同 時 に ，『 治 療 的 行 動 制 限 を 人 道 的 な 視 点 で 考 え 対 応
す る 』 こ と を 心 が け ， 精 神 障 害 者 の 病 識 が な い 場 合 等 ，『 指
導 が 困 難 で 倫 理 的 に 問 題 と わ か っ て い て も 口 調 が 強 く な っ
た こ と の 反 省 』 を し て い る こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 倫
理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 抽 出 し た 。 2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を ，カ
テ ゴ リ ー 【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策 】 に 集 約 し
た 。  
 
( 5 )  看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上  
『 ま だ ま だ 自 分 が 未 熟 な の が わ か る 』，『 看 護 倫 理 に つ い て
の 意 識 ， 知 識 が 不 足 し て い る 』 と 捉 え て い た 。 研 修 会 が 開 催
さ れ る 前 の 院 内 看 護 研 究 発 表 で 4 分 割 表 に 関 す る 研 究 発 表 を
想 起 し ，『 4 分 割 表 は 有 効 』 だ が 『 4 分 割 表 を 使 用 す る こ と が
難 し い 』 と あ っ た 。 以 上 の こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 看 護
倫 理 に 関 す る 学 習 不 足 の 意 識 ≫ を 抽 出 し た 。『専 門 職 と し て 努
力 し て い か な け れ ば な ら な い 』，『 臨 床 倫 理 の 4 分 割 表 に つ い
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て 学 習 し た い 』 と い う 希 望 が あ り ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 看 護 倫
理 に 関 す る 学 習 の 必 要 性 の 意 識 ≫ を 抽 出 し た 。2 つ の サ ブ カ テ
ゴ リ ー を ， カ テ ゴ リ ー 【 看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】 に 集
約 し た 。  
 
2 )  修 会 終 了 6 カ 月 後 の カ テ ゴ リ ー （ 表 3）  
( 1） 患 者 の 人 権 保 護  
『 人 権 保 護 は 常 に 意 識 し て い る 』や『 人 権 の 尊 重 は 重 要 』
か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 看 護 師 の 立 場 で の 人 権 保 護 ≫ を 抽
出 し た 。『治 療 的 行 動 制 限 時 は 特 に 人 権 の 尊 重 が 重 要 』や『 治
療 的 行 動 制 限 さ れ て い る 中 で の 生 活 を 充 実 さ せ る 工 夫 』 を
常 に 意 識 し て い る こ と か ら ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 治 療 的 行 動
制 限 を 受 け る 患 者 の 人 権 保 護 ≫ と し た 。2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ
ー を ， カ テ ゴ リ ー 【 患 者 の 人 権 保 護 】 に 集 約 し た 。  
 
3） 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ と 対 策  
精 神 科 の 臨 床 で は ，『倫 理 的 ジ レ ン マ が 多 い 』と 考 え ，『治
療 的 行 動 制 限 に 納 得 で き ず い や が る 患 者 か ら 感 じ る ジ レ ン
マ 』 が あ り ， サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン
マ ≫ を 抽 出 し た 。 精 神 科 看 護 師 は ， ジ レ ン マ を 感 じ る と 同
時 に 『 カ ン フ ァ レ ン ス で 倫 理 的 問 題 を 話 し 合 う 』 こ と は あ
る が ，も っ と『 倫 理 的 問 題 を 話 し 合 う 場 の 必 要 性 』を 感 じ ，
サ ブ カ テ ゴ リ ー ≪ 倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 抽 出 し た 。2 つ の サ
ブ カ テ ゴ リ ー を ， カ テ ゴ リ ー 【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン
マ と 対 策 】 に 集 約 し た 。  
 
2 )  定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性  
『 研 修 会 を 受 け た 時 は 看 護 倫 理 に 納 得 』 す る が ， 日 々 の
業 務 に 紛 れ て ，6 ヶ 月 後 に お い て『 研 修 会 内 容 は 言 わ れ な い
と 思 い だ せ な い こ と も 多 い 』 と 考 え ， 精 神 保 健 福 祉 の 普 及
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や 社 会 の 信 頼 と 期 待 に 応 え る と い っ た 『 職 業 倫 理 的 な 意 識
が 薄 れ て く る 』 こ と が 生 じ て い た 。 し か し ，『 研 修 会 が 倫 理
を 考 え る 刺 激 』 と な り ， 研 修 会 終 了 直 後 の 【 看 護 倫 理 へ の
学 習 意 欲 の 向 上 】が ， 6 ヶ 月 後 も『 学 習 し た い 』と い う 意 欲
と な っ て い た 。 そ の た め ，『 看 護 倫 理 を 認 識 す る た め の 研 修
会 が 定 期 的 に 必 要 』 と 感 じ て い た 。 以 上 の こ と か ら ， カ テ
ゴ リ ー 【 定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】 を 抽 出 し た 。  
 
第 2 回  構 造 図  
 第 1 回 の 構 造 図 を さ ら に 分 析 し ， 構 造 化 し た 。  
 
 
第 4 節  考 察  
分 析 対 象 と な る 精 神 科 看 護 師 の 数 が 少 な く 今 後 の さ ら な る
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研 究 が 必 要 で あ る も の の ， 精 神 科 看 護 師 の 看 護 倫 理 に 対 す る
意 識 の 構 造 を 図 4 の よ う に 表 し て み た 。 し か し ， 本 研 究 に 参
加 の 精 神 科 看 護 師 は ， 研 究 参 加 の 意 思 が あ る 時 点 で 看 護 倫 理
へ の 興 味 や 学 習 意 欲 が あ る と も 言 え た 。 今 後 ， そ う い っ た バ
イ ア ス を で き る だ け 除 外 し ， 分 析 対 象 者 を 増 や し た 研 究 が 必
要 で あ る 。  
図 4 の 構 造 図 を 見 る と ， 研 修 会 開 催 は ， 精 神 科 看 護 師 に と
っ て 【 難 し い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と し て の 研 修 会 】 と な る
こ と が 明 ら か で あ る 。 そ の 中 で 【 精 神 科 看 護 師 と し て の 職 業
倫 理 的 役 割 】，【 患 者 の 人 権 保 護 】，【 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ
ン マ と 対 策 】 を 考 え る 機 会 と な り ， 研 修 の 学 習 目 標 「 精 神 科
に お け る 基 本 的 な 看 護 倫 理 の 理 解 」 は 達 成 と 評 価 で き る 。 山
本 ら （ 2 0 0 5） の 看 護 師 同 様 ， 本 研 究 の 精 神 科 看 護 師 も 倫 理 教
育 の ニ ー ズ が 高 か っ た こ と が 推 定 さ れ ， そ の た め ， 学 習 効 果
が 上 が っ た と 考 え ら れ た 。 さ ら に ， 研 修 会 参 加 に よ っ て 【 看
護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の 向 上 】 が 生 じ ， そ の 影 響 は ， 研 修 会 終
了 6 カ 月 後 に お い て も 【 定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】 へ つ な が
る こ と が 明 ら か に な っ た 。 研 修 会 は ， 看 護 倫 理 の 内 容 に よ っ
て は 意 識 が 薄 ら ぐ も の が あ る も の の ，6 ヶ 月 後 に 影 響 を 及 ぼ し
有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。 精 神 科 看 護 師 が 時 期 を 問 わ ず 常 に
意 識 し て い た も の は ，【 患 者 の 人 権 保 護 】 で あ っ た 。 精 神 障 害
者 の 人 権 侵 害 を 象 徴 す る 1 9 8 4 年 の 宇 都 宮 病 院 事 件 を 筆 頭 に ，
医 療 現 場 で の 精 神 障 害 者 に 対 す る 人 権 侵 害 の 歴 史 が あ る 。 本
研 究 結 果 は ， 精 神 科 看 護 師 が 治 療 的 行 動 制 限 等 に よ り 人 権 侵
害 に 及 ぶ 危 険 性 を 意 識 し て い る と 言 え ， 常 に 倫 理 的 意 識 を 持
っ て い る と も 言 え た 。 ま た ， 同 じ よ う に 時 期 を 問 わ ず 意 識 し
て い た も の と し て ， ≪ 倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ ≫ が あ っ
た 。 水 澤 （ 2 0 0 9 )は ， 看 護 師 を 対 象 に し た 調 査 で ， 倫 理 を め ぐ
る 問 題 を 1 カ 月 に 1～ 3 回 経 験 す る こ と が 多 い が ,経 験 し た 問
題 を 解 決 し た 割 合 は 4 0％ と 低 い こ と を 明 ら か に し て い る 。 ≪
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倫 理 的 問 題 の 対 策 ≫ を 講 じ て も ， 解 決 し な か っ た り ， 新 た な
倫 理 的 問 題 の ジ レ ン マ が 生 じ ，【倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ
と 対 策 】 は 精 神 科 看 護 師 の 中 に 常 に 存 在 し て い る こ と が 推 測
さ れ た 。  
次 に コ ー ド を 見 て い く と ，【難 し い 看 護 倫 理 を 考 え る 機 会 と
し て の 研 修 会 】 の コ ー ド で あ る 『 短 い 時 間 で は 頭 に 入 ら ず ，
困 っ た 』 は ， 研 修 の 時 間 に 対 し て 学 習 内 容 が 多 す ぎ た こ と が
考 え ら れ た 。 水 澤 （ 2 0 0 9） は ， 倫 理 教 育 の 内 容 や 効 果 の 見 直
し を 指 摘 し て お り ，今 回 の 研 究 か ら 得 ら れ た 改 善 点 を 活 か し ，
精 神 科 看 護 師 の 理 解 し や す い 教 育 へ の 工 夫 が 必 要 で あ る 。【精
神 科 看 護 師 と し て の 職 業 倫 理 的 役 割 】 の コ ー ド で は ， 暴 力 に
及 ば な い よ う に 『 観 察 ， 洞 察 力 を 磨 き 予 防 に 務 め る 』 こ と が
再 認 識 で き て い た 。 古 木 ら （ 2 0 0 7） の 患 者 に よ る 暴 力 の 被 害
実 態 調 査 に よ る と ， 精 神 科 看 護 師 の 被 害 経 験 率 が 最 も 高 い と
報 告 さ れ て い る 。 佐 藤 ら （ 2 0 0 8） は ， 精 神 科 に お い て 暴 力 が
日 常 化 し 暴 力 の リ ス ク よ り も ケ ア の 遂 行 が 重 視 さ れ ， 暴 力 を
受 け る の も 仕 事 の 一 部 と 認 識 さ れ る 危 険 性 を 指 摘 し て い る 。
精 神 科 に お い て ， 精 神 疾 患 と い う 病 気 の 特 性 に 由 来 し た 患 者
の 暴 力 へ の 対 応 は ， 精 神 科 看 護 の 中 で も 重 要 事 項 の 一 つ で あ
る 。 今 回 の 研 修 会 は ， 暴 力 を 予 防 す る ア プ ロ ー チ が 職 業 倫 理
的 役 割 で あ る こ と を 再 認 識 す る 機 会 に な っ て い た 。 さ ら に ，
『 日 本 精 神 科 看 護 協 会 が 示 す 倫 理 綱 領 を 常 に 意 識 し て お く 』
と い う コ ー ド か ら ， 精 神 科 に お け る 倫 理 綱 領 に つ い て の 理 解
も 深 ま っ て い た 。 木 村 ら （ 2 0 1 0） が 精 神 科 の 看 護 ス タ ッ フ 間
に お け る 意 見 交 換 の 不 十 分 さ を 明 ら か に し て い た が ， 本 研 究
で も 『 看 護 師 と し て の 倫 理 観 を 軸 に ， み ん な で 共 有 し ， 考 え
検 討 し て い く こ と が 大 切 』と い う こ と を 再 認 識 し て い た 。【 患
者 の 人 権 保 護 】 の コ ー ド は ， 精 神 科 看 護 師 が 治 療 的 行 動 制 限
で 患 者 の 人 権 が 侵 害 さ れ や す い こ と を 常 に 意 識 し ， そ の 中 で
『 患 者 の 日 常 生 活 行 動 で 満 足 に つ な が る 工 夫 』 を 看 護 実 践 し
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て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。【倫 理 的 問 題 に 対 す る ジ レ ン マ
と 対 策 】 の 『 ジ レ ン マ と し て 認 識 す る こ と が 増 え た 』 と い う
コ ー ド は ， 研 修 会 に よ っ て 精 神 科 看 護 師 が 臨 床 場 面 を 倫 理 的
視 点 考 え る こ と で 生 じ た と 推 測 さ れ ， 倫 理 的 視 点 が 強 化 さ れ
た 結 果 と 言 え る 。 治 療 的 行 動 制 限 時 に 生 じ る ジ レ ン マ は ， 治
療 的 行 動 制 限 を 必 要 と す る 医 療 者 と 必 要 性 を 感 じ な い 患 者 の
思 い の 齟 齬 か ら 生 じ る 。 田 中 ら （ 2 0 1 0 )は ， 精 神 科 看 護 師 の 体
験 頻 度 が 高 い 倫 理 的 問 題 は 退 院 の 困 難 さ で あ る こ と を 報 告 し
て い る が ， 本 研 究 で は 行 動 制 限 に 関 す る 内 容 で あ っ た 。 こ れ
は ， 治 療 的 行 動 制 限 に つ い て ， 研 修 会 に お け る 説 明 の 影 響 が
考 え ら れ た 。『指 導 が 困 難 で 倫 理 的 に 問 題 と わ か っ て い て も 口
調 が 強 く な っ た こ と の 反 省 』 の コ ー ド で は ， 精 神 科 看 護 師 が
倫 理 的 問 題 と 意 識 し つ つ も ， 患 者 に 対 し 感 情 的 に な り 口 調 が
強 く な る と 反 省 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 精 神 科 看 護
師 が 感 情 的 に な る こ と の 弊 害 に つ い て ，菅 原 ら （ 2 0 1 2 )は 5 つ
の 事 例 の 分 析 か ら ， 精 神 科 看 護 師 の 強 い 口 調 の 対 応 や 強 引 な
ア プ ロ ー チ は ， 患 者 へ 援 助 意 図 が 伝 わ ら な い こ と を 明 ら か に
し て い る 。本 研 究 で は ，病 識 が な い 患 者 の 指 導 の 場 面 を 挙 げ ，
精 神 科 看 護 師 が 患 者 指 導 と い う 専 門 職 の 責 任 か ら ， 患 者 と 真
剣 に 向 き 合 う た め に 沸 き 起 こ る 怒 り の 感 情 が 考 え ら れ た 。 精
神 科 看 護 師 は ， 精 神 症 状 に よ り 常 識 で は 考 え ら れ な い 患 者 の
言 動 に 当 惑 し ， 礼 儀 や 尊 重 に 欠 如 し た 対 応 に な る 危 険 性 が あ
る 。 木 村 ら ( 2 0 1 0 )は ， 精 神 科 看 護 師 が 患 者 に 対 し て 子 ど も を
叱 る よ う な 態 度 を と っ た り ， 患 者 に 関 わ る こ と の 拒 否 等 ， 患
者 へ の 尊 重 の 欠 如 を 明 ら か に し て い る 。 精 神 科 看 護 師 は そ の
よ う な 状 況 に 陥 る 危 険 性 を 意 識 す る こ と が 必 要 で あ り ， 今 回
の 研 修 会 は ， 看 護 場 面 を 振 り 返 り ， 精 神 科 看 護 師 自 身 の 負 の
感 情 に 気 づ く 機 会 に も な っ て い た 。【看 護 倫 理 へ の 学 習 意 欲 の
向 上 】 の コ ー ド は ， 水 澤 の 研 究 （ 2 0 1 0 )で ， 看 護 師 が 倫 理 的 知
識 の な さ を 認 識 し て い る と 報 告 が あ る よ う に ， 本 研 究 も 『 看
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護 倫 理 に つ い て の 意 識 ， 知 識 が 不 足 し て い る 』，『 研 修 会 に 参
加 し ， ま だ ま だ 自 分 が 未 熟 な の が わ か る 』 と い う コ ー ド が あ
げ ら れ た 。ま た ，『 専 門 職 と し て 努 力 し て い か な け れ ば な ら な
い 』 等 の コ ー ド か ら ， 学 習 へ の 動 機 を 高 め ら れ た と 考 え ら れ
る 。 ま た ， 本 研 究 で は ， 精 神 科 看 護 師 の 中 で ， 実 際 に 4 分 割
表 を 活 用 し そ の 効 果 を 体 験 し た 者 も い た が ， ほ と ん ど は 4 分
割 表 に つ い て 学 習 し て お ら ず ， 短 い 時 間 で 理 解 で き て い な か
っ た 。看 護 の 中 で も 臨 床 倫 理 を 考 え る 方 法 と し て ，4 分 割 表 の
有 効 性 は 明 ら か に さ れ （ 石 川 ら ， 2 0 0 5）（ 横 田 ， 2 0 1 1）， 本 研
究 で 学 習 の 希 望 が あ っ た こ と か ら ， 今 後 の 研 修 会 で の 学 習 課
題 と な っ た 。【 定 期 的 な 研 修 会 の 必 要 性 】 の コ ー ド で は ， 研 修
会 で 高 め ら れ た 倫 理 的 学 習 は ， 職 業 倫 理 的 な 意 識 等 が 6 ヶ 月
の 間 に 薄 れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。『看 護 倫 理 を 認 識 す る た
め の 研 修 会 が 定 期 的 に 必 要 』 と い う コ ー ド か ら 定 期 的 な 研 修
会 の 必 要 性 を 精 神 科 看 護 師 は 意 識 し て い た 。岩 本 ら（ 2 0 0 5 )も ，
看 護 師 長 を 対 象 に し た も の で あ っ た が ， 定 期 的 な 倫 理 教 育 の
意 識 が 高 い こ と を 明 ら か に し て い る 。  
今 後 の 課 題 と し て ， 精 神 科 看 護 師 が 理 解 し や す い 研 修 会 を
定 期 的 に 開 催 し ， 看 護 倫 理 の 意 識 を 高 く 継 続 で き る 工 夫 が 必
要 で あ る と 考 え ら れ た 。  
 
第 5 節  課 題  
看 護 倫 理 の 研 修 会 に よ っ て ，倫 理 的 に 考 え ，『 専 門 職 と し て
努 力 し て い か な け れ ば な ら な い 』 等 の よ う に 看 護 意 欲 は 高 ま
っ た が ， 時 間 経 過 と も に 薄 ら ぐ こ と が 明 ら か に な り ， 看 護 倫
理 の 意 識 を 高 く 継 続 で き る 工 夫 と し て ， 理 解 し や す い 研 修 会
を 定 期 的 に 開 催 す る 必 要 が あ る 。 そ の こ と で 社 会 参 加 支 援 の




第 5 章  社 会 参 加 支 援 の た め の 認 知 行 動 療 法 の ス キ ル 獲 得 に
向 け た 院 内 研 修 会  
第 1 節  問 題 と 目 的  
実 態 調 査 ① で 明 ら か に な っ た 精 神 科 看 護 師 が 精 神 障 害 者 の
リ カ バ リ ー （ 社 会 復 帰 ） を 諦 め て い た り ， 実 態 調 査 ② で 家 族
の 意 向 で リ カ バ リ ー （ 社 会 復 帰 ） の 支 援 が 停 滞 す る 問 題 に 対
し ， ＜ 社 会 参 加 支 援 を 行 う た め の ス キ ル 獲 得 ＞ に な る 認 知 行
動 療 法 の 研 修 会 を 行 っ た 。 精 神 科 看 護 師 に と っ て ， 認 知 行 動
療 法 が 精 神 障 害 者 へ の 生 活 力 を 高 め る ス キ ル と な り ， 家 族 の
負 担 と い う 認 知 を 変 え る 家 族 支 援 と も な る と 考 え ら れ た 。 特
に ， 近 年 ， 精 神 医 療 福 祉 の 領 域 で ， 社 会 心 理 的 治 療 へ の 関 心
が 高 ま っ て い る 。 薬 物 療 法 で 改 善 さ れ な い 精 神 症 状 や 生 活 障
害 に 対 し て ， 心 理 社 会 的 ア プ ロ ー チ に よ っ て 対 処 し ， 効 果 を
得 ら れ る 社 会 心 理 的 治 療 で あ る 認 知 行 動 療 法 が 社 会 生 活 上 の
問 題 の 改 善 や 課 題 の 解 決 を 図 れ る か ら で あ る 。  
今 回 ， 研 修 会 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 が 認 知 行 動 療 法 の ス
キ ル を 習 得 す る 第 一 歩 と な る と 期 待 で き た 。本 研 究 に よ っ て ，
そ の 研 修 会 の 効 果 と 課 題 を 明 ら か に し ， 精 神 科 看 護 師 が 認 知
行 動 療 法 の ス キ ル 習 得 に 向 け た 今 後 の 教 育 の 材 料 と し た い と
考 え た 。 本 研 究 の 目 的 は ， 精 神 科 看 護 師 に 対 す る 認 知 行 動 療
法 研 修 会 の 効 果 と 課 題 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。そ こ か ら ，
研 修 会 に よ る 認 知 行 動 療 法 の 学 習 が 看 護 意 欲 に ど う 効 果 が あ
っ た か 検 討 す る 。  
 
第 2 節  方 法  
１ ． 研 究 対 象  
 研 究 対 象 は ， 約 3 0 0 床 の 単 科 精 神 科 民 間 病 院 に 勤 務 す る 精
神 科 看 護 師 で ， 認 知 行 動 療 法 の 院 内 研 修 会 （ 以 下 ， 研 修 会 ）
に 参 加 し た 4 1 名 で あ る 。  
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２ ． 研 修 会 の 概 要  
研 修 会 開 催 の 約 半 年 前 に ，研 究 対 象 病 院 の 院 長 ，看 護 部 長 ，
副 看 護 部 長 ， 教 育 委 員 会 メ ン バ ー に 文 書 お よ び 口 頭 で ， 研 究
に つ い て 説 明 し 研 究 の 承 諾 を 得 た 。 効 果 的 な 研 修 会 に す る た
め ， そ の 目 標 ， 日 時 ， 時 間 ， 内 容 等 を 教 育 委 員 会 メ ン バ ー と
検 討 し ， 以 下 の よ う に 決 定 し た 。  
1 )研 修 会 の 目 標  
 研 究 対 象 病 院 に 勤 務 す る 精 神 科 看 護 師 の 認 知 行 動 療 法 実 践
に 向 け た 第 一 回 の 研 修 会 と し ， ま ず は 「 認 知 行 動 療 法 の 基 本
的 方 法 に つ い て 理 解 す る 」 こ と を 目 標 と し た 。  
 
2 )研 修 会 の 時 期  
 病 院 お よ び 病 棟 に お け る 治 療 や 行 事 等 を 考 え ， 日 時 を 設 定
し た 。 精 神 科 看 護 師 が ， 負 担 な く 研 修 会 に 参 加 で き ， 看 護 業
務 に 支 障 の な い 6 0 分 間 を 設 定 し た 。  
 
3 )研 修 の 案 内 と 参 加 の 促 進  
  教 育 委 員 会 メ ン バ ー よ り 案 内 と 参 加 の 働 き か け を 行 う こ
と に し た 。  
 
4 )研 修 内 容  
岡 田（ 2 0 1 1）の 文 献 を 中 心 に ，内 山 ら（ 2 0 0 8），秋 山 ら（ 2 0 1 1），
D a v i d  K i n g d o n ら（ 2 0 0 2），S h a r o n  M a o r g i l l o  F r e e m a n ら（ 2 0 0 4）
等 を 参 考 に 研 修 の ポ イ ン ト と な る 内 容 を 決 定 し た 。 そ の 資 料
を 配 布 し ， 以 下 の こ と を 研 修 会 で 行 う こ と に し た 。  
（ 1） 認 知 行 動 療 法 の 概 要 に つ い て 説 明  
認 知 行 動 療 法 の 理 論・効 果・対 象 と な る 人・方 法 に つ い て ，
説 明 す る 。 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 の ス ラ イ ド を 使 用 し ， イ ラ
ス ト ， 図 表 を 入 れ な が ら 理 解 し や す い よ う に す る 。  
 
74 
（ 2） 精 神 科 看 護 師 自 身 が 認 知 行 動 療 法 の 疑 似 体 験 が で き る  
演 習  
精 神 科 看 護 師 自 身 の 生 活 に 認 知 が 及 ぼ す 影 響 に つ い て 説 明
し ， 精 神 科 看 護 師 自 身 が 自 分 の 認 知 に 気 が つ く 演 習 を 行 う 。
さ ら に 認 知 行 動 療 法 的 ア プ ロ ー チ の 効 果 を 精 神 科 看 護 師 自 身
が 感 じ て も ら う 演 習 を 行 う 。  
 
（ 3）看 護 実 践 の 中 で 行 う 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 を イ メ ー ジ で
き る 場 面 の 創 作 （ ロ ー ル プ レ イ 場 面 ）  
研 究 対 象 病 院 で 認 知 行 動 療 法 を 実 践 す る 場 面 を 創 作 し ， ロ
ー ル プ レ イ で 認 知 行 動 療 法 の 看 護 実 践 が イ メ ー ジ し や す い よ




















ロ ー ル プ レ イ 場 面  
場 面 １ ： 看 護 師 自 身 の 認 知 ， 行 動 に つ い て 考 え る ロ ー ル プ レ イ  
看 護 師 長 「 昨 日 ， 研 修 会 で 勉 強 し た よ ね 。 夕 方 の カ ン フ ァ レ ン ス で 伝
達 し て ね 。 し っ か り ， 伝 達 し て よ 。」  
 
看 護 師 「 急 に 無 理 」  
   「 で き る か な ， 不 安 ， 焦 る ・ ・ 」  
   「 ド キ ド キ し て き た ， 胃 が 痛 い 」  
   「 今 日 は ， い ろ い ろ 患 者 の ケ ア が あ る の に ， 気 に な っ て ・ ・ 集
中 で き ん 」  
 
場 面 2： 看 護 師 自 身 の 認 知 ， 行 動 に つ い て 考 え る ロ ー ル プ レ イ  
看 護 師 「 ○ ○ さ ん は ， 今 日 ， 妄 想 が ひ ど く て ， 食 事 に 毒 が 入 っ て い る
と 言 っ て ， 食 べ な い し ， 急 に 踊 り だ し て ， 隔 離 解 除 し た ば か
り で ， 周 囲 の 刺 激 が 多 い と 思 っ て ， 強 制 的 に 食 堂 か ら 部 屋 に
帰 っ て も ら っ た ん で す 」  
看 護 師 長 「 ○ ○ さ ん の 場 合 ， そ れ は ど う か な ， そ の 対 応 じ ゃ ・ ・ ・ 」  
看 護 師 「 ど う し た ら ， い い で す か 」  
看 護 師 長 「 あ ， 会 議 の 時 間 だ っ た 」 と 言 っ て 去 る  
看 護 師 「 そ の 日 ， ど こ が い け な い の か 聞 こ う と し て 師 長 さ ん を 待 っ て
い た け ど ， 会 議 が 遅 く ま で あ り ， 帰 る ま で に 会 え ま せ ん で し
た 。 家 に 帰 っ て も ， 気 に な っ て ， こ う 見 え て も 小 心 者 で ・ ・
布 団 を か ぶ り 寝 ま し た 。」  
「 認 知 の ゆ が み が あ る の で ， そ の 日 考 え た こ と は ， 辞 め さ せ
ら れ る ，  病 棟 異 動 か な ・ ・ ・ こ れ は 恣 意 （ し い ） 的 推 論 ，
ネ ガ テ ィ ブ な 結 論 を 出 す こ と で す 」  
「 師 長 に 嫌 わ れ て い る ， こ れ も 恣 意 的 推 論 ， 感 情 的 決 め つ け と
も 言 い ま す 」  
「 本 当 は 師 長 の ○ ○ さ ん に 対 す る 看 護 の 考 え が あ っ て そ の
意 見 を 言 わ れ た だ け 」  
「 そ れ と 私 に 看 護 師 と し て 成 長 し て ほ し い と 思 っ て 言 わ  れ
た か も し れ ま せ ん が ・ ・ 」  
 
場 面 3： 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法  
看 護 師 ：「 こ の 前 の 面 接 で ，一 郎 さ ん は ，太 郎 さ ん に 透 視 能 力 が あ っ て
自 分 を 見 張 っ て い る と 思 っ て 怖 く な る と い う 話 を し ま し た
ね 」  
一 郎 ：「 そ う で す ， 怖 い で す 。 そ う 思 い ま す ， 間 違 い な い で す 」  
   「 時 々 ， ひ ど く 怖 く な り ま す 」  
看 護 師 ：「 そ う 思 っ て お ら れ る の で す か 」  
    「 今 日 は ， 一 郎 さ ん が 怖 い と 感 じ な く て 済 む よ う に ， 一 郎 さ
ん の 思 っ て い る こ と を 色 々 な 角 度 か ら 一 郎 さ ん と 調 べ て み よ
う と 思 っ て い ま す 」  
    「 ど う で し ょ う か 」  
一 郎 ：「 わ か り ま し た 」  
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看 護 師：「 わ か り や す く ，考 え て い く た め に 記 録 表 を 準 備 し て き ま し た 」 
    「 こ の 記 録 表 で 整 理 し て ， 一 郎 さ ん の 怖 い 気 持 ち が 和 ら ぐ よ
う な 考 え 方 を い ろ い ろ な 視 点 か ら 調 べ て い き ま す 」  
    「 今 日 は ， 初 め て な の で ， 私 が 書 き 込 み ま す ね 」  
    「 い か が で し ょ う か 」  
一 郎 ：「 は い ， わ か り ま し た 」  
看 護 師 ： ど ん な 時 に 見 張 ら れ て い る と 思 い ま す か  
一 郎 ：「 部 屋 で 寝 て る と き ， 洗 面 所 か ら 見 張 っ て い ま す 」  
看 護 師 ：「 ど う い う 時 間 で す か 」  
一 郎 ：「 午 後 が 多 い で す 」  
看 護 師 ：「 そ の 時 の 怖 さ は ど れ く ら い で す か ， ０ ～ 1 0 0％ で 表 す と ど う
で す か ？ 」  
一 郎 ：「 9 5％ で す 」  
看 護 師 ：「 わ か り ま し た と 言 っ て ，表 に 書 き 込 み ，一 郎 さ ん に 確 認 し ま
す 」  
    「 太 郎 さ ん の 透 視 能 力 に つ い て は ， 以 前 ， 調 べ た わ け で は な
い と 言 わ れ て い ま し た が ど う で す か 」  
一 郎 ：「 調 べ て は な い け ど ，太 郎 は よ く 本 を 読 ん で い る し ，透 視 能 力 ぐ
ら い あ る と 思 っ て ・ ・ 」  
看 護 師：「 こ こ で 色 々 と 一 郎 さ ん と 太 郎 さ ん の 日 頃 の 関 わ り 方 に つ い て
聞 い て い き ま す 。 そ の 結 果 ， 話 し た こ と も ほ と ん ど な く ， 透
視 能 力 が あ る か も 太 郎 さ ん に 聞 い た わ け で な い と い う こ と が
わ か っ て き ま す 」  
    「 透 視 能 力 が あ る か 怪 し い と い う こ と を 一 郎 さ ん と 話 し 合 い
ま す 」  
一 郎：「 洗 面 所 か ら は 透 視 能 力 が な い な ら 部 屋 に い る 私 を 見 張 ら れ な い
で す ね 」  
   「 で も ， ホ ー ル に い る 時 だ っ た ら な く て も 見 張 れ ま す 」  
看 護 師 ：「 ホ ー ル で 見 張 ら れ て い る と 思 っ た こ と は あ り ま す か 」  
一 郎 ：「 そ う い え ば ， な い で す ね 」  
看 護 師 ：「 透 視 能 力 が な け れ ば ， 洗 面 所 か ら 見 張 れ な い し  
    ホ ー ル で 見 張 ら れ て い な い こ と を 一 郎 さ ん へ 確 認 し て い き ま
す 」  
    「 色 々 考 え て き ま し た が ， 面 接 の 最 初 で 怖 い 気 持 ち が 9 5％ で
し た が ， 今 は ど れ く ら い で す か 」  
一 郎 ：「 少 し 減 っ て 7 0％ ぐ ら い で す ， ま だ ， 半 信 半 疑 で す 。 透 視 能 力
が な い と 言 い 切 ら な い し ・ ・「  
看 護 師 ：「 今 ， 話 し 合 っ た ば っ か り で す し ， こ れ か ら ， １ 週 間 ， 調 べ て
み ま し ょ う ・ ・ ・  






3． 研 究 時 期  
 2 0 1 3 年 3 月 か ら 1 2 月 と し た 。  
 
4 .デ ー タ 収 集 方 法  
質 問 紙 を 研 修 会 資 料 と と も に 配 布 し ， 研 修 会 終 了 直 後 に 研
究 者 が 研 究 の 趣 旨 を 説 明 し ， 回 答 す る よ う に 依 頼 し た 。 研 修
会 終 了 後 ， 質 問 紙 を 回 収 ボ ッ ク ス で 回 収 し た 。 質 問 紙 で は ，
基 本 属 性 と し て 年 齢 ， 性 別 ， 看 護 師 経 験 ， 精 神 科 勤 務 経 験 を
尋 ね ，「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 び や 感 想 」を 自 由 記 述 さ せ
た 。  
 
5． 分 析 方 法  
回 収 し た 回 答 用 紙 で 得 ら れ た 「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学
び や 感 想 」 に 関 す る 自 由 記 述 は ， す べ て 逐 語 録 に 起 こ し た 。
逐 語 録 を 分 析 し ， 同 一 内 容 と 判 断 で き る 記 述 を ひ と つ の コ ー
ド と し て 取 り 出 し た 。 そ れ ら の コ ー ド に つ い て 質 的 帰 納 的 に
分 析 を 進 め て 抽 象 度 を 上 げ ， カ テ ゴ リ ー と し て 集 約 し た 。 さ
ら に ， カ テ ゴ リ ー を 図 式 化 し ， そ の 関 係 性 を 含 め 意 味 内 容 を
文 章 化 し た 。 コ ー ド 化 と 帰 納 的 分 析 ， コ ー ド 間 の 関 係 性 に つ
い て は ， 研 究 者 間 で そ の 妥 当 性 の 検 討 を 繰 り 返 し 行 っ た 。  
 
6． 倫 理 的 配 慮  
本 研 究 は ， 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 所 属 す る 病 院 の
倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た 。 加 え て ， 研 究 対 象 で あ
る 精 神 科 看 護 師 が 勤 務 す る 施 設 の 病 院 長 と 看 護 部 長 ， 教 育 委
員 会 メ ン バ ー に ， 文 書 お よ び 口 頭 で ， 研 究 に つ い て 説 明 し 研
究 の 承 諾 を 得 た 。 研 究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 に 調 査 の 目 的
お よ び 方 法 ， 回 答 の 任 意 性 ， プ ラ イ バ シ ー の 保 護 ， 匿 名 性 の
保 持 ， 不 利 益 は な い こ と ， 結 果 は 学 会 等 で 公 表 す る が 個 人 が
特 定 さ れ な い こ と ， 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら れ た
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と み な す こ と を 口 頭 で 説 明 し た 。 質 問 紙 へ の 回 答 は 無 記 名 と
し ， 回 答 用 紙 の 提 出 を も っ て 同 意 が 得 ら れ た と み な し た 。 研
究 対 象 で あ る 精 神 科 看 護 師 が 所 属 す る 病 院 の 倫 理 審 査 委 員 会
の 承 認 を 得 て 行 っ た (承 認 番 号 1 3－ １ )。  
 
 
第 3 節  結 果  
1．  対 象 者 の 概 要  
研 修 会 参 加 者 4 1 名 の 内 ，研 究 参 加 者 は 2 6 名  (回 収 率 6 3 . 4 %）
で あ っ た 。 そ の 内 訳 は ， 男 性 7 名 ， 女 性 1 9 名 で あ り ， 平 均 年
齢 は 3 9 . 7 歳 で あ っ た 。 ま た ， 看 護 師 経 験 が 平 均 1 7 . 0 年 ， そ
の 内 ， 精 神 科 で の 臨 床 経 験 が 平 均 1 3 . 6 年 で あ っ た 。  
                                                                                                                                                                                                                                                                                                               
2．「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 び や 感 想 」 に 関 す る 自 由 記 述
の 解 析 と カ テ ゴ リ ー の 抽 出  
第 1 回  構 造 図  
本 論 文 で は ， こ れ 以 降 ， コ ー ド を 『  』， コ ー ド か ら 抽 出 し
た カ テ ゴ リ ー を ＜ ＞ で 表 す 。  
「 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 び や 感 想 」 に 関 す る 自 由 記 述
を 質 的 帰 納 的 に 分 析 し た 結 果 ， 9 7 個 の コ ー ド を 抽 出 し た 。 認
知 行 動 療 法 研 修 会 に 関 し て ， 参 加 の 効 果 を 示 す 3 つ の カ テ ゴ
リ ー ＜ 自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚 ＞ コ ー ド 数 1 6 個 ，＜ 自 分 自 身 に
対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ コ ー ド 数 1 5 個 ，＜ 患 者 に
対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ コ ー ド 数 3 1 個 と 課 題 を 示 す
1 つ の カ テ ゴ リ ー ＜ 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ コ ー
ド 数 1 5 個 が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。 3 つ の カ テ ゴ リ ー に 属 さ
な い コ ー ド 2 0 個 の 内 容 と し て は ，過 去 の 認 知 行 動 療 法 へ の 興

















以 下 に カ テ ゴ リ ー 毎 に ， 主 な コ ー ド を 交 え て 説 明 す る 。  
1 )自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚  
精 神 科 看 護 師 は ，『 自 分 の 認 知 の 歪 み を 再 認 識 で き た 』『 自
分 の 考 え を 見 直 せ た 』と い う 認 知 の 確 認 が で き て い た 。『 自 分
と い う も の が 見 え て き た 』『自 分 が 思 っ て い な か っ た 自 分 に 気
が つ い た 』 と い う 新 た な 認 知 の 気 づ き が あ っ た 。 以 上 の こ と
か ら ， 研 究 参 加 の 効 果 と し て ， カ テ ゴ リ ー ＜ 自 分 自 身 の 認 知
の 自 覚 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。  
 
2 )自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験  
『 自 分 自 身 に 認 知 行 動 療 法 を や り 効 果 が 体 験 で き た 』 と 認
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識 し ，こ れ か ら『 認 知 行 動 療 法 を 自 分 自 身 に 使 っ て い き た い 』
『 自 分 の セ ル フ コ ン ト ロ ー ル に 使 え る 』 と 考 え て い た 。 『 認
知 行 動 療 法 の 本 を 購 入 し た が ， よ く わ か ら ず ， 今 回 ， 自 己 診
断 も あ り わ か り や す か っ た 』 と 考 え て い た 。 認 知 行 動 療 法 に
よ っ て ，『 イ ラ イ ラ し な く て い い と 思 っ た 』『 自 分 の 思 い ・ 考
え を 変 え る と ゆ と り が 出 る 』 と い う 認 知 行 動 療 法 の 効 果 に つ
い て 体 験 で き て い た 。 以 上 の こ と か ら ， 研 修 会 参 加 の 効 果 と
し て ， カ テ ゴ リ ー ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を
体 験 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。  
 
3 )患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲  
『 認 知 行 動 療 法 に は 興 味 が あ っ た の で ， 聴 け て 良 か っ た 』
『 次 の 研 修 会 を 楽 し み に し て い る 』 『 ロ ー ル プ レ イ で 楽 し い
雰 囲 気 の 研 修 会 』 と 捉 え ，『（ ロ ー ル プ レ イ の ） 具 体 的 な 患 者
の 症 例 で わ か り や す か っ た 』『 認 知 行 動 療 法 の 方 法 は わ か っ た 』
と 学 習 で き て い た 。さ ら に ，『 自 分 に 良 い と わ か っ た し 認 知 行
動 療 法 で 患 者 の 支 援 を し た い 』 と 自 分 自 身 の 認 知 行 動 療 法 の
体 験 が 患 者 活 用 へ つ な げ て い た 。 『 認 知 行 動 療 法 に よ っ て 患
者 が い い 方 向 に 変 わ れ ば い い 』 ， 『 も っ と 患 者 の 認 知 行 動 療
法 の 事 例 を 知 り た い 』 と あ っ た 。 以 上 の こ と か ら ， 研 修 会 参
加 の 効 果 と し て カ テ ゴ リ ー ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用
の 意 欲 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し た 。  
 
4 )患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難  
『 認 知 行 動 療 法 の 進 め 方 が わ か っ た が 患 者 に 実 際 に す る の
は 難 し い 点 が あ る 』，『認 知 行 動 療 法 は ，時 間 も い る し 難 し い 』，
『 患 者 の 症 状 に よ り ，実 際 は 難 し い 』『実 際 の 患 者 に 行 う に は ，
認 知 行 動 療 法 を も う 少 し 細 か く 理 解 し な い と い け な い と 思 う 』
と い っ た 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 を 示 め し て い た 。
以 上 の こ と か ら ， 今 後 の 研 修 会 の 課 題 に 関 連 す る カ テ ゴ リ ー
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＜ 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ が 抽 出 で き る と 判 断 し
た 。  
 
3． カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係  
カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性 を 検 討 し た 結 果 ， 図 5 の よ う に 構 造
化 で き る と 判 断 し た 。 認 知 行 動 療 法 研 修 会 の 効 果 と し て ， 精
神 科 看 護 師 は ， ＜ 自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚 ＞ と ＜ 自 分 自 身 に 対
す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ し て い た 。 さ ら に ， 患 者 に
対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 方 法 の 説 明 や ロ ー ル プ レ イ を 見 学 し ，
＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ が 精 神 科 看 護 師 の
中 に 生 じ た 。 そ れ と 同 時 に ， 看 護 実 践 を 振 返 り ， ＜ 患 者 へ の
認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ を 感 じ ， こ の こ と に 対 す る 教 育 が
今 後 の 研 修 会 の 課 題 で あ っ た 。  
 
第 2 回  構 造 図  
















第 4 節  考 察      
対 象 人 数 が 少 な く ， 一 般 化 は 難 し い が ， 図 5 は ， 研 修 会 の
結 果 を 構 造 化 し た も の で ， 次 の 研 修 計 画 の 材 料 に 成 り 得 る と
考 え ら れ た 。 今 後 ， 普 遍 性 の 高 い も の と す る に は ， 対 象 者 の
拡 大 や 質 問 紙 に 限 ら な い デ ー タ 収 集 方 法 の 検 討 等 が 必 要 で あ
る 。  
図 5 を 見 る と ， 精 神 科 看 護 師 の ＜ 自 分 自 身 の 認 知 の 自 覚 ＞
と ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ し ， ＜ 患
者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ が 得 ら れ ， こ れ ら が 研
修 会 の 効 果 で あ っ た 。 ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意
欲 ＞ は ，「 認 知 行 動 療 法 が 自 分 に で き る と い う 認 知 」の 高 ま り
と い え た 。 こ の 成 果 を 生 み 出 す 行 為 が 自 分 に で き る と い う 認
知 は ， s e l f - e f f i c a c y（ 以 下 ， 自 己 効 力 感 ） で あ り ， 研 修 会 参
加 の 精 神 科 看 護 師 は 自 己 効 力 感 が 高 ま っ た と 考 え ら れ た 。 自
己 効 力 感 に 関 す る 理 論 は ， B a n d u r a に よ り 提 唱 さ れ て い る
（ B a n d u r a， 1 9 9 7）。 B a n d u r a  は ， 強 力 な 効 力 感 を 作 り 出 す 最
も 効 果 的 な 方 法 と し て ,制 御 体 験 と い う 忍 耐 強 い 努 力 の 成 功
体 験 を あ げ て い る 。 コ ー ド の 『 認 知 行 動 療 法 の 本 を 購 入 し た
が ，よ く わ か ら ず ，今 回 ，自 己 診 断 も あ り わ か り や す か っ た 』
と あ る よ う に ， 精 神 科 看 護 師 は 認 知 行 動 療 法 の 理 解 に 苦 労 を
し て い る こ と が 考 え ら れ た 。 今 回 ， ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知
行 動 療 法 の 効 果 を 体 験 ＞ と い う 成 功 体 験 が で き ， 自 己 効 力 感
が 高 ま り ， ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ に つ な
が っ た と 考 え ら れ た 。 山 根 （ 2 0 0 9） も ， 精 神 科 看 護 師 を 対 象
に 行 っ た 調 査 よ り ， 自 信 が 持 て る こ と が 看 護 実 践 の 意 識 を 高
め る と し ， 精 神 科 看 護 師 が 成 功 体 験 で 自 信 が 得 ら れ た と 考 え
ら れ た 。  
ま た ，＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ と 同 時 に ，
精 神 科 看 護 師 は ＜ 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 活 用 の 困 難 ＞ を 感 じ
て い た 。 こ の こ と は ， 認 知 行 動 療 法 実 践 を イ メ ー ジ で き た か
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ら こ そ ， 出 て き た 内 容 と も 考 え ら れ ， 次 回 の 研 修 会 の 課 題 と
言 え た 。 精 神 科 看 護 師 が 認 知 行 動 療 法 を 看 護 に 導 入 し 効 果 を
得 た 研 究 が 増 え つ つ あ り （ 門 田 ， 2 0 0 9）（ 古 屋 ， 2 0 1 0）， そ の
研 究 か ら 具 体 的 に 認 知 行 動 療 法 実 践 の モ デ ル を 示 し ， コ ー ド
の 『 実 際 の 患 者 に 行 う に は ， 認 知 行 動 療 法 を も う 少 し 細 か く
理 解 し な い と い け な い と 思 う 』 と い う 欲 求 を 満 た す よ う な 支
援 が 必 要 で あ る 。 『 認 知 行 動 療 法 は ， 時 間 も い る し 難 し い 』，
『 患 者 の 症 状 に よ り ， 実 際 は 難 し い 』 と 過 去 の 看 護 実 践 を 振
り 返 り な が ら ， 勤 務 の 状 況 や 患 者 の 状 況 か ら 認 知 行 動 療 法 活
用 の 困 難 を 感 じ て い る こ と が 推 測 さ れ た 。松 永 ら（ 2 0 1 3）は ，
看 護 師 を 対 象 に 災 害 救 済 活 動 へ の 参 加 経 験 が な い 理 由 の 多 く
が ，「 自 分 に 何 が で き る か わ か ら な か っ た 」 4 6 . 2％ ，「 自 分 が
ど の 程 度 役 に 立 つ か わ か ら な か っ た 」 4 4 . 1％ で あ る こ と を 明
ら か に し て い た 。 松 永 ら 7 4） の 研 究 同 様 ， 今 回 の 研 修 会 だ け
で は ， 自 分 に ど の 程 度 で き て ， ど の 程 度 の 効 果 を 出 せ る か わ
か ら な か っ た と 考 え ら れ る 。 時 間 や 患 者 の 症 状 に よ る 問 題 に
対 し て は ， そ の こ と を 考 え 実 践 す る 方 法 を 教 育 し て い く 必 要
が あ る 。 東 中 須 （ 2 0 0 7） は ， 院 内 教 育 の 実 態 調 査 よ り ， 精 神
科 看 護 師 が 病 棟 で 体 験 し な が ら 学 ぶ 研 修 の 必 要 性 を 示 唆 し て
い た 。患 者 に 活 用 で き る 認 知 行 動 療 法 の ス キ ル 習 得 に 向 け て ，
病 棟 で 体 験 し な が ら 具 体 的 な 認 知 行 動 療 法 実 践 の 教 育 が 必 要
で あ る 。  
『（ ロ ー ル プ レ イ の ）具 体 的 な 患 者 の 症 例 で わ か り や す か っ
た 』や『 認 知 行 動 療 法 の 方 法 は わ か っ た 』と い う コ ー ド か ら ，
研 修 会 の 目 標 で あ る 「 認 知 行 動 療 法 の 基 本 的 方 法 に つ い て 理
解 す る 」 は ， 達 成 で き た と 評 価 で き る 。『 自 分 が 思 っ て い な か
っ た 自 分 に 気 が つ い た 』 と あ る よ う に ， 精 神 科 看 護 師 は ， 自
分 自 身 の 認 知 に つ い て ， 考 え る 機 会 を 得 て い た 。 精 神 科 看 護
師 自 身 の 認 知 の 自 己 診 断 が あ る こ と で ， 認 知 行 動 療 法 が わ か
り や す く な っ た こ と が 明 ら か に な っ た 。 今 後 ， 認 知 行 動 療 法
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に 関 す る 研 修 会 に お い て ， 精 神 科 看 護 師 自 身 の 認 知 を 自 覚 す
る 演 習 を 導 入 と す る こ と が ，効 果 的 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
精 神 科 看 護 師 が ＜ 自 分 自 身 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 体
験 ＞ し ， 『 こ れ か ら も 自 分 の セ ル フ コ ン ト ロ ー ル に 使 え る 』
と い う コ ー ド か ら ，精 神 科 看 護 師 の 精 神 的 健 康 や 生 活 自 体 が ，
質 的 に 向 上 す る と 推 測 さ れ た 。 香 月 ら （ 2 0 1 0） が ， 精 神 科 看
護 師 に 認 知 行 動 療 法 を 実 施 し ， 精 神 科 看 護 師 の 気 分 や 精 神 的
健 康 が 改 善 さ れ た 結 果 が 今 後 期 待 で き る 。 白 石 ら （ 2 0 1 0） の
研 究 に よ れ ば ， 精 神 科 看 護 師 は ， 患 者 の 妄 想 や 幻 覚 に 対 し 効
果 的 な 対 応 が で き な い と い う つ ら い 感 情 を 持 つ と ， そ の 患 者
の 関 わ り を 拒 否 す る 傾 向 を 明 ら か に し て い た 。こ の こ と か ら ，
認 知 行 動 療 法 に よ っ て ， 精 神 科 看 護 師 自 身 の つ ら い 感 情 を 軽
減 し ， さ ら に 患 者 の 妄 想 や 幻 覚 に 対 し て 認 知 行 動 療 法 を 実 践
す る こ と で 効 果 を 得 る こ と が で き れ ば ， 非 常 に 有 益 で あ る と
考 え ら れ た 。 『 ロ ー ル プ レ イ で 楽 し い 雰 囲 気 の 研 修 会 』 と あ
る よ う に ， 研 修 会 の 時 間 内 は ， 興 味 を 持 っ て 学 習 で き た と 言
え る 。 『 次 の 研 修 会 を 楽 し み に し て い る 』 等 ， 学 習 に 期 待 を
持 ち ， 次 回 に つ な げ る こ と が で き た こ と は 有 益 で あ っ た 。 桑
田 ら （ 2 0 1 3） は ， 看 護 師 を 対 象 に 調 査 し ， 患 者 を 通 し て 感 じ
る 喜 び が や り が い に つ な が っ て い る こ と を 明 ら か に し て い た 。
岡 部 ら （ 2 0 0 2） も ， 精 神 科 看 護 師 の 勤 務 経 験 5 年 以 上 と 限 定
し た 対 象 で は あ る が ， や る 気 を 支 え て い る も の と し て ， 患 者
か ら 得 ら れ る 喜 び を 挙 げ て い る 。 ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療
法 活 用 の 意 欲 ＞ が あ る こ と か ら ， 患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 の 効
果 を 得 ら れ る こ と で 意 欲 が 継 続 で き る と 考 え ら れ ， そ う い っ
た 教 育 の 工 夫 も 必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  
 
 第 5 節  課 題  
 今 回 ， ＜ 患 者 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 活 用 の 意 欲 ＞ が あ る こ
と か ら ， 看 護 意 欲 の 向 上 に つ な が っ た と 考 え ら れ た 。 今 後 ，
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患 者 へ の 認 知 行 動 療 法 の 効 果 を 得 ら れ る こ と で 意 欲 が 継 続 で
き る と 考 え ら れ ， 認 知 行 動 療 法 実 践 へ の 支 援 が 必 要 で あ る 。
ア ン ケ ー ト の デ ー タ 分 析 に よ り 研 修 会 の 効 果 が 確 認 で き ， 認
知 行 動 療 法 の ス キ ル 獲 得 に 向 け た 研 修 会 の さ ら な る 開 催 と と
も に ， 精 神 科 看 護 師 が 病 棟 で 体 験 し な が ら 学 ぶ 研 修 会 の 開 催


























第 Ⅲ 部  リ ー ダ ー 育 成 を 通 し て 「 社 会 参 加 支 援 の 意 欲 向 上 」
へ の 取 組 み  
リ ー ダ ー 育 成 は ，半 年 間 の 一 連 の プ ロ グ ラ ム を 2 回 展 開 し ，
8 名 の リ ー ダ ー 育 成 に 関 す る こ と を 述 べ る 。リ ー ダ ー 育 成 に 関
し て は ， 育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 す る 前 に ， 研 究 対 象 病 院 や 精
神 科 看 護 師 へ 博 士 課 程 に お け る 研 究 で も あ る こ と を 説 明 し て
開 始 し た 。 リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム で 育 成 さ れ た 精 神 科 看 護
師 を 「 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 」 ま た は 「 院 内 認 定 看 護 師 」 と
呼 び ， 文 中 で も そ の 表 現 を し て い る 。  
 
第 6 章  社 会 参 加 支 援 を 踏 ま え た「 精 神 科 の リ ー ダ ー 看 護 師
育 成 プ ロ グ ラ ム 」 作 成  
前 述 の 第 Ⅱ 部 に お け る 実 態 調 査 の 分 析 よ り ， 社 会 参 加 支 援
の の 意 欲 を 高 く 持 ち そ の 支 援 を 促 進 で き る 精 神 科 リ ー ダ ー を
育 成 す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 し た 。   
第 1 節  リ ー ダ ー 必 要 な 要 素  
育 成 プ ロ グ ラ ム 作 成 に あ た り ， 認 定 看 護 師 制 度 を 活 用 し な
が ら ， 必 要 な 要 素 を 検 討 し た 。 必 要 と さ れ る 要 素 を ， 以 下 の
よ う に 考 え た 。  
① 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ， 指 導 的 役 割 が と れ る 。  
② 他 の 看 護 師 の モ デ ル と な り 得 る た め の 看 護 の 深 い 理 解 が あ
る 。  
③ 精 神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ， 社 会 復 帰 や 地 域 生 活 支 援
の ス キ ル が あ る 。  
 
第 2 節  リ ー ダ ー 育 成 プ ロ グ ラ ム 内 容  
前 述 の 第 1 節 リ ー ダ ー 必 要 な 要 素 を 踏 ま え ，以 下 の よ う に
育 成 プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 抽 出 し た 。  
 
1． 育 成 プ ロ グ ラ ム の 趣 旨  
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 精 神 保 健 医 療 福 祉 政 策 を 踏 ま え ， 現 代 社 会 が 求 め る 精 神 看
護 に 関 心 を 持 ち ， 院 内 に お け る 指 導 及 び 教 育 的 役 割 を 担 え る
精 神 科 看 護 師 育 成 の た め の プ ロ グ ラ ム と し た 。   
本 研 究 で 育 成 プ ロ グ ラ ム を 受 講 し ， 研 究 対 象 病 院 で リ ー ダ
ー と 認 め ら れ た 精 神 科 看 護 師 を 「 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 」 ま
た は 「 院 内 認 定 看 護 師 」 と し た 。    
 
2． 育 成 プ ロ グ ラ ム の 教 育 内 容  
精 神 科 認 定 看 護 師 制 度 ガ イ ド ブ ッ ク （ 一 般 社 団 法 人 日 本 精
神 科 看 護 協 会  教 育 認 定 委 員 会 ， 2 0 1 3） や 先 行 研 究 （ 福 田 ら ，
2 0 1 0）（ 中 島 ， 2 0 1 1）（ 中 島 ら ， 2 0 1 2）（ 中 島 ，2 0 1 3）（ B a n d u r a，
1 9 9 7）（ 諏 訪 ， 2 0 1 1） 等 を 参 考 に ， 前 述 「 第 1 節  リ ー ダ ー 必
要 な 要 素 」 を 踏 ま え ， 学 習 内 容 と 教 授 方 法 を 以 下 の よ う に 決
め た 。 講 師 は ， 教 育 内 容 に 応 じ ， 適 切 な 教 授 が で き る 人 材 に
依 頼 し た 。 一 連 の 育 成 プ ロ グ ラ ム 実 施 の 1 回 目 は 全 て 外 部 講
師 と し ， 2 回 目 は ， 外 部 講 師 と 「 研 究 対 象 病 院 の 看 護 部 長 」，
「 1 回 目 に 育 成 さ れ た 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 」が 担 う こ と と し
た 。 ま た ． 前 述 （ 第 Ⅱ 部 ） の 研 修 会 と リ ー ダ ー 育 成 を 連 動 さ
せ ， 研 修 会 に お い て ， リ ー ダ ー 育 成 を ア ピ ー ル し ， 精 神 科 リ
ー ダ ー 看 護 師 が 活 動 す る 際 の 病 院 ス タ ッ フ 協 力 に つ な げ た 。
さ ら に ， 育 成 プ ロ グ ラ ム の 一 部 を 公 開 に し ， 公 開 研 修 会 と し
て 病 院 ス タ ッ フ も 参 加 で き る よ う に し た 。  
 
( 1 )  精 神 保 健 医 療 福 祉 政 策 の も と ， 看 護 を 変 化 さ せ る リ ー
ダ ー の 役 割  
前 述 の「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」で あ る【 ① 精 神
保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ，指 導 的 役 割 が と れ る 】こ と
を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  
88 
リ ー ダ ー の 役 割 を 学 習 内 容 と し ， そ の こ と に つ い て 事 例 を
交 え 説 明 す る 。 1 回 目 を 精 神 科 認 定 看 護 師 で あ る 外 部 講 師 ， 2
回 目 は 精 神 科 認 定 看 護 師 で あ る 看 護 部 長 が 担 当 し た 。  
 
( 2） リ ー ダ ー に 求 め ら れ る 深 い 看 護 の 理 解  
前 述 の「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」で あ る【 ② 他 の
看 護 師 の モ デ ル と な り 得 る た め の 看 護 の 深 い 理 解 が あ
る 。】 こ と を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  
育 成 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し た 精 神 科 看 護 師 が 自 ら の 看 護 実 践
と 看 護 理 論 及 び 看 護 倫 理 を 結 び つ け ， 自 分 自 身 の 課 題 を 明 確
化 で き る 学 習 内 容 と し た 。 さ ら に ， 看 護 実 践 を 看 護 研 究 と し
て ま と め る よ う に し た 。 ま た ， 看 護 は 全 人 的 ケ ア で あ り ， 身
体 的 看 護 の 理 解 を 深 め る た め ， 精 神 科 病 院 で 行 う 救 急 救 命 処
置 を 講 義 及 び 演 習 で 学 習 す る 。  
1 回 目 ， 2 回 目 と も 外 部 講 師 が 担 当 し た 。 研 究 者 を 含 む 看 護
大 学 の 教 員 で あ る 外 部 講 師 3 名 ， 救 急 救 命 士 で 看 護 師 で あ る
外 部 講 師 や 救 急 看 護 を 経 験 し た 看 護 師 が 担 当 し た 。  
 
 ( 3 )  認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 習  
前 述 の 「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」 で あ る 【 ③ 精   
神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ，社 会 復 帰 や 地 域 生 活 支 援
の ス キ ル が あ る 】 こ と を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  
社 会 復 帰 や 地 域 生 活 を 支 援 す る た め の 認 知 行 動 療 法 に つ い
て 学 習 す る 。 こ こ で は ， 1 回 目 ， 2 回 目 と も 外 部 講 師 が 担 当 し
た 。 認 知 行 動 療 法 の 問 題 解 決 法 ， 認 知 再 構 成 法 に つ い て は ，
研 究 者 を 含 む 看 護 大 学 の 教 員 で あ る 外 部 講 師 3 名 が 担 当 し た 。
認 知 行 動 療 法 の 資 料 は ， 主 に 岡 田 の 文 献 （ 2 0 1 1） の も と に 作
成 し た 。 S S T に つ い て は ， S S T を 専 門 と す る 実 践 者 で あ り 教 育
者 で も あ る 臨 床 心 理 士 ，S S T の 実 践 者 で あ り 教 育 者 で も あ る 保
健 師 ， ま た 精 神 看 護 学 を 専 門 と す る 教 育 者 で あ る 看 護 師 ， 認
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知 行 動 療 法 を 実 践 し て い る 看 護 師 の 4 名 が 外 部 講 師 と な り 教
育 を 行 っ た 。  
育 成 プ ロ グ ラ ム で は ， 認 知 行 動 療 法 の 理 論 を 教 え ， S S T， 問
題 解 決 法 ， 認 知 再 構 成 法 等 認 知 行 動 療 法 の 実 践 方 法 に 至 る 学
習 内 容 を 抽 出 し 教 育 し た 。  
 
（ 4） 地 域 生 活 支 援 に つ い て の 学 習  
前 述 の 「 第 1 節 リ ー ダ ー に 必 要 な 要 素 」 で あ る 【 ③ 精   
神 保 健 医 療 福 祉 改 革 を 踏 ま え ，社 会 復 帰 や 地 域 生 活 支 援
の ス キ ル が あ る 】 こ と を 目 指 し 教 育 す る こ と と し た 。  
精 神 科 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン 等 の 協 力 が 得 ら れ ， 地 域 生 活
支 援 に つ い て 学 習 す る 内 容 を 当 初 作 成 し て い た 育 成 プ ロ グ ラ
ム に 追 加 し た 。そ の た め ，一 連 の 育 成 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し た 2
回 の 内 ， １ 回 目 の 育 成 プ ロ グ ラ ム 実 施 の 際 は ， 最 後 に 追 加 す
る 形 に な っ た 。2 回 目 は ，育 成 プ ロ グ ラ ム の 中 に 組 み 込 み 学 習
で き る よ う に し た 。 1 回 目 は ， 外 部 講 師 で あ る 研 究 者 ， 2 回 目
は ， 1 回 目 に リ ー ダ ー と な っ た 精 神 科 看 護 師 が 担 当 し た 。  
 
3． 教 育 方 法  
 教 育 内 容 の 習 得 に 必 要 な 講 義・演 習 を 検 討 し た 。そ の 結 果 ，
以 下 の よ う に 決 定 し た 。  
1） 4 5 分 を 1 コ マ と し た 3 0 コ マ の 講 義 及 び 演 習 ， 9 種 類 の 課
題 レ ポ ー ト に よ る 教 育 を 半 年 間 か け て 実 施 す る 。  
2） 9 種 類 の 課 題 レ ポ ー ト は ， 講 義 及 び 演 習 で の 学 び を さ ら に
深 め る テ ー マ と し ， 合 格 基 準 を 設 け 指 導 し ， 合 格 基 準 ま
で 再 提 出 を 求 め る 。  
3）研 究 者 に よ る 個 別 指 導 体 制 を 整 備 し ，学 習 理 解 の 支 援 や 心
理 的 支 援 が で き る よ う に す る 。  
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4） す べ て の 講 義 ・ 演 習 は ， 研 究 対 象 病 院 の 協 力 を 得 て ， 勤 務
時 間 内 に 病 院 内 で 実 施 し ， 育 成 プ ロ グ ラ ム 受 講 の 負 担 が
最 小 限 に な る よ う 配 慮 す る 。  
5） 院 内 認 定 看 護 師 育 成 に 関 す る 規 定  
研 究 対 象 病 院 の 院 長 ， 看 護 部 長 ， 教 育 委 員 長 と 審 議 し ， 規
定 を 以 下 の よ う に 作 成 し た （ 表 5）。  
 
 
表 5  院 内 認 定 看 護 師 （ 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 ） 育 成 に 関 す
る 規 定  
 
〈 受 講 要 件 〉  
 精 神 看 護 領 域 で の 経 験 年 数 が 3 年 以 上 あ る こ と 。  
 部 署 責 任 者 等 の 推 薦 を 必 要 が あ る こ と 。  
〈 研 修 時 間 数 〉  
 講 義 ， 演 習 で 3 0 時 間 受 講 す る 。  
〈 評 価 方 法 〉  
 課 題 レ ポ ー ト ， 研 修 態 度 ， 面 接 審 査 で 評 価 す る 。  
〈 認 定 基 準 〉  
 以 下 の 基 準 に 達 し ， 病 院 長 が 承 認 し た 場 合 ， 院 内 認 定 看 護
師 と し て 認 定 さ れ る 。 尚 ， 認 定 期 間 は 5 年 間 と す る 。  
 ・ 講 義 ， 演 習 に お い て ， 2／ 3 以 上 の 出 席 が あ る 。  
 ・ 課 題 レ ポ ー ト ，研 修 態 度 を 評 価 し 合 格 基 準 に 達 し て い る 。 
 ・ 面 接 で の 評 価 が 合 格 基 準 に 達 し て い る 。  
〈 フ ォ ロ ー ア ッ プ 体 制 〉  
5 年 後 の 更 新 審 査 を 行 う 。  
「 認 定 更 新 の 資 格 取 得 条 件 」 と し て ， 5 年 間 で 3 0 ポ イ ン ト 修
得 す る 。  
 ・ 専 門 領 域 に お け る 自 己 研 鑽  
   論 文 投 稿     2 5 ポ イ ン ト  
   学 会 発 表     2 0 ポ イ ン ト  
   院 内 研 究 発 表   1 5 ポ イ ン ト  
   院 内 研 究 会 参 加   5 ポ イ ン ト  
   学 会 参 加     1 0 ポ イ ン ト  
   院 外 研 修 会 参 加  1 0 ポ イ ン ト  
 ・ 活 動 実 績  





4． 育 成 プ ロ グ ラ ム の 実 施  
研 究 対 象 病 院 よ り 精 神 科 リ ー ダ ー 看 護 師 候 補 が ， 1 回 目 6
名 ， 2 回 目 2 名 が 推 薦 さ れ た 。育 成 プ ロ グ ラ ム に 従 い ，教 育 を
行 う 。 １ 名 が 4 コ マ の 欠 席 が あ っ た が ， 補 充 講 義 を 行 い ， 結
局 ，全 員 が 全 て の 育 成 プ ロ グ ラ ム を 受 講 で き た 。9 種 類 の 課 題
レ ポ ー ト も 合 格 基 準 に 達 し ， 最 終 的 評 価 を 管 理 者 で あ る 病 院
長 と 看 護 部 長 ， 研 究 者 間 で 行 い ， 全 員 が リ ー ダ ー と し て 承 認
さ れ た 。 以 下 に 実 施 し た 主 な 教 育 内 容 と 資 料 を 示 す 。  
 
1） 精 神 保 健 医 療 福 祉 政 策 の も と ， 看 護 を 変 化 さ せ る リ ー ダ
ー の 役 割  
                                           
・ 担 当 講 師 が 教 育 に あ た り ， 精 神 保 健 医 療 福 祉 の 現 状 を 話
し な が ら ， リ ー ダ ー と し て の 役 割 に つ い て 説 明 を 行 う 。  
・ リ ー ダ ー の 役 割 に つ い て ， 事 例 を 交 え な が ら 説 明 す る 。  
・ 日 本 で 認 定 看 護 師 制 度 で あ る 日 本 精 神 科 看 護 協 会 及 び 日
本 看 護 協 会 の 認 定 看 護 師 制 度 の 目 的 ， そ の 存 在 意 義 に つ
い て 説 明 す る 。  
・ 病 院 内 で 認 定 さ れ る リ ー ダ ー と な る 看 護 師 （ 院 内 認 定 看
護 師 ） の 存 在 意 義 に つ い て 説 明 す る 。  
 
主 な 授 業 資 料  
院 内 認 定 看 護 師 の 存 在 意 義 に つ い て  
認 定 看 護 師 制 度 と は  
・ 日 本 精 神 科 看 護 技 術 協 会  
 C e r t i f i e d  E x p e r t  P s y c h i a t r i c  N u r s e  
精 神 科 の 看 護 領 域 に お い て す ぐ れ た 看 護 技 術 と 知 識 を 用 い て ， 水
準 の 高 い 看 護 実 践 の で き る 看 護 師 を 社 会 に 送 り 出 す こ と に よ り ， 看
護 現 場 に お け る 看 護 の ケ ア の 質 の 向 上 を は か る こ と を 目 的 と す る 。  
  ・ 日 本 看 護 協 会  
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C e r t i f i e d  N u r s e  
認 定 看 護 師 制 度 は ， 特 定 の 看 護 分 野 に お い て ， 熟 練 し た 看 護 技 術
と 知 識 を 用 い て 水 準 の 高 い 看 護 実 践 の で き る 認 定 看 護 師 を 社 会 に 送
り 出 す こ と に よ り ， 看 護 現 場 に お け る 看 護 ケ ア の 広 が り と 質 の 向 上
を は か る こ と を 目 的 と し て い る 。  
豊 か な 人 間 性 ， 熟 練 し た 知 識 と 技 術 を 持 っ た 看 護 師 で ， 看 護 モ デ ル
と し て ， 実 践 の 指 導 や 研 修 会 講 師 等 行 い ， 看 護 の 質 を 向 上 さ せ る 。  
 
院 内 認 定 看 護 師 と は ・ ・  
豊 か な 人 間 性 ， 熟 練 し た 知 識 と 技 術 を 持 っ た 看 護 師 で ， 看 護 モ デ ル
と し て ， 実 践 の 指 導 や 研 修 会 講 師 等 行 い ， 看 護 の 質 を 向 上 さ せ る 。  
 
2） リ ー ダ ー に 求 め ら れ る 深 い 看 護 の 理 解  
（ 1）看 護 理 論 を 講 義 後 ， 育 成 プ ロ グ ラ ム を 受 講 し て い る 精
神 科 看 護 師 が 経 験 し た 看 護 実 践 を 看 護 理 論 に 沿 っ て ま と め ，
自 己 の 看 護 の 分 析 を 課 題 レ ポ ー ト と す る 。 課 題 レ ポ ー ト は ，
個 別 指 導 と し ， 看 護 理 論 に 沿 っ て ， 看 護 的 視 点 で 分 析 で き る
ま で 修 正 を 求 め た 。  
精 神 科 に お け る 看 護 倫 理 の 内 容 に つ い て ， 前 述 （ 第 Ⅱ 部 第
１ 章 ） の 看 護 倫 理 研 修 会 と 今 回 の リ ー ダ ー 育 成 を 連 動 さ せ ，
看 護 倫 理 研 修 会 参 加 時 間 を 1 コ マ と 認 め た 。 さ ら に ， 看 護 倫
理 研 修 会 と は 別 に ，社 会 が 求 め る 精 神 保 健 福 祉 改 革 に 適 応 し
た 看 護 を 実 践 す る 責 務 に つ い て 話 し た 。日 本 精 神 科 看 護 協 会
が 示 す 倫 理 綱 領 を 中 心 に ，看 護 専 門 職 の 倫 理 に つ い て 再 度 説







































































































































































































































































































































































































（ 2） 身 体 的 看 護 の 理 解 を 深 め る 内 容  
救 急 救 命 処 置 は ， 実 際 の 精 神 科 の 救 急 場 面 を 設 定 し ， 演 習
を 行 っ た 。 看 護 師 が イ メ ー ジ し や す い よ う に ， 精 神 科 の 臨 床
で 生 じ た 窒 息 の 事 例 を 設 定 し た 。 ま た 看 護 実 践 へ 繋 が る よ う
に ， 実 際 に 研 究 対 象 病 院 に あ る 救 急 カ ー ト と 蘇 生 人 形 を 使 用
し ， デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 行 い な が ら ， 適 切 な 看 護 師 の 行
動 を 中 心 に 説 明 し た 。 救 命 処 置 や 呼 吸 管 理 ， 薬 物 療 法 ， フ ィ
ジ カ ル ア セ ス メ ン ト ， 看 護 記 録 の 具 体 的 な 方 法 を ポ イ ン ト に
講 義 と 演 習 を 行 う 。 病 院 ス タ ッ フ も 自 由 参 加 で き る 公 開 し た
授 業 形 式 を と っ た 。  
 
3） 認 知 行 動 療 法 に つ い て の 学 習  
認 知 行 動 療 法 の 理 論 に つ い て 説 明 し ， 自 分 の 認 知 ， 行 動 に
つ い て 考 え ， 課 題 レ ポ ー ト に す る 。 次 に ， 認 知 行 動 療 法 （ S S T
は 含 ま な い ） の 看 護 実 践 方 法 に つ い て 講 義 す る 。 実 際 に 認 知
行 動 療 法 が 実 践 で き る ま で を 目 標 と し た 。 そ の 教 育 の 内 ， 1
コ マ の み は ， 前 述 （ 第 2 部 第 2 章 ） の 認 知 行 動 療 法 研 修 会 の
参 加 時 間 と し た 。  
 S o c i a l  S k i l l s  T r a i n i n g（ 以 下 ， S S T） に つ い て は ， S S T の
理 論 と 実 践 に つ い て 講 義 後 ， 集 団 及 び 個 人 の S S T に つ い て 演
習 を 行 う 。 S S T に つ い て も ， 一 部 を 公 開 研 修 会 と す る 。  
そ の 後 ，病 院 の 許 可 を 得 て ，実 際 の 患 者 に 認 知 行 動 療 法（ S S T
を 含 む ） を 行 う よ う に し た 。 課 題 レ ポ ー ト を 書 き ， 実 践 ま で






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 7 章 リーダー育成プログラムの効果 



















































である A 病院において，2013 年 3 月 6 日の A 病院倫理審査委員会を経て，2013




れ，半構造的面接を行った。面接時間は，50 分～68 分，平均 59．8 分であ






















































































































































































































































れ，半構造的面接を行った。面接時間は，20 分～45 分，平均 28 分であった。



















    
      
 
  





    
         
  
 
      
         
         
         
         
  
図 7  外部講師による講義による心理的
変化   











































































































られ，半構造的面接を行った。面接時間は，15 分～40 分，平均 25 分であ




























































































































































































対象である A病院において，2013年 3月 6日の A病院倫理審査委員会を経て，




面接時間は 10～35 分間で，平均 25 分間であった。病院スタッフ 11 名は，
看護師 4 名，精神保健福祉士 3 名，作業療法士 4 名で，男性 4 名，女性 7














      






   
      
      
      
      
      
  
 
   
  
 
   
      
      
      
      
      
      
 
図 8．病院スタッフの育成プログラムに対する評価  



























































































































Fedricker Diane Barber の研究（2013）や Aleda M.H.Chen らの研究（2013），
訪問看護を受ける高齢者を対象とした Habibollah Hossenini らの研究
（2013），家族を対象とした Arzu Yildirim の研究（2014）があった。本研























精神科准看護師 5 名が，SST と問題解決法を患者に実施することができてい
る。さらに，本論文での取組みによって刺激を受け，精神科リーダー看護師

















いる。残りの 3 名も論文投稿準備中である。さらに，6 名が所属する病棟の
精神科看護師の研究指導を行うことができている。  
精神障害者に対する地域支援中心への移行促進として，精神科リーダー看
















































































厚生労働省 診療報酬改正について（2014）：平成 22 年度診療報酬の改定，
平成 24 年度診療報酬の改定， 
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iry
ouhoken/shinryou_housyu.html． 
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